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　　　プロローグ




　その日、【魔獣錬磨師モンスタートレーナー】育成学園《ベギオム》の高等部は戦せん慄りつに包まれた。

「レイン～。お前にラブレターが来てるぞ」

　ものぐさに無ぶ精しよう髭ひげを伸のばしたデバン先生の言葉に、放課後の喧けん噪そうに包まれていた教室から音が止やむ。普ふ段だんはどんなに注意しても騒さわがしい生徒達がピタリとその動きを止め、誰だれかが落とした鉛えん筆ぴつの音が教室の中で静かに反はん響きようする。

　その静せい寂じやくを、苦く笑しようを浮うかべたレインが打ち砕くだいた。

「はぁ？　何言ってんだ、デバン先生？」

「ぴぎ？」

　教材を鞄かばんにしまっていたレインが、待機室から待ちきれずにやってきたペムペムと共に視線を持ち上げる。その表情は怪け訝げんというよりも、自分にラブレターが届くはずなんてないという確信にすら満ちていた。

「スライムトレーナーの俺に、どこのどいつがラブレターなんて送るんだよ？　生徒をからかうのも大たい概がいにしろよ。先生」

　苛いら立だちではなく、自じ嘲ちよう気味な笑えみを浮かべてレインが肩かたを竦すくめる。

　この世に生を受けた者は皆みな、その掌てのひらにモンスターの紋もん章しようを宿す。神の紋章を宿した者は神と、ドラゴンの紋章を宿した者はドラゴンと、猫ねこの紋章を宿す者は猫に属する魔ま獣じゆうと、鳥の紋章を宿す者は鳥に属する魔獣と……

　そして、スライムの紋章を宿した者はスライムとのみ契けい約やくし、己おのがパートナーとして使し役えきすることが出来る。

　レインがその手に授さずかった紋章は、全紋章中最も人気の無いスライムの紋章だ。紋章は遺伝によって受け継つがれるので、レインが恋れん愛あい対象とみられることなんて皆かい無むに等しい。

　それは、レインだけでなく、全世界全人類の共通認にん識しきだ。

　だからこそ、デバン先生のパートナー、笛ふえ尾おをくねらせて軽快な音楽を奏かなでる《サウンドモンキー》が掲かかげる封ふう筒とうに、生徒達は戦慄したのだ。

「んなこと言ったって、実際に送られてきてるんだからしょうがねぇだろ。あと、ちょっとは先生を信用しろよ。てか、本当にいらねぇなら、《モノクロ山羊やぎ》の餌えさにしちまうぞ？　いいんだな？　今世紀最大の奇き跡せきだぞ？」

　腰こしに手を当てながら、デバン先生がニヤニヤと口の端はしを吊つり上げる。

　その挑ちよう戦せん的な笑みに、レインは溜息を零こぼしながらその足をデバン先生の方へと傾かたむけた。本当にラブレターが送られてきたとは微み塵じんも思わないが、自分宛あての手紙を山羊の餌にされるのは差出人に対してあまりにも申し訳ない。

「キキィ」

「おう、サンキュー」

　サウンドモンキーから手紙を受け取ったレインが、ペムペムと共に差出人の名へと視線を滑すべらせる。

　そして手紙の送り主の名にレインの視線が止まった瞬しゆん間かん、その顔が懐なつかしそうに綻ほころんだ。

「お！」

「ぴぎ！」

　レインとペムペムが、同時に声を弾はずませる。いそいそとレインが封ふうを切り、丁てい寧ねいに折り畳たたまれた手紙と一枚の写真が封筒から落ちてきた。

　手紙の前に、レインが同どう封ふうされた写真を確認する。

　その瞬間、レインの眼めが大きく見開かれた。

「これって……あの時の写真か？　じゃあ、この手紙って……」

　一人納なつ得とくした様子で呟つぶやくレインが、固かた唾ずを吞のんで見守るクラスメイトを余所よそに、今度は手紙へと目を走らせる。

　その顔に浮かんだのは、先ほどとは別の苦笑だった。

「たっく。何がラブレターだよ、先生。ただの近きん況きよう報告じゃねぇか」

　脱だつ力りよくしながら再び肩を竦めるレインに、教室の緊きん張ちようが緩かん和わする。

　やっぱり、スライムトレーナー宛にラブレターなんて届くわけがない。

　そんな生徒達の安あん堵どは、デバン先生の浮かべた面おも白しろくなさそうな笑みに搔かき消された。

「可愛かわいくねぇ奴やつだな。女の子からの手紙なら全部ラブレターでいいじゃねぇか」

「なんだよ。ひがんでんのか、先せ────」

「レイン・エルハルト！」

　教室の中を鋭するどい声が切り裂さく。鼓こ膜まくを破らんばかりのその声にレインが振ふり向むくと、その掌にドラゴンの紋章を宿す朱あか髪がみの少女、エルニア・Ｆ・ミレーネブルクが長い三つ編みを激しく揺ゆらしながら階段状の座席を駆かけ下おりてきた。

　必死な表情を浮かべたエルニアが、駆け寄った勢いのままにレインの胸むな元もとに摑つかみかかる。

「どういうことだ、レイン・エルハルトっ！　私という恋こい人びとがありながら、他ほかの女からの恋こい文ぶみだと!?　ええい！　そのしまらん顔をどうにかしろっ！」

「なな、なんだよ。落ち着けって！　エルニア」

「これが落ち着いていられるか！　ちょっと、その手紙をこちらに見せろ！　さもないと、キール！」

（やれやれ、本当に貴様は甲か斐い性しようがあるのかないのか分からない雄おすだな）

　レインの頭に重厚な声が響ひびき、エルニアのパートナーである《ホースドラゴン》のキールが困った表情を浮かべながら、チラリとその口こう腔こうに炎ほのおを燻くゆらせる。

　剣けん吞のんな雰ふん囲い気きが漂ただよい、スライム並みの危機察知を発揮して我先にと教室を飛び出す生徒達。

　その人波を、長い銀ぎん髪ぱつを靡なびかせる少女が飛び越こえた。その着地点に、こちらは人波の足あし下もとを器用に抜ぬけてきたピンク色のスライムが滑り込む。掌に天地逆転したスライムの《血けつ命めい紋もん》を宿すジナは相棒のルルの力を借りて着地の勢いをそのまま前進する推進力に変えると、エルニアの傍かたわらをすり抜け、背中からレインにしがみついてきた。

「婿むこ様。それ見せ、る！」

　独特の間延びした口調の語気を強め、ジナが白い腕うでを天てん井じように向けて伸ばしていたレインの腕に絡からみつかせる。

「おい！　ジナ、やめっ──あっ！」

　ジナの指先がレインの持つ封筒を掠かすめ、手紙と写真が辺りに舞まい散った。ひらひらと舞う色いろ鮮あざやかな写真。その一枚が、エルニアとジナに遅おくれてやってきた少女の手に導かれるように舞い落ちる。

　不安げに薄うす黄色の髪かみを揺らしながら写真に目を落とした少女、その掌に《狼おおかみ》の紋章を刻むアリカ・セクスレンは、反対の手で傍らに控ひかえる《氷ひよう狼ろう族》のレオンの尾をギュッと摑みながら、強こわばった声を零こぼした。

「レイン君。この子、だれ？」

　信じたくないという思いと、聞かずにはいられないという不安。その狭はざ間まで揺れる冷たい声を零しながら、アリカが謎なぞの迫はく力りよくを纏まといつつゆっくりとレインに歩み寄る。

　写真には今よりも少し若いレイン以外に、別々の学生服を着た三人の学生達が写っていた。

　それだけならばなんの問題もなかっただろう。

　三人のうちの一人、勿忘わすれな草ぐさを思わせる青い髪をツインテールに纏め肩に凜り々りしい茜あかね色いろの鳥を乗せる少女が、満面の笑みを浮かべながらレインの腕に抱だきついていなければ。

「有罪ギルティーだね、レイン。一応、弁解を聞いておこうか？」

「電気椅い子すの準備はいつでも出来るぞ。マスター」

　アリカの震ふるえる肩に優やさしく手を乗せる少年、その掌に雷かみなりの《精せい霊れい紋もん》を刻むガゼット・ガールバレスが眼鏡めがねの奥の双そう眸ぼうを細め、彼の髪の上でちょこんと座る雷の精霊、ピックと共にレインを糾きゆう弾だんする。

　不ふ穏おんな空気が漂う中、レインをこの窮きゆう地ちに追い込んだデバン先生はそそくさと教材を纏めて、教室から抜け出した。

「じゃあな、レイン頑がん張ばれよ」

「待てっ！　先生！　一いつ緒しよに説明しろよ！　先生は事情知ってるだろうが！」

「馬ば鹿か野や郎ろう。俺はまだ独身なんだぞ。こんなところで死ねるか！」

「俺は死んでも良いのかよ！」

　呼び止めるレインの声が、無情にも閉められた扉とびらに弾はじかれる。

　最後の望みが絶たれたレインを待ち受けていたのは、横一列に並んだ仲間達だった。

「レイン・エルハルト！」

「婿、様」

「レイン君！」

「レ～イ～ン～」

　背中を任せられる仲間達全員が目を細め、パートナーに制裁の準備を整わせながらレインのことを睨にらみ付ける。

　退路が断たたれたことを悟さとった、レインは大きな溜息を零しながら覚かく悟ごを決めた。

「あ～っもう。分かった分かった。説明するから、ちょっと離はなれろ！　それと、あんまり格好いい話じゃないから笑うなよ」

　今にもパートナーと実力行使に出そうなエルニア達をなんとか椅子に座らせ、レインが困った表情を浮かべながら頭を搔く。

「あれは、ちょうど俺とペムペムが中等部の三学年になったときだったな……」

「ぴぎぴぎぴぎ」

　そして、レインは語り始めた。

　レインとペムペムが、学年トップのエルニアとキールを降くだすに至った歴史を。

　スライムがドラゴンを倒たおす秘策を編み出した奇跡の軌き跡せきを。

　最弱のスライムコンビのクロニクルを──







　　　第一章　できそこないとサラマンダー




　【魔獣錬磨師モンスタートレーナー】育成学園《ベギオム》の中等部用トレーニング場。

　その片かた隅すみで、学園唯ゆい一いつのスライムトレーナーであるレイン・エルハルトは手の中の成績表を握にぎり潰つぶしていた。

「うがあぁぁぁぁ、くっそ！」

　込こみ上げてくる悔くやしさに、レインが思いっきり歯を食いしばる。

　その時、ポスンと何とも気の抜ける音がレインの耳を叩たたいた。

「ぴっぎ！」

　ダメージを数値化するサンドバッグの前で、小さなモンスターが怒おこったようにその身体からだを揺する。

　思わず頰ほおが緩ゆるむつぶらな瞳ひとみ。しっとりと濡ぬれているかのような瑞みず々みずしい青いゼリー状の身体。見るからに威い圧あつ感かんのないその姿は最弱の代名詞。

　全世界最多の保有数を誇ほこりながらも、誰だれも見向きもしないモンスター。

　スライム

　ペムペムと名付けられたレインの相棒は、せっかくの休きゆう憩けい時間だというのに口を尖とがらせると、突とつ然ぜん渾こん身しんの体当たりを主あるじに向けて仕し掛かけてきた。

「ぴぎぃいいい！」

「え？　なっ!?　んごっふ!?」

　顔面に体当たりを受けたレインが、背中から倒れこむ。そして、苦く悶もんの表情を浮うかべながら薄うす目めを開けると、地面に落ちた成績表を無理矢理口に押し込むペムペムの姿がそこにあった。

「こら、何食ってんだ。腹壊こわすぞ！」

「ぴーっぎゅ。ぴぎぴぎ、ぴぎゅう！」

「こら、離せって。こーんのっ！」

　レインが力任せに、ペムペムの口から成績表を引っこ抜く。だが、すでに涎よだれでぐちゃぐちゃになっていた。

「あ～あ～あ～。どうすんだよ、これ」

「ぴぎっ。ぴぎぃ、ぴぎぎぃ！」

「だから、さっきから何怒って……」

　レインが何かを悟ったかのように言葉を切る。そして、ギクリと慌あわてて後あと退ずさるペムペムを引っ摑むと、小さな頭の上にポンと手を落とした。

「焦あせんな怒んな慌てんな。いいんだよ、こんな成績ぐらい」

「ぴ……ぎぃ～……」

　レインに頭を撫なでられるペムペムの両目から、ぽろぽろと涙なみだが零れる。中等部三年生初の予選リーグの結果は、初戦敗退の上、二回戦からは不戦敗になっていた。一回戦で、学年でも噂うわさのドラゴントレーナーに当たってしまったのだ。馬のような体たい軀くから繰くり出される圧あつ倒とう的な突とつ進しんで弾き飛ばされたかと思ったら、強きよう烈れつな炎の息吹いぶきを受けてあっという間に戦せん闘とう不能。

　二年生の時は何とか学年最下位クラスで粘ねばっていたレインとペムペムだったが、今回のランキング戦でめでたく学年最下位になってしまった。

　悔しさのあまり涙の止まらないペムペムに、レインが指先でその雫しずくを掬すくいながら無理矢理笑って立ち上がる。

「再開すっぞ、ペムペム！　イヤなこと忘れるくらいしごいてやるよ」

「ぴっぎぃー！」

　ぶんぶんと頭を振って涙を吹ふき飛ばしたペムペムが、悔しさをバネにサンドバッグへと突とつ撃げきする。だが、直後に響いた校内放送に、サンドバッグを叩く音が搔き消された。

『中等部三年Ｄ組、レイン・エルハルト君。今すぐ進路指導室に来てください』
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「はぁ～あ～あ～あ～」

　進路指導室の前で、レインが溜息を零こぼす。呼び出しの理由なんて成績以外にあり得ないのだから無理もない。

　それでもレインは覚悟を決めた。

「せんせ～。怒られに来たぞ～」

「ぴぎぴぎぃ～」

「は、早かったのね。エルハルト君。じゃあ、そこに座ってくれるかな」

　部屋に入ってきたレインに、パートナーの《マシロシマリス》を机に乗せていたナリア先生が向かいの席に座るように促うながす。そして先生は、思い詰つめた表情でパートナーの尻尾しつぽを弄いじると、重い口調で口を開いた。

「エルハルト君。その～、なんで呼ばれたか分かる、かな？」

「ええ。まぁ、なんとなく」

「う、うんうん。自分の置かれている立場を理解するのは大切だよね」

　ナリア先生が何度も頷うなずきながら、なぜかパートナーの尻尾を鷲わし摑づかむ。よほど強く握ったのかマシロシマリスが悲鳴を上げ、毛を逆立てながらペチペチと先生の手を叩きまくる。

　一方、先生は引き攣つった笑えみを浮かべると、一気に言葉を吐はき出した。

「えっと、なんとなく分かってるなら、はっきりと言うね。エルハルト君とペムペムちゃん。このままだと、単位不足で退学になっちゃいます」

「…………え？」

「…………ぴぎ？」

「えええええっ!?」

「ぴぎぎぎぎっ!?」

　ほとばしる絶ぜつ叫きよう。レインの顔が、ペムペムと同じくらいに青ざめる。

「ちょっ、ちょっと。二人とも、落ち着いて！　今からちゃんと話すから。えっと、ほら。昨日のランキング戦で、その、すごく言い難にくいんだけど、学年最下位になっちゃったじゃない」

「う……」

「それに、中等部の三年からは、他ほかの子達もどんどん力をつける時期なの。可か哀わい想そうだけどペムペムちゃんの成績じゃ、どう甘く見積もっても進学に必要な単位に届きそうもないのよ」

「ぴぎ……」

　突つき付けられた現実に、レインとペムペムが思わず押し黙だまる。

　だが、黙ったまま引き下がるわけにはいかなかった。

「なぁ、先生。なんか方法ないのかよ」

「ぴぎ、ぴぎぴぎ。ぴっぎ！」

「ん～、そのぉ～。方法はなくもないんだけど～」

　ナリア先生は歯切れ悪く答えると、分厚い資料の束を差し出してきた。

「これはね、合同訓練のパンフレットなの。他校生とチームを組んで、討とう伐ばつ依い頼らいや採取依頼、生態調査なんかのフィールドワークに月一回参加してもらう特別訓練の案内状で、これを受ければ特別単位が出るんだけど、どうかな？」

　先生が心配そうに提案する。チームなら、弱いペムペムでもなんとかなると考えているのだろう。

　単位不足のレインとペムペムに、選せん択たくの余地はなかった。

「分かった。先生、俺達やるよ！」

「ぴぎ。ぴぎぴぎぴぎっ！」

　レインは迷うことなく、申込用紙にペンを走らせた。




　　　　＊




　エルグ王国から西に半日ほど汽車に揺ゆられると、大陸を南北に分断するゴロデンス山脈に到とう達たつする。そこから山脈沿いに南に進めば優良な鉱石が採れる鉱山地帯となる。

　炭鉱の町《ザザルド》は今日も鉱こう夫ふとその仕事を支えるモンスター達の活気が渦うず巻まいていた。モンスターは土地に適応したゴーレムや岩石系が多く、良好な鉱石の探さぐり手となる《ロックフェアリー》を連れる者もいる。

　レインとペムペムは昼前にザザルドに到とう着ちやくすることができた。

「まだ時間があるし、ブラブラして昼飯でも探すか？」

「ぴぎぴぎ」

　レインの提案に、肩かたに乗るペムペムが大量の涎を零しながら頷く。

「うわっ!?　こら、汚きたねぇだろ！」

　レインが思わず悲鳴を上げる。だが、ペムペムの全集中力は、軒のき先さきで売られる《岩がん石せき牛ぎゆう》の串くし焼やきに注がれていた。大ぶりにぶつ切りにされた肉の塊かたまりが上質な脂あぶらを炭火に落とし、ジュワッと食しよく欲よくをそそる煙けむりを上げている。岩石牛は体表を硬かたい鉱石で覆おおっており、その堅けん牢ろうな守りの内にある肉は驚おどろくほど軟やわらかく、旨うまい。値段も手て頃ごろで、サービスにレモンジュースまで付いている。

「あれにするか！」

「ぴぎぃーっ！」

　指をさすレインに、ペムペムが待ってましたとばかりに飛び上がる。そんな相棒に苦く笑しようしつつレインが屋台に駆かけ寄ると、網あみに乗せた肉にく串ぐしが焼き上がり間近になっていた。

「おっさん。一本くれよ！」

　レインが浅黒く焼けた店主に串焼きを注文する。すると、人差し指を立てた細い腕うでがすぐ隣となりから伸のびてきた。

「あっ。おじさん。あたしにも一本頂ちよう戴だい！」

　耳を打ったのは、木もつ琴きんを叩いたかのように弾はずむ、小気味よい声だった。

　その声に、レインの目が誘さそわれる。

　勿忘わすれな草ぐさを思わせる青色の髪かみをツインテールに纏まとめたその少女は、待ちきれないとばかりにソワソワと身体を揺らしながら顔を綻ほころばせていた。中性的な顔つきで双そう眸ぼうはぱっちりと人ひと懐なつっこく、鼻筋は綺き麗れいに通っている。

　別の学校の制服に身を包んだ少女は、その肩に燃え盛さかるような冠かん羽うを生やした一羽の鳥を乗せていた。珍めずらしいその姿に、レインの興味がそそられる。その時、最後の仕上げと火力を強めた店主の声がレインの耳に届いた。

「おっ、今日はデートかい？」

「「え？」」

　レインと少女が不思議そうに顔を見合わせる。そして、二人は同時に苦笑し、改めて店主に向かい合った。

「何言ってんだよ、おっさん」

「そうそう。あたし達、初対面だよ？」

「ん？　なんだ、そうなのか？　いや～、同じ腕わん章しよう着けてたから、てっきり授業を抜ぬけ出したのかと思ってな」

「「ええっ？」」

　再び重なる二人の声。レインと女の子が相手の腕に視線を走らせる。女の子の腕には、合同訓練の参加者に配られる腕章が着けられていた。彼女もレインの腕章に気付いたのか、パッチリとした目がさらに大きく見開き、口元が堪こらえ切れない好こう奇き心しんに弧こを描えがく。

「もしかして合同訓練の参加者？」

「ああ。そっちも？」

「うん、そうだよ。えっと、何班の人？　ちなみに、あたしは４班だよ！」

　声を弾ませながら、少女が腕章を掲かかげてレインに尋たずねる。合同訓練参加チームは全部で二十班あり、腕章にはチームを分ける番号が振ふられていた。

「じゃあ一いつ緒しよだな。俺も４班だ！」

「ほんとっ!?　あはは、すごい偶ぐう然ぜんだね。あたしはキリ。キリ・トレントレット。こっちはルッツ」

「以後、お見知りおきを」

「うおお!?　鳥がしゃべった!?」

「ぴぎぎぎぎ!?」

　嘴くちばしから語られる聡そう明めいな人語に、レインとペムペムが驚き、キリがエッヘンと胸を張る。

「ふふふふふ、すごいでしょ。ルッツはね、《フェニックス》なんだよ」

「えっ!?　あの霊れい鳥ちようのか!?」

　ルッツの正体に、レインはさらに驚いた。霊鳥《フェニックス》はかなりレアな種族の一つだ。寿じゆ命みようが来たら自ら身を焼いて蘇よみがえり、悠ゆう久きゆうの時を生きる伝説の不死鳥。なるほど、それなら流りゆう暢ちように人語を話すことも納なつ得とくがいく。

　感心しきりのレインに、キリが得意げに鼻を鳴らす。そんなキリの鼻先に、突とつ然ぜんルッツの鋭するどい嘴がくい込んだ。

「イタッ。ちょっと、ルッツ。痛いからやめ──イタタタタッ！」

「この未熟者っ。軽々しく私の種族を口にするなと、いつも口を酸っぱくして言っているだろう。下げ賤せんな輩やからに狙ねらわれたいのか？」

「そんなの、ルッツがしゃべったらすぐわかるじゃん」

「私がしゃべっても、変な鳥ぐらいで普ふ通つうは見過ごされるのだ。我々の姿を知る人間は少ないのだからな。いい加減に、小さな頭に叩たたき込んでおけ！」

「ちょ、ちょっとたんま。頭を突つつくのはやめてって。痛い痛い痛いっ！」

　鼻をイチゴのように赤くしたキリが、今度は頭を突かれて涙なみだ目めになる。

「えっと～……。そのへんでいいんじゃないか。反省してるみたいだし」

　堪たまらずレインが助け船を出すと、居住まいを正したルッツが見とれるほど丁てい寧ねいにその小さな頭を下げた。

「見苦しいところを見せたな」

「いやいや、構わねぇよ」

　苦笑して肩を竦すくめたレインは、彼女達の自己紹しよう介かいに応こたえることにした。

「俺はレイン・エルハルト。こっちは、相棒のペムペム。種族は説明いらねぇよな」

「ぴぎぴぎ！」

　ペムペムがぐにょんとその身体からだを揺らし、キリとルッツに頭を下げる。

　本当はもっと話したいこともあったが、レインは一度話を切ることにした。

「とりあえず、飯食いながら話そうか」

　ぐぅ～っと空腹を訴うつたえるお腹なかに、レインが財さい布ふを取り出し提案する。

　ニコニコと微ほほ笑えむ店主は、なぜか大量のおまけをサービスしてくれた。
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　空の串を指先で弄もてあそびながら、レインが隣に腰こし掛かけるキリに目を向ける。

　集合場所に指定されたザザルドの中央広場。すでに何人かの学生が集まり始める中、噴ふん水すいの縁ふちに腰掛けて太ももに乗せたペムペムを抱だきしめるキリは、だらしなく頰ほおを緩ゆるませていた。

「ふわ～。ペムペムはいいね～。柔やわらかくて、可愛かわいくて、口うるさくなくて。どっかの鳥とは大おお違ちがい！」

「誰だれのせいで口うるさくなるのやら」

　おまけでもらった肉を啄ついばんでいたルッツが、やれやれとばかりに首を揺らす。ペムペムといえば、自分の分の肉を早々に食べ終え、完全にお昼ひる寝ねモードに入っていた。

「いいな～。本当にいいな～。こんな可愛い相棒を持つレインが羨うらやましい」

「羨ましい？　俺が？」

　キリの零こぼした言葉に、レインは思わず苦笑した。

「スライムが相棒で羨ましいなんて、初めて言われたぞ」

「そ～お？　あたしは結構本気だけど。可愛いは正義だもん」

　ニコッと白い歯を見せたキリが、太陽に負けないくらい眩まぶしく微笑む。

　無む邪じや気きな笑顔に、レインが思わず照れて目を泳がせる。

　一方、キリは足を揺らしながらペムペムを抱き直すと、その口を尖とがらせた。

「大体さぁ。みんな気にしすぎなんだよ。紋もん章しようとか、自分のパートナーのこととか。戦って強い弱いだけが全部じゃないでしょ。大事なのは、自分の紋章が好きかどうかじゃないのかな～」

　指先でルッツの喉のど元もとを擽くすぐりながら、キリが鳥の紋章が刻まれた掌てのひらを太陽に向けて持ち上げる。誇ほこらしげに手を見つめるその横顔は、眩しかった。

「キリは、変わってんな」

「そこはまっすぐで可愛いって褒ほめるところじゃないの？」

　キリがふて腐くされたように頰を膨ふくらませる。一方、レインは眠ねむりこけるペムペムを自分の膝ひざに移すと、どこまでも好戦的な笑みを浮うかべながら呟つぶやいた。

「それでも、俺はペムペムと強くなりたいんだよ」

　レインがそっとペムペムを撫なでる。確かに、キリの言うことはもっともだ。それぞれのモンスターには長所がある。いいところがある。ドラゴンが王者としての強さを携たずさえるなら、スライムはこうして癒いやしを与あたえてくれる。

　だが、それでもレインはペムペムと強くなりたかった。

　自分自身馬ば鹿かなことを言ってることを自覚している。それでも口元に浮かぶ笑みに自じ嘲ちようの色はなく、挑いどむ頂きの高さに楽しげな弧を描いていた。

　その笑みに、肉を食べ終えたルッツが悠久の時を眺ながめてきた小さな双眸にレインを映し、問いかける。

「なぜ、そこまで強さを求める？　強さだけが世界ではないと分からぬほど、幼い男とも思えんが」

　その問いに、レインは少し恥はずかしそうに微笑んで答えた。

「昔、ある人に言われたんだよ。『スライムトレーナーであることを楽しめ』って。もちろん、ペムペムとトレーニングしたり一緒に馬鹿やるのは楽しいし、俺はスライムトレーナーであることに満足してる。でもな、その中でも俺達が一番楽しい時は戦っている時なんだよ。どんなに負けてても、な」
















　もはや、数えることを諦あきらめるほどの敗北の数。それでも、やっぱりレインとペムペムが一番楽しいと思える瞬しゆん間かんは戦っている時だった。

　確固とした意志を双眸に込こめ、レインがルッツの双眸を睨にらみ返す。

　その愚ぐ直ちよくなまでにまっすぐな意志に、ルッツが微かすかにその口元を緩め翼つばさを羽ばたかせた、その時。

「前言撤てつ回かい！」

　キリが突然立ち上がり、レインの前で振り返った。

「そうだよね！　やっぱり、男の子は戦わなくちゃね！　うん、かっこいいよレイン。あたし、応おう援えんするから」

　手を後ろで組んだキリが、身体を前に屈かがめながら微笑む。

　その天てん真しん爛らん漫まんな笑みに、これまで姉弟きようだい以外の異性とあまり関かかわることのなかったレインの顔が一気に熱を帯びた。スライムトレーナーという立場上恋れん愛あい面に関しては諦めが強かったが、まったく意識しないわけでもない。

　だが、その戸と惑まどいは、巨きよ大だいなモンスターを引き連れた一人の少女により、記き憶おくの彼方かなたへと吹ふき飛ばされた。

「あの、少しよろしいでしょうか？」

　森の中を流れる小川のような清せい楚そな声が、レインの耳を擽った。

　にこやかに細められた双そう眸ぼう。セミロングに切り揃そろえられた、柔らかなカカオ色の髪かみ。顔つきはキリよりもだいぶ大人びており、まだまだ何かと成長途と上じようのキリに比べてハッキリとした膨らみが、制服の胸むな元もとを押し上げていた。

　思わず見み惚とれてしまったレインとキリに、微笑みを絶やさないまま少女が片手を持ち上げる。

「すみません。もしかして、お二人が私とご一緒される方々でしょうか？」

　ほっそりとした腕うでには、『４』の数字が刻まれた腕章が収まっていた。

　だが、彼女の腕章よりも、レインとキリはその後ろに控ひかえるモンスターに目を奪うばわれていた。

　それは不思議なゴーレムだった。地面から巨きよ体たいが浮き、しかも関節同士が繫つながっていない。ほっそりとした頭には真っ赤な球が光り、啞あ然ぜんとするレインとキリ、そして寝ね起おき様ざまにゴーレムと向かい合って思わず飛び起きたペムペムを眺めていく。

　そのゴーレムを見て、ルッツは感心するように呟いた。

「ほう、《コイルゴーレム》とは珍めずらしいな」

「《コイルゴーレム》？」

　聞き慣れないゴーレムの名に、レインが首を傾かしげて聞き返した、その時。

「おちょくるのも大たい概がいにしやがれっ！」

　激しい怒ど号ごうが辺り一帯に轟とどろいた。

　レインがすぐさま視線を声の方へ走らせる。見えてきたのは、数人の学生に囲まれる、ジャケットのような学生服を着た少年が対たい峙じする姿だった。

「うっせぇーな。ごちゃごちゃ言わずに、さっさと来いよ」

　耳に指を突つっ込みながら、少年が自分を取り囲む学生達を挑ちよう発はつする。

　その態度に、リーダー格の男は怒いかりに口を歪ゆがめて腕を振ふり払はらった。

「てんめぇっ。立場分かってんのか？　こっちはこんだけ人数がいるんだぞ！　袋ふくろ叩だたきにされたくなかったら、今すぐこの場で俺に詫わびやがれ！」

「雑ざ魚こは群れなきゃ何もできないんだな」

　少年が呆あきれたように零した声は、確かな自信と微かすかな怒りを孕はらんでいた。

　歳としはレインと同じくらいだろうが、その顔つきは荒あれた野や獣じゆうのように鋭するどく、吊つり上がる双眸は相対する男達以上に威い圧あつ感かんが漂ただよっている。

　だが、そんな少年の周りには彼のパートナーの姿が見当たらなかった。

　パートナーを連れていないにも拘かかわらず堂々と挑発してくる少年に、口論していた男だけでなく仲間達もが怒ど声せいを張り上げ、パートナーと共に少年を取り囲む。無骨な棍こん棒ぼうを肩かたに担かつぐ《ヘビーオーク》。石化の魔ま眼がんを持つ《コカトリス》。焼けた煉れん瓦がのような肌はだを持つ《ブロックペンギン》。岩石の身体を持つ《石せき犀さい》。どれもこれも生身の人間がどうにかなる相手じゃない。

　広場に集まっていた学生達が、流血を予想し悲鳴を上げる。

　その悲鳴を、ヘビーオークの喉のどから迸ほとばしった絶ぜつ叫きようが搔かき消した。

「ぴぎぎっ！」

　研とぎ澄すまされた殺気を感知したペムペムが鋭い声を上げる。だが、ペムペムが鳴き終わるよりも早く、何かがモンスター達の間をすり抜ぬけた。今度は悲鳴を上げる間もなく、全すべてのモンスターが少年を前に崩くずれ落ちる。

　広場にいた全員が、少年の影かげから飛び出し、狩かりを終えて悠ゆう々ゆうと主あるじの傍そばに戻もどるそのモンスターに目を奪われた。

　光こう沢たくのある漆しつ黒こくの身体。闇やみ夜よに浮かぶ螢けい惑こくのような紅くれないの双眸。無音の狩りを完かん遂すいする、しなやかさと力強さを併あわせた四し肢しを持つ影の狩かりゆう人ど。

《シャドウパンサー》

　長い黒くろ尾おをくねらせ戻ってきた相棒の頭を撫で、先ほど微かに見せた笑えみを消し去った少年が力なく呟く。

「はぁ、クソつまんねぇな」

　レインとペムペムでは到とう底てい味わえない戦いへの物足りなさを零こぼし、苛いら立だちを顕あらわに少年が地面を蹴ける。その時、不意にレインの裾すそが引っ張られた。

「ねぇ、レイン。あの子の腕、見てよ」

「ん？　腕って……ああっ！」

「でしょでしょ！」

　レインが思わず声を上げ、キリがおかしそうに声を弾はずませる。その隣となりでは、先ほどの少女が、頰ほおに手を当てながら「あらあら」と微ほほ笑えんでいた。

　瞬またたく間まに数人の敵を退けたシャドウパンサーを従える少年。その腕の腕わん章しようには『４』の数字が記されていた。




　　　　＊




　様々な学生服が入り乱れる中央広場。緊きん張ちよう、不安、期待、好こう奇き。それぞれの思いを胸に集つどった学生達に、合同訓練統とう括かつ者しやである初老の男は、口元を綻ほころばせながら声を張り上げた。

「諸君。今年もよく参加してくれた。まずは礼を言おう。さて、記念すべき第一回目の課題は、鉱山で増ぞう殖しよくして採さい掘くつの邪じや魔まになっておるサラマンダーの討とう伐ばつじゃ。各チーム、担当するエリアの地図は持ったな。初顔合わせの者同士と依い頼らいを行うのもまた訓練。それぞれの力を結集して、実りの多い時間となることを祈いのる」

　統括者の挨あい拶さつが終わり、各チームが一いつ斉せいに自己紹しよう介かいを開始する。

　レインのチームで最初に名乗りを上げたのはキリだった。

「じゃあ、まずはあたしからね。あたしはキリ・トレントレット。ナーチェスト共和国のレミテック学園から来ました。紋もん章しようは鳥で、パートナーはこっちのルッツ。種族は《フェニックス》で色々と物知りだから、わからないことがあったらこの子を頼たよってね」

「キリが多々ご迷めい惑わくを掛かけると思うが、どうか見捨てないでやってくれ」

　早々に種族をバラしてしまうキリに、ルッツが溜ため息いき交じりに頭を下げる。

　そんな二人のやり取りに苦く笑しようを零こぼしつつ、レインは二番手を買って出た。

「俺はレイン・エルハルト。エルグ王国のベギオム学園から来た。んで、こっちが相棒のペムペム。種族は見ての通りのスライムだ。こいつも凄すごい頼りになるから、よろしくな」

「ぴぎーっ！」

　だいぶ期待値を乗せた説明に、レインの腕に収まっていたペムペムが任せとけとばかりに声を上げる。その姿はどう見ても頼たのもしくは見えないが、意気込みだけは伝わったようで、キリと、もう一人の少女の口元が綻ぶ。

「では、次は私ですかね」

　和なごんだ空気の中、その少女は表情を和やわらげると桃もも色いろの唇くちびるを開いた。

「私はリーナ・アインセンスと申します。アクレーナ公国のセンリット女学園から参りました。私のパートナーは《コイルゴーレム》。ドッコルと呼んでいます。至らない点も多いですが、よろしくお願い致いたします」

　リーナが可か憐れんな仕草で腰こしを折り、巨大なドッコルがその頭を下げる。

　その自己紹介に、キリの双眸がキラキラと輝かがやいた。

「ああっ！　その制服どこかで見たことあると思ったら、思い出した！　ええ!?　リーナちゃん、センリット女学園に入れたの。すごいすごいっ！　ねぇねぇ。あの学校って学問の女め神がみ《ミネルヴァ》が学園長ってホントなの!?」

　キリが興奮を顕わにリーナに捲まくし立てる。センリット女学園は世界屈くつ指しの名門で、入学できる確率は三百人に一人といわれ、少女達の憧あこがれの的なのだ。ちなみに、生徒は全員美少女と噂うわさで男子からは高たか嶺ねの花だったりする。

　帰ったら同級生達に自じ慢まんしてやろうと計画するレインの隣で、リーナは頰に手を当てて微笑んだ。

「ええ。ミネルヴァちゃんには、皆みなさんとても良くしてもらっています」

「ミネルヴァちゃん？」

　レインが思わず首を傾げる。学園長に、それも学問の女神に対して、馴なれ馴れし過ぎやしないだろうか？

　しかし、時間が迫せまっていることを思い出したレインは、無愛想に腕を組む最後の一人へと視線をやった。キリとリーナも含ふくめ、三人の視線が残る少年に注がれる。

　だが、少年は鬱うつ陶とうしそうに視線を切ると、無言のまま踵きびすを返した。

「お、おい？」

「群れる気はねぇよ」

　レインが慌あわてて呼び止めると、少年は刺とげ々とげしい口調で呟つぶやいた。

「てめぇらはここで遊んでろ。サラマンダーの狩りは俺とクルードだけで十分だ」

　拒きよ絶ぜつを纏まといながら、少年はただ前だけを見み据すえて再び歩き出す。

　レインはムッと唇を尖とがらせたが、その背を見送ることにした。

　少年は突とつ然ぜん足を止めると、勢いよく振り返りながら怒りを顕わに叫さけんだ。

「クルード。何してる！　さっさとついてこい！」

　荒あら々あらしい声がレインの後ろに叩たたきつけられる。クルードと呼ばれたシャドウパンサーは喉をゴロゴロと鳴らしながら鼻先をキリの手に擦なすり付け、尻尾しつぽをリーナの腰へと巻き付けていた。

「この馬ば鹿か猫ねこ！　他ほかの奴やつらとは馴れ合うなって、いつも言ってんだろうが！」

「ガルウゥ……」

　怒ど鳴なられたクルードが、わざとらしく尻尾を下げながら助けを求めるようにキリとリーナの後ろに回り込む。

「あ、もう！　そんなに怒おこったら可か哀わい想そうでしょ！」

「そうですよ。モンスターを育てるのは愛情ですよ！」

「お前ら、騙だまされてんぞ」

　クルードを擁よう護ごするキリ達に、少年が苛立ちを募つのらせる。歯を剝むく少年に、リーナは優やさしい声で質問した。

「お名前、教えていただけませんか？　これから同じチームになるのですから、名前が分からないと困ります」

「言ったろ。群れる気はねぇ。名前を教える必要もねぇ」

「では、暫ざん定てい的に猫ちゃんとお呼びしましょう」

「なんでそうなるっ！」

　パンと手を叩いて提案するリーナに、猫の紋章を掌てのひらに刻んだ少年が猛もう烈れつな勢いで頭を抱かかえ、自分をこんな状じよう況きように追い込んだパートナーを睨にらみ付けながら答えた。

「ハンスだ。ハンス・バンルード。名前を言ったんだから、猫ちゃんだけは絶対にやめろ！」

「では、ハンスさん。なんでそんな冷たい態度を取られるのですか？　せっかくこうしてお会いできたのに」

「冗じよう談だん言えよ。俺は足あし手で纏まといになる奴が一番嫌きらいなんだよ。スライム野や郎ろうなんかとチームになんかなれるか」

　双そう眸ぼうを吊り上げたハンスがレインを睨み、話は終わりだとばかりに踵を返す。クルードもさんざん甘えて満足したのか、主の隣へと身を滑すべらせる。

「おい。今なんつった？」

　重く響ひびいたその声は、狩人を呼び止めるのに十分な迫はく力りよくを纏まとっていた。

　眉まゆを僅わずかに持ち上げたハンスがクルードと共に振り返る。そこには、最弱の魔獣錬磨師モンスタートレーナーとモンスターが、並々ならない闘とう志しを纏いながら立っていた。

　レインは怒っていた。

　ペムペムは怒っていた。

　その言葉だけは許せなかった。

「スライムを馬鹿にする奴はぶっ飛ばすぞ！」

「ぴぎっ。ぴぎぴぎ、ぴっぎ！」

「はっ。なんだ、やんのかスライム野郎。言っとくが、売られた喧けん嘩かは買うし、手加減なんかしねぇぞ」

　最弱コンビの怒いかりに、狩人が野や獣じゆうのような覇は気きを膨ふくらませる。

　レインは怒りながら相手を観察した。先ほどの戦せん闘とうはおそらく全力ではないはずだ。ペムペムの基本性能では到底太刀たち打うちできない。

　となれば、やることは決まっている。相手がこっちを舐なめている間に奇き襲しゆうを仕し掛かける短期決戦。これしか、性能で劣おとるペムペムが戦える道はない。

　無論。それでも、ペムペムがクルードに勝てる勝算はほとんどない。

　だが、レインとペムペムは引けなかった。スライムトレーナーであることを、相棒がスライムであることを馬鹿にされたまま引くことの方が、レインは死んでも嫌いやだった。

「行くぞ、猫ちゃん」

「てめぇっ……！　ぶっ殺してやんよ、スライム野郎！」

　レインの挑ちよう発はつに、ハンスが全力の怒りをもって答える。

　そんな二人の間に、突とつ如じよ、巨きよ大だいが拳こぶしが降り注いだ。独立して飛んできた腕うでに、レインとハンスがギョッとしながら腕の持ち主へと視線を走らせる。

　二人の勝負を預かったのは、飛ばした腕を元に戻もどすドッコルだった。

　パンッと手を打ち鳴らしたリーナが、微び苦く笑しようを浮うかべて二人を制止する。

「お二方とも、その辺にしておきましょう。そろそろ出発しないと今日中に課題を終えられませんよ」

「だから、俺一人で行ってきてやるって言ってんだろ。弱いヤツなんかのお守もりなんてできるか」

　先ほどの挑発の仕返しとばかりに敵意を込こめ、ハンスがレインを睨み返す。

　その時、レインも驚おどろくような怒りの声が突然辺りに響き渡わたった。

「あー、もう。何でそんなにぶつかり合うかな！」

　人ひと懐なつっこい眉を吊つり上げて、キリがハンスとレインの間に滑り込む。

「ちょっと、ハンス」

「いきなり呼び捨てにすん──」

「じゃあ、猫ちゃん！」

「それはやめろっ！」

　言い直したキリに、ハンスが顔を真っ赤にして叫ぶ。だが、頰を膨らませたキリの怒りはそれ以上だった。

「弱い弱い弱いって、なんでそうやって決めつけるの。足手纏いになるなんて分かんないじゃん」

「いーや分かる。俺とクルードより強いヤツなんかそうそういねぇからな」

「うわ～、自信満々俺様系だ……」

「うるさい、黙だまれ。それに、野生のサラマンダーとの戦闘が危険なことくらい、てめぇらでも分かるだろうが。そこのスライム、下手へたすりゃ死ぬぞ！」

　ハンスがビシッとペムペムを指さす。確かに、サラマンダーは非常に獰どう猛もうで、間ま違ちがっても、スライムが戦いを挑いどむ相手ではない。

「仲間だなんだっていうんなら、ここでそのスライムと遊んでろ。それが一番そいつのためだろうが」

　話は終わりだとばかりにハンスが踵を返し、ムキになる主あるじを笑いながら見守っていたクルードが後に続く。

　その遠ざかる腕を、ツインテールを揺ゆらして飛び出したキリが捕つかまえた。

「お前、まだ何か……」

「ペムペムちゃんが、あんたの足手纏いにならなきゃいいんでしょ」

　振ふり向くハンスの言葉を遮さえぎり、キリが顔を伏ふせながら呟く。

　そして顔を上げたキリは、挑いどむような視線をハンスに叩きつけた。

「だったら、あたしがペムペムちゃんを守ってあげる！　ついでにレインも！」

「え？　な、なんで!?」

「ぴ、ぴぎっ!?」

　突然大声で宣言したキリに、ハンスよりもレインとペムペムが驚く。

　一人楽しげに「あらあら、まぁまぁ」と頰ほおに手を当てるリーナに見守られ、キリはその掌に刻まれた鳥の紋もん章しようを天に掲かかげると、改めて宣言した。

「あたしがペムペムちゃんとレインを守る。絶対に足手纏いになんかさせない。傷つけさせたりもしない。これならいいでしょ！　文句あるっ？」

　反論を許さないキリの声が、人ひと影かげも疎まばらになった広場に響き渡った。




　　　　＊




　討とう伐ばつポイントまでの道のりは、岩が剝き出しになった地面の歩き難にくさを除けば驚くほどスムーズだったが、あと一歩というところで問題が起きた。

「どうすっかな。これ？」

「ぴぎ……」

　レインの声に、ペムペムが困ったように身体からだを揺する。岩がん壁ぺきを何度も左右に往復するように作られた階段は、岩いわ肌はだが崩くずれたのか至る所が寸断され、または瓦が礫れきに押し潰つぶされていた。

「無理矢理登っちゃう？」

「止やめておけ。崩ほう落らくの危険がある」

　まだ形の残っている階段に足を掛かけたキリを、ルッツが厳しい声で諫いさめる。その指し摘てきにキリが慌てて足を引っ込める一方、じっと岩壁を睨んでいたハンスは小さく鼻を鳴らして呟いた。

「飛び越こえちまえばいいだろ」

「何する気だよ。猫ちゃん」

「次、猫ちゃんて言ったら殺すぞスライム野郎！　黙ってみてろ。クルード、【シャドウプロテクション】」

「グアオ！」

　ハンスの声に応こたえ、クルードが勇ましい声を上げる。すると、クルードの影かげが地面から噴ふき上がり、その身体を包み込んだ。変形した影が硬こう質しつ化し、漆しつ黒こくの装そう甲こうへと姿を変える。影を身に纏まとったクルードの体たい軀くは一回り大きくなり、背中に飛び乗ったハンスの体重をしっかりと受け止めた。

「って、おい。一人で行く気かよ！」

「当たり前だ。足手纏いはゴメンだっつったろ」

　拒きよ絶ぜつの言葉を残したハンスを乗せ、クルードが瓦礫に埋うまった階段を駆かけ上がる。

「くっそ。本当に先に行きやがったな」

「あ～んもう。くやしぃっ。あたし達もすぐ後追いかけよ！」

「いや、でもどうすんだ？　この崖がけ、ペムペムじゃちょっと無理だぞ」

「ルッツが皆みんなを乗せて飛べばいい！」

「無茶をいうな無茶を！」

　本気で提案するキリに、ルッツがその羽を大きく広げて猛もう抗こう議ぎする。

　早くも万ばん策さく尽つきて頭を悩なやませる二人に、これまで成り行きを見守っていたリーナが声を上げた。

「あの、お二人とも。ドッコルなら、私達三人を運べますよ」

「ドッコルがって、まさか飛ぶのか？」

「いえいえ。確かにドッコルは少し浮けますが、あそこまで高く飛べませんよ。だから、こうするんです。ドッコル、【サークルウェポン】」

　リーナの声にドッコルが小さく頷うなずく。すると、ドッコルの肩かた口ぐちにくっついていた円えん盤ばんが外れ、ゆっくりとレイン達の足あし下もとに降りてきた。

「さぁ、乗ってください」

　啞あ然ぜんとするレイン達に、リーナが何事もなかったかのように微ほほ笑えむ。促うながされるままにレインが乗ると、円盤は十分にその体重を受け止めた。

　リーナ、レイン、キリの三人を乗せた円盤がゆっくりと浮ふ上じようする。しかし、すぐにレインは膝ひざをつくと、我が慢まんできずに悲鳴を上げてしまった。

「あら、レインさん。どうしました？」

「わ、悪い。俺、高いところが苦手で」

「まぁまぁまあっ！」

　何故なぜそんなに嬉うれしそうに声を弾はずませるのか。その理由を聞く前に、レインを乗せた円盤は滑るように岩壁を跳はね上がった。減速を頼たのむ余よ裕ゆうすらなくレインが、頭を抱かかえて目を回す。

　そして、円盤があっと言う間に岩壁の中腹に差し掛かった、その時。

「ぴぎぎっ！」

「ドッコルっ、避よけてくださいっ！」

「うぎゃあぁ!?」

　ペムペムが警告を響ひびかせ、リーナが咄とつ嗟さにドッコルに叫さけび、レインの悲鳴が木こ霊だました。円盤が大きく揺れ、降り注いだ何かの飛ひ沫まつがレインの肩に掛かり、ツンとした刺し激げき臭しゆうが鼻び腔こうを貫つらぬく。

　顔を顰しかめるレインに、ルッツの鋭するどい声が響いた。

「気をつけろ。《アシッドエスカルゴ》だ！」

　レインが頭上を見上げると、壁かべから突つき出す岩に擬ぎ態たいしたアシッドエスカルゴが強酸性の唾つばを吐はき出していた。鉄をも溶とかす唾を避けるために円盤が大きく揺れ、三半規管を搔かき乱す。

「クソッ。ペムペム、あいつら突き落としてこい！　【体当たり】！」

「ぴぎっ！」

　ペムペムが円盤から岩壁へと飛び移る。足場の悪さに関係なく崖を跳とび登るペムペムは強酸の攻こう撃げきを持ち前の逃にげ足あしの速さで避けると、渾こん身しんの体当たりをアシッドエスカルゴに叩たたき込んだ。だが、圧あつ倒とう的に威い力りよくが足りない。ペムペムの体当たりなどものともせず、アシッドエスカルゴが再びレイン達へ強酸の照準を合わせる。

「ペムペム。落としてやれ！」

　レインの声が山やま間あいに反はん響きようし、頷いたペムペムが再び岩壁を跳ね上がる。

　ペムペムは岩壁から突き出す不安定な大岩を見つけると、直すぐさま体当たりを仕し掛かけて、アシッドエスカルゴへと突き落とした。スライムの何倍もの質量を持つ落石が衝しよう突とつし、アシッドエスカルゴが岩壁を転がり落ちる。

「うわぉっ！　やるぅ、レイン、ペムペム。ルッツ、あたし達も負けてらんないよ。【フャイヤージャベリン】」

「ふむ」

　キリの声に今度はルッツが攻撃を開始した。鮮あざやかな三本の尾おが茜あかね色いろに燦きらめき、燃え上がる炎えん槍そうが一直線に吐き出された酸の攻撃を蒸発させながらアシッドエスカルゴにぶつかり、小爆ばく発はつを巻き起こす。爆発そのものは岩石の殻からを少量破は壊かいしたに過ぎなかったが、衝しよう撃げきはアシッドエスカルゴの身体を岩壁から引き剝はがした。

　転げ落ちる二体のカタツムリを、砂鉄の巨きよ人じんが待ち構える。

　今度は、リーナが叫んだ。

「ドッコル。【サイクルパンチ】！」

　二本の腕うでが、ドッコルの身体の周りを旋せん回かいする。赤い単眼で転げ落ちてくるアシッドエスカルゴを捉とららえたドッコルは、拳こぶしを続けざまに叩きつけた。回転する超ちよう重量の拳に、アシッドエスカルゴの岩石の殻が爆散する。

　だが、レイン達に喜びは少ない。岩壁に張り付くアシッドエスカルゴは十数体はいたはずだ。はたして、無事に目的地までたどり着けるだろうか。

　しかし、その不安は杞き憂ゆうに終わった。

「やっぱり足あし手で纏まといだな」

　強きよう靭じんな前足で岩石の殻を蹴けり砕くだいたクルードの背で、ハンスが溜ため息いき交じりに呟つぶやく。すでに、岩に擬態していた敵の姿は一体もいなくなっていた。

「ハンスさーん。助かりましたー」

「ふんっ！　行くぞ、クルード」

　満面の笑みで手を振るリーナに、ハンスが無愛想に鼻を鳴らしながらクルードと共に再び崖を駆け上がる。

　レインとキリは、どちらからともなく顔を見合わせた。

「助けに来てくれたと思うか？」

「どうかな？　単に、狩かりを楽しんでただけかもだし」

　レインとキリがハンスの行動について意見を交かわす。だが、理由はどうあれ、目的地への道が開けたことには変わりない。再び上じよう昇しようする円盤。ハンス達とほぼ同時に、レイン達も目的地である炭たん鉱こうの出入り口に到とう着ちやくする。

　そこには、三体のサラマンダーが捕らえた《鉄てつ鋼こう蛸だこ》を貪むさぼり合っていた。

　は虫類特有の縦に細長い瞳どう孔こうが、レイン達に気がついて鋭えい利りに細まる。

「はっ。獲え物ものを横取りされるとでも思ったか。今日の獲物はテメェらだ。トカゲ野や郎ろう」

　ハンスが獰どう猛もうに笑いながら叫ぶ。威い嚇かくするサラマンダーよりも凶きよう悪あくに口の端はしを吊つり上げたハンスは、反論を許さない口調で振り返った。

「手ぇ出すなよ」

「なっ！　おい、ちょ──」

「行け、クルード！」

「ガウゥ！」

　呼び止めるレインに耳を貸さず、ハンスを降ろしたクルードは単身でサラマンダーの前に躍おどり出た。装甲を解いて再び足下に影を従えたクルードが、突とつ進しんの勢いのままに前足を正面のサラマンダーの頭部に叩きつける。反はん撃げきの余地すら残さず一体目を仕留めたクルードに、灼しやく熱ねつの炎ほのおが襲おそいかかってきた。仲間の屍しかばねごとクルードを狙ねらったサラマンダーの身体が、突とつ然ぜんビクッと痙けい攣れんする。その喉のど元もとには、豹ひようの鋭い牙きばがめり込んでいた。背中を灼熱の鱗うろこで覆おおうサラマンダーも喉元は柔やわらかい。クルードがさらに顎あごに力を込こめると、耳みみ障ざわりな音を残してサラマンダーの首の骨がへし折れた。その最さ中なか、最後の一体が大きく身体を捻ひねり、燃え盛さかる鞭むちと化した尾でクルードを強きよう襲しゆうする。二体目を口に残すクルードでは避けきれない。

「【シャドウクロウ】」

　ハンスの声が響き、クルードがその鉤かぎ爪づめで自分の影を切り付ける。その直後、クルードの影から漆黒の鉤爪が跳ね上がり、燃え盛る尻尾しつぽごとサラマンダーの横っ腹を引き裂さいた。腹を裂かれたサラマンダーから灼熱の血が流れ出し、辺りの温度が上昇する。

　圧倒的で一方的で、それでいて堂々とした狩りに言葉を失うレイン達。

「ちっ。なんだ、難しい訓練て言ってもこの程度か──なっ!?」

　失望したようにハンスが零こぼした声を、坑こう道どう口から迸ほとばしった灼熱の炎えん弾だんが遮さえぎった。炎弾に炙あぶられハンスの顔が赤く染まる。間かん一いつ髪ぱつ。黒い疾しつ風ぷうと化したクルードがハンスの胴どうを咥くわえ、主あるじを救出する。的をなくした炎弾は、そのまま地面にぶち当たり激しい爆発をもたらした。激しい地じ響ひびきと共に、地面に幾いく重えもの亀き裂れつが走る。

「えっ──きゃああああ！」

　崖がけ際ぎわにいたキリが悲鳴を上げる。足下の地面が、岩がん壁ぺきから剝がれ落ちたのだ。足を滑らせキリの小さな身体からだが崖の向こうに吞のみ込まれる。

「キリさん！　ドッコル、円盤を！」

「おいっ、ふざけんなよっ！　行けっ、クルード！」

　リーナとハンスが同時に叫び、パートナーを救助に向かわせる。

　だが、その時既すでに。

「うわああああ！」

　情けない悲鳴を上げるレインが、キリを乗せた岩がん盤ばんへと飛び移っていた。

「ふんがっ！」

「ふぇ？　きゃあっ!?」

　キリの身体を抱だきかかえレインが岩盤から岩壁へと飛び移り、先に着地させておいたペムペムに叫んだ。

「頼むぞ、ペムペム。【膨ぼう張ちよう】！」

「ぷぎぎゅ！」

　ペムペムの身体が膨張する。だが、最近覚えたばかりの膨張は随ずい分ぶんと頼たよりない。咄嗟にレインが身体を捻り、キリを庇かばうようにペムペムへとダイブ。二人分の体重を十分に支えられなかったペムペムが悲鳴を上げ、はみ出したレインの脚あしが階段に叩きつけられた。

「イィッつつ。なんとかなったか？」

「あたし、生きてる」

　痛みに顔を顰めるレインの横で、キリがその場にへたり込む。そして、震ふるえる手を見つめていたキリは、感かん極きわまった表情を浮うかべると、両手を目め一いつ杯ぱいに広げてレインへと抱きついてきた。

「レイーン！　ありがとー！　あたし、死ぬかと思ったぁぁあ！」

「わわわ。ちょっと待った、キリ」

　背中に回された手で力一杯抱き締しめられたレインが、胸に伝わる柔らかさに慌あわててキリを押し返す。だがキリは涙なみだで顔をぐしょぐしょにしながらも、なかなか腕を解ほどいてはくれなかった。

「ルッツ。助けてくれ」

「泣かせてやれ。それが雄おすの務めだ」

　一いち縷るの望みを掛かけて助けを求めたルッツに見放され、レインが離はなれてくれないキリにオロオロと視線を落とす。

　その時、再び地面を割るような爆発音が響き、石階段が大きくぐらついた。

「おい、キリ。ここにいたらヤバい。さっさと登るぞ！」

「う、うん！」

　キリが慌てて身体を離し、石階段をレインと共に駆かけ上がる。そして、階段の先にいた暴れ回るモンスターに、ルッツが声を張り上げた。

「《マザーサラマンダー》だっ！」

「マジかよ。てーことは、サラマンダーの大量発生の原因はこいつか？」

　レインがお腹なかがでっぷりと盛り上がり、普ふ通つうの四倍はあろう体たい軀くを持つ母はは蜥蜴とかげを睨にらみ付ける。繁はん殖しよく能力に優すぐれたサラマンダーの上位種。依い頼らいの元げん凶きようがそこにいた。

　そんなマザーサラマンダーに向けて、黒い影かげが跳ちよう躍やくした。影の装そう甲こうを身に纏まとったクルードが、跳躍の勢いと強靭な筋肉を合わせた蹴りを叩きつける。だが、岩盤すら砕くその蹴りは弾だん力りよくのある鱗に吸収され、身体を僅わずかに押し込むことしかできなかった。マザーサラマンダーが上半身を起こし、口くち惜おしげに飛び退のくクルードに灼熱の炎を撒まき散らす。炎はクルードだけでなく、背後に控ひかえていたハンスとリーナもその射程範はん囲いに収めていた。
















「大変っ！　ルッツ、【リーディングフレア】！」

　キリの指示に、ルッツが鮮やかな茜色に輝かがやく三本の尾を靡なびかせる。炎を指揮する尾に導かれ、真しん紅くの炎は突然一ひと塊かたまりに纏まとまると天空へと燃え上がった。

「リーナ、猫ねこ野や郎ろう。大だい丈じよう夫ぶか？」

「生きてやがったのかスライム野郎」

　駆け寄るレインに、頰ほおや腕に軽い火傷やけどを負っているハンスが憎にくまれ口を叩たたきながら睨み返す。その双そう眸ぼうがまだまだ闘とう志しに燃えていることを確かく認にんしたレインは、こちらを崖際に追い詰つめてくるマザーサラマンダーを睨み付けた。

「んで、あのデカイやつどうする。まさか、逃にげねぇよな」

「ったりめぇだ！　今回の標的だぞ。狩るに決まってんだろ！」

「でもどうするの？　クルードちゃんとペムペムちゃんじゃ、アイツにダメージ与あたえられそうもないよ。ルッツの炎も、あいつの鱗だと相あい性しようが悪いし」

　キリの言葉に、レインとハンスが表情を曇くもらせる。確かに、今崖の上にいるパートナー達では、マザーサラマンダーへの決定打にはなり得ない。

「ドッコルに任せるしかないですね」

　窮きゆう地ちでも変わらない微び笑しようを浮かべるリーナに全員が頷うなずく。勝利への道はただひとつ。マザーサラマンダーを崖がけ下したに突つき落とすしかない。

「猫野郎、お前も手ぇかせよ」

「ッチ。今回だけだぞ！」

　不利な現状を理解し、ハンスが憎にく々にくしげに頷く。そんなハンスの掌てのひらに、レインは視線を走らせた。猫の紋もん章しようは、光を吞み込むような影色に輝いていた。魔獣錬磨師モンスタートレーナーとパートナーの魂たましいを繫つなげることによりモンスターの能力を高め、モンスターの力の一部の恩おん恵けいを受ける技法、【契けい約やくの絆きずな】が発動されている証しよう拠こだ。だが、【契約の絆】は著いちじるしく体力を失う諸もろ刃はの剣つるぎだ。その上、モンスターが受けるダメージまでもが魔獣錬磨師モンスタートレーナーに還かん元げんする。

「おい、途と中ちゆうでへばんなよ」

「てめぇの足あし手で纏まといにだけはならないから安心しろ」

　自らも【契約の絆】を発動させながら言うレインに、ハンスが目を合わさないまま口の端はしを吊り上げる。

　そんな二人の背中を心配そうな表情で見ていたキリは、無理矢理笑って【契約の絆】を発動させながら頷いた。

「二人とも、やる気になるのはいいけど。あのあっつい身体にぶつかるパートナーのこともちゃんと考えてね。ルッツ、【レッドフォース】！」

　キリの声に、ルッツが再びその翼つばさを羽ばたかせる。その翼から茜あかね色いろの炎が噴ふき上がり、ペムペムとクルードの身体を包み込んだ。

「ぴぎぎぎぎっ!?」

　ペムペムが悲鳴を上げる。だが、その身体が燃えることはなかった。

　ルッツが楽しげにその嘴くちばしを開く。

「私の守しゆ護ご炎えんを纏わせた。これでヤツの高熱を防げるはずだ」

「なるほど。サンキュー！」

　レインが顔半分振ふり返り、キリとルッツに礼を言う。キリの横では、リーナもまたゴーレムの紋章を重厚な灰色に輝かせていた。

　そして、魔獣錬磨師モンスタートレーナー達の戦いが始まった。

「ペムペム、【体当たり】！」

「突き落とせ！　クルード！」

　主達の指示を受け、モンスター達が動き出す。真っ向から飛び出したペムペムは、虚きよを突かれたマザーサラマンダーの目に渾こん身しんの体当たりを叩き込んだ。片目を一いつ瞬しゆん潰つぶされ怯ひるんだマザーサラマンダーが、あらぬ方向へ炎を吐はき出す。その隙すきを狩かりゆう人どは逃のがさない。クルードが一気に加速し、マザーサラマンダーの横っ腹に重い頭ず突つきをぶちかます。微かすかに地面を抉えぐり崖際へと押し込まれる巨きよ体たいに、ペムペムが追つい撃げきの体当たりを仕し掛かける。だが、ペムペムの体当たりは、１ミリたりともマザーサラマンダーの身体を動かせなかった。

　それでも、体当たりの反動のままに飛び退いたペムペムは、再び体当たりを決行した。わざとマザーサラマンダーの視界に飛び込み、ルッツの炎ほのおによる援えん護ごを受けながら体当たりを仕掛ける。ぶつかった大腹は予想以上に硬かたく、ペムペムを容易たやすくはじき返すが、その隙に再びマザーサラマンダーに突とつ撃げきしたドッコルの円えん盤ばんにより、巨体が再び崖がけ縁ふちへと移動した。

「くっそ。長期戦は苦手なんだけどな」

「黙だまって動け。スライム野や郎ろう！」

　クルードの一いち撃げきを少しでも高めるために紋章へ闘志を注ぎ込むハンスがレインを怒ど鳴なりつける。だが、レインの口から漏もれた言葉は本音だった。強い相手に長期戦を仕掛けてもじり貧ひんになるのがオチ。今、レインとペムペムがわざわざ的になりやすいように攻こう撃げきを仕掛けているのは、少しでもクルード達が打ち込める隙を作るためだ。

　それは、かなり危あやうい賭かけだ。ルッツの炎で身を守っているとはいえ、灼しやく熱ねつの炎をまともに受けたらほぼアウト。打だ撃げきにはめっぽう強いペムペムだが、鉤かぎ爪づめによる攻撃は掠かすっただけで致ち命めい傷しようになりかねない。

　逃げ足の速さだけを信じての囮おとり特とつ攻こう。【契約の絆】の発動により、一撃を受ければペムペムだけでなくレインも戦せん闘とう不能は免まぬかれない。

　そんな、ギリギリの中で。

　──やっべぇ！　すげぇ楽しい！

　レインは、身体からだの底から込こみ上げる興奮に戸と惑まどっていた。自然と吊つり上がる口角。震え上がる背筋。研とぎ澄すまされる危険予測。

　過去最高の興奮が、強つわ者ものとギリギリで渡わたり合う快感が、頭のてっぺんからつま先までを貫つらぬいた。

　──お前も一いつ緒しよか？　ペムペム！

　声に出さずレインが問う。返事はないが答えは分かる。【契約の絆】によって繫がった魂が教えてくれる。ルッツにより緩かん和わされた炎の攻撃を避よけまくるペムペムもまた、過去味わったことのない戦いの興奮に酔よいしれていた。

　ペムペムの囮とクルードとドッコルの突撃が功を奏し、マザーサラマンダーを突き落とすまで残りあと僅か。

　その時、戦せん況きように変化が起こった。

「く……そ、が……」

　ガクッと、レインの隣となりにいたハンスが膝ひざをつき、掌から【契約の絆】の光が消失する。レインとキリが崖から落ちた時から孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしていたハンスの体力は、もはやとっくの昔に底を突いていた。ハンスに引き続き、マザーサラマンダーを追い詰めていたクルードの身体が傾かたむく。振り下ろされる灼熱の鉤爪。キリとリーナが悲鳴を上げる。

「ぴぃぎいいいいいいいっ！」

　最弱の咆ほう哮こうが木こ霊だまし、身に纏う炎を押し退けるように青く輝くペムペムが振り下ろされた鉤爪をはじき返した。

　ペムペムに起きた現象に、その場にいた全員が驚おどろいた。

　最弱のスライムに起きた異変。それは【昇しよう華か】と呼ばれる、幾いく多たの苦難を乗り越こえたモンスターに与あたえられる大地と空の恩恵だった。

　壁かべを越えたモンスターを大地は祝福し、全すべての傷を癒いやし、体力を完全に回復させる。

　壁を越えたモンスターを空は祝福し、数刻の間、その全能力を数十倍に引き上げる。

　所々に火傷やけどを負ったペムペムの肌はだが瞬しゆん時じに癒いえ、その小さな身体から莫ばく大だいな生命力が溢あふれ出す。

　このチャンス、逃す手はない。

「今だペムペム。ぶっ飛ばせっ！」

「ぴっぎぃう！」

　拳こぶしを突き出したレインに、ペムペムがその身体をはじき出す。崖がけ際ぎわに追い詰められていたマザーサラマンダーの身体が一気に押し切られる。

　後ろ脚あしを崖から滑すべらせた巨体は、為なす術すべもなく岩がん壁ぺきを転がり落ち──

　両手を最大限に回転させていたドッコルの鉄てつ槌ついが、マザーサラマンダーの意識を遥はるか彼方かなたに吹ふき飛ばした。




　　　　＊




　町を彩いろどる煉れん瓦がが真っ赤に塗ぬりつぶされた黄昏たそがれ時どき。ドッコルが降ろしたマザーサラマンダーの巨体に、悲鳴のような歓かん声せいが沸わき上がった。

　既すでに討とう伐ばつ依い頼らいを終えて戻もどっていた学生達が殺さつ到とうし、合同訓練の実行委員が予想以上の成果に腰こしを抜ぬかす。マザーサラマンダーを倒たおしたレイン達のチームには最高評価が付けられた。単位が厳しくて退学を迫せまられているレインに、これほどの朗報はない。

　だが、レインは喜ぶどころか、ペムペムと一緒に口を尖とがらせていた。

「納なつ得とくいかねぇ！」

「ぴぎぃーっ！」

　不満を爆ばく発はつさせたレインが足を踏ふみ鳴らし、ペムペムがぷんぷんに頰を膨ふくらませて飛び跳はねる。その怒いかりはもっともだ。

「ペムペムだって勇ゆう敢かんに戦ったのに、なんで誰だれも信じてくれねぇんだよ！」

「ぴぎぎぃっ！」

　学生はもとより、実行委員までもがペムペムの活かつ躍やくを信じてくれなかったのだ。

「まぁまぁ、レイン。あたしはちゃんと見てたから、ね」

　がっくりと項うな垂だれるレインを、肩かたにルッツを乗せたキリが励はげます。だが、そんなキリの声せい援えんよりも、無愛想な声がレインの耳に突き刺ささった。

「小せぇこと、気にしてんじゃねぇぞ。スライム野郎。だからてめぇは雑ざ魚こなんだ」

「な、なんだとっ！」

　吐き捨てるハンスに、レインが慌あわてて顔を持ち上げる。だが、ハンスはクルードと共に踵きびすを返すと、それっきり何も言わず一人先に帰ってしまった。

　啞あ然ぜんとするレイン。その耳を今度は可笑おかしげな声が擽くすぐった。

「あらあら、猫ちゃんは帰ってしまいましたか。残念」

「あ、リーナちゃん。お疲つかれ」

　ちっとも残念そうじゃないリーナに、キリが苦く笑しようを浮うかべ声を掛かける。

　マザーサラマンダーを倒した優等生として祭り上げられていたリーナはどこか肩の力を抜いたように微ほほ笑えむと、その視線をレインへと流した。

「私も猫ちゃんの意見に賛成です。気にしないのが一番ですよ。それに──」

　言葉を切ったリーナが、その桜色の唇くちびるをそっとレインの耳元に近づける。

「私もちゃんと見てましたよ。貴方あなたの勇姿。危あやうく惚ほれてしまいそうでした」

「え──ええっ!?」

　耳じ朶だに残った熱っぽい声に、レインが目を見開き仰のけ反り返る。

　一方、リーナは今の言葉が幻まぼろしのように朗ほがらかな笑みを浮かべると、丁てい寧ねいに頭を下げた。

「では、私達もおいとましますね。ふたりとも、後はごゆっくり」

　優ゆう雅がに一礼して、リーナがドッコルと共にその場を離はなれる。

　ぼうっとした表情でその背中を見送るレイン。その時、ザザルドの町を力強い汽笛が包み込んだ。ハッとしたレインが急いで時計を確かく認にんすると、帰りの汽車の時間が迫っていた。

「やっべ。ペムペム、俺達も帰──」

「レイン。ちょっといい？」

　耳に届いた声に、レインが首を傾ける。夕焼けの中、茜色のルッツをその肩に乗せ、青色のツインテールを揺ゆらすキリが小さな頰ほおを膨らませていた。

「んもうっ！　レイン、あたしが慰なぐさめてあげても無視するくせに、リーナちゃんにはデレデレになるって酷ひどくない？」

「ばっ！　デレデレなんてして──」

「してたよね！」

「あ、う……。少し、だけな」

　キリの剣けん幕まくに圧あつ倒とうされ、レインが正直に心境を打ち明ける。

　そんなレインに、キリはどこか拗すねたように視線を外すと、聞き漏らしそうなほど小さな声で囁ささやいた。

「……ン。……と、……指……して」

「え？　なに？　聞こえねぇよ」

「～～っ！　いいから、ちょっと小指出してっ！」

「お、おう」

　キリの勢いに押され、レインが考える間もなくスライムの紋もん章しようが刻まれた腕うでを持ち上げてピンと小指を立てる。

　その小指に、鳥の紋章が刻まれた手の細い小指が絡からまった。

　意味も分からずキョトンとするレインの双そう眸ぼうに、真っ赤になりながらはにかむキリの笑顔が映り込む。

「こ、今回はあたし達が守られちゃったから。だから、次はちゃんと、あたし達がレインとペムペムちゃんを守ってあげる。約束だよ」

「あ、ああ。じゃあ、任した」

「うんっ、任されました。じゃあ、またねレイン。あたし、次の訓練、すっごく楽しみにしてるからっ！」

　ルッツを肩に乗せたキリが、何度も何度も振ふり返りながら走って行く。

「俺達も帰るか。ペムペム」

「ぴぎ」

　一人残されたレインが、再び聞こえた汽笛にようやく踵を返す。そして、ベギオムに帰る道すがら、レインはふとあることを思い出し、考え込んだ。

　格上のサラマンダーをも吹き飛ばした【昇華】。

　あれを、どうにか狙ねらって発動する方法はないものか、と。







　　　第二章　できそこないとウンディーネ




　夏の到とう来らいを告げる《檸檬レモン燕つばめ》が、新しい巣を作るためにエルグ王国の空を飛び回り始めた頃ころ。

　学期末テストの赤点補習をようやく全て終しゆう了りようしたレインは、夏休みに入るや否いなや、実家とは別方向へ向かう魔獣蒸気機関車へと飛び乗っていた。エルグ王国からゆらりゆらりと汽車に揺られて北上すれば、グレイテリナ大陸最大最長の川である、ルピセン川近くの街、水の都として有名な《リンレント》へと到とう着ちやくする。

　観光地としても有名なリンレントの駅に到着したレインは、学園に郵送されたチケットと、駅にある巨きよ大だいな地図を見比べていた。

「え～っと、合同訓練の集合場所は……っと。もっと、街の北の方だな。時間もギリギリだし、ちょっと急ぐか」

「ぴぎぴぎ」

　主あるじの声に、一緒に地図を見み詰つめていたモンスターがコクコクと頷うなずく。

　レインの肩には小さな相棒が乗っていた。

　凶きよう暴ぼうさの欠片かけらもないつぶらな瞳ひとみ。蒸気機関車の振しん動どうでなんども床ゆかに落っこちた、弾だん力りよくのあるゼリー状の身体からだ。初夏の暑さの中では非常に気持ちの良い冷たい涼すずやかな体温。

　全世界で最多の固有数を誇ほこると同時に、最弱のモンスター。

　スライム

　ペムペムという名前の頼たよれる相棒と共に駅を抜けたレインは、目の前に広がる大陸随ずい一いちの観光都市の光景に、思わず声を上げた。

「うわ～、すっげぇ～なぁ」

「ぴぎぃ～！」

　声を上げながら、レインとペムペムが思わず空を仰あおぐ。空中迷めい路ろのごとく張り巡めぐらされた梁はりは、その全てが水路となっていた。生活用水から移動の水路までもが街の中を縦じゆう横おう無む尽じんに流れ、夏間近だとは思えないほど涼やかな空気が街全体を覆おおっている。

「さすが、水の都と言われるだけのことはあるな。どうだ、ペムペム。気持ちいいか？」

「ぴぎぃ！」

　レインの質問に、ペムペムが楽しそうに声を弾はずませる。ほどよい湿しつ度どだけでなく、水質にしても大陸随一と名高いこの街は、さぞ居い心地ごこちがいいだろう。

　上じよう機き嫌げんのペムペムに、思わずレインの顔が綻ほころぶ。

「いい街だな。ペムペム」

「ぴぎ！」

　素す直なおな感想を零こぼすレインに、同じくペムペムが素直に頷く。

　その時、頭上に張り巡らされた水路に流れる水が、突とつ如じよ意思を持ったかのように水路から溢れ出した。

「な、なんだ!?」

「ぴぎ!?」

　咄とつ嗟さに飛び退のいたレイン達の目の前に降り注いだ水が、地面に広がることなく滞たい留りゆうする。大きな水たまりのようになった水の中心には見ていて心が躍おどるような黄色い玉が浮かんでいた。

　レインとペムペムが見詰める先で、黄色い玉が突如として飛び上がる。次の瞬しゆん間かんには、黄色い玉を中心に盛り上がった水流が水の羽は衣ごろもを纏まとった女性へとその姿を変えた。

　スライムと同じく水の身体を持ちながら、スライムよりも遥かに水を操あやつる力に長けた水すい憐れんの乙女おとめウンディーネが、にこやかな笑みを浮かべながらレインへと手を差し伸のべる。

　差し出された水の手に、レインが思わず手を伸ばす。だが、伸ばしたその手は、涼やかな指先にひらりと躱かわされてしまった。キョトンとするレインにウンディーネが悪戯いたずらっぽく微笑み、その両手を大きく広げて踊おどるようにくるりと身を翻ひるがえす。

　ウンディーネの掌てのひらから噴ふん水すいが噴ふき上がり、水みず飛沫しぶきが水の踊り子の動きに合わせて煌きらめいた。見事な水芸に、足を止めた観光客が思わず拍はく手しゆを送る。

　ウンディーネは最後に大きくレインに対して頭を下げると、再びその身を水流に変え、水が絶え間なく流れる水路の一本へと舞まい戻った。

「えっと……。もしかして、お礼だったのか？」

「ぴぎぃ？」

　突とつ然ぜんの歓かん迎げいに、レインとペムペムがなんともいえない笑みを浮かべながら顔を見合わせる。

　その時、少し離れたところでどよめきが上がった。往来の人々の声につられて、レインが視線を走らせる。

「なんだ、ありゃ？」

　飛び込んできた光景に、レインは思わず首を傾かしげた。

　駅前の往来のど真ん中。

　そこには、一人の少女を取り囲み、数十体のウンディーネが、まるで舞ぶ台たいのような水芸を繰くり広げていた。

「オ～ッホッホッホッホッホ。素晴らしい、流石さすがですわ、美しすぎます。ああ、もう種族の壁かべなんて見えません。もう、これは恋こいですわ。もっと、もっと見せてくださいませ！」

　ウンディーネの水芸の中心に立つ少女が、感かん極きわまったとばかりに恍こう惚こつとした表情を浮かべながら水憐の乙女達の舞まいを褒ほめ称たたえる。次から次へと出てくる褒め文句は大げさだが、わざとらしさは一いつ切さいない。

　水芸だけでなく彼女の声もまた、突如始まった水舞台を盛り上げていた。

　身体の中心にある玉をこれでもかと黄色く輝かがやかせるウンディーネ達のダンスはよりいっそう華はなやかさを増し、少女の言葉がどんどん情熱的になっていく。普ふ通つうなら恥はずかしくなるような賛美麗句の大おお盤ばん振ぶる舞い。その熱が最高潮に達した時、純白の翼つばさを持った何かがウンディーネ達の頭上に躍り出た。それは、美しい聖衣に身を包み、ハートの矢と弓を携たずさえた恋れん慕ぼと愛情を司つかさどる小さな天使《キューピッド》だ。

　愛の天使と、水憐の乙女、そして情熱的な少女の共演に、自然と人だかりが大きくなる。

　ようやく満足して水芸を収めたウンディーネ達が水路へと帰り、足を止めた通行人の割れんばかりの拍手が駅前の広場に鳴り響ひびく。

　その中には、芸術や舞ぶ踏とうに疎うといレインの拍手も混ざっていた。




　　　　＊




「あっ！　レイン、ペムペムちゃん。こっち！　こっちだよ～っ！」

　溢あふれんばかりの元気をそのまま乗せた声が、広間に集まった生徒達の間をすり抜ぬける。時間ギリギリで集合場所にやってきたレインが声の方へ視線を走らせると、勿忘わすれな草ぐさのように目に鮮あざやかな青色のツインテールを揺らしながら手を振る少女の姿が飛び込んできた。

「よおっ！　久しぶり！」

　レインが大きく手を振り返す。

　そんなレインに、手を振っていた少女は弾はじけんばかりの笑えみを浮うかべると、待ちきれないとばかりに駆かけ出してきた。

　あどけない中性的な顔立ちに、これからが成長期と言わんばかりの小こ柄がらな身体。ツインテールを結ゆわえる大きなリボン、白と紺こん色いろを基調とした制服に身を包み、遊び盛ざかりの子こ狐ぎつねのようにコロコロと表情を変える彼女の名は、キリ・トレントレット。

　その小さな肩かたに、転生の化け身しんと呼ばれる希少な鳥、霊れい鳥ちよう《フェニックス》の雛ひな鳥どりであるルッツを乗せるキリは、レインの前まで駆け寄ると、わざとらしく頰ほおを膨ふくらませながら微笑んだ。

「もう。遅おそいよ、レイン。間に合わないと思ったじゃん」

　キリが腰こしに手を当てながら、レインに向けて身体を傾かたむける。

　下から覗のぞき込むように見上げてくるキリに、レインはとぼけたように頭を搔かきながら苦く笑しようした。

「悪い悪い。次から気をつけるって」

「そう言って、どうせすぐに忘れるんでしょ。まったく、ペムペムちゃんと一いつ緒しよで単たん細さい胞ぼうなんだから」

「おいコラ。単細胞を馬ば鹿かにすんなよ」

「ぴぎぴぎ」

　笑いながら怒おこるレインに、キリが身体を起こしながら楽しそうに微笑む。

　一ヶ月ぶりの再会を楽しみながら、レインはキリの肩に乗るルッツに視線を向けた。

「ルッツも久しぶりだな。ちょっとでかくなったんじゃないのか？」

「褒め言葉として素直に受け取っておこう。しかし、そちらのスライムも以前に増してツヤが出てきたようだな」

　ルッツが小さくその翼を羽ばたかせながら流りゆう暢ちような人語で応こたえる。死と生を繰り返し、同じ魂たましいで悠ゆう久きゆうを生きるフェニックスにとって、人の言葉を話すのは容易たやすいことらしい。

「そ、そうか！　わかるか!?」

　まだまだ若いオレンジ色の翼が醸かもす柔やわらかな熱風に頰を撫なでられたレインが、少し恥ずかしそうに、しかしそれ以上に嬉うれしそうに声を弾ませる。基本性能が全種族最弱のスライムであるペムペムの成長は、本当に微び々びたるものだ。同じ学園ですら、その成長に気がついてくれる者はほとんどいない。

　照れ隠かくしに、レインが鼻の頭を搔きながら舞い上がる自分を誤ご魔ま化かす。

　そんな気分のいいレインの耳に、棘とげのある声が突つき刺ささった。

「なんだ、懲こりもせず来やがったのかよ。スライム野や郎ろう」

「来たら悪いのかよ。猫ねこちゃん」

　ムスッとして声を硬かたくするレインが、不敵な笑みを浮かべながら声をかけてきた少年を睨にらみ付ける。

　レインの挑ちよう発はつを受けた少年は頰をひくつかせながら舌打ちを零すと、剣けん吞のんにその視線を細めた。

　他人を突き放す狩かりゆう人どの如ごとき双そう眸ぼうに、めんどくさそうに伸ばされた薄うす灰はい色いろの髪かみ。ジャケットのような制服に身を包み、一いつ匹ぴき狼おおかみのように常に鋭するどい緊きん張ちよう感かんを纏まとう彼の名は、ハンス・バンルード。

　その足あし下もとに、荒あら々あらしくも美しい黒毛を纏った影かげのハンター、《シャドウパンサー》のクルードを従えたハンスは、フンッと刺とげ々とげしく鼻を鳴らすと、強い敵意を込こめた挑発的な眼まな差ざしをレインに叩たたき付けた。

「知ってるか。スライムって煮にても焼いても食えないらしいぞ。本当に何の役にも立たないヤツだな」

「煮ても焼いてもダメなら茹ゆでてみたらどうだ？　良い出だ汁しが出るかもよ。俺のペムペムは骨のあるヤツだからな」

「そのスライムのどこに骨があるんだよ！　目が腐くさってんじゃねぇのか、スライム野郎！」

「もののたとえだろうが！　そっちこそ、頭が腐ってんじゃねぇのか！　猫ちゃん！」

　不敵な笑みから怒いかりの形相に表情を変えたレインが、声を荒あららげながらハンスの目の前へと歩み寄る。レインは口が悪い方ではないが、ハンスを前にすると売り言葉に買い言葉というか、怒りの弁がどうしても甘くなっていた。

　ハンスはハンスで、近づいてくるレインを仁に王おう立だちで待ち構えている。こちらも、一切引く気はないらしい。出会ったばかりのようにチームメイトであるレイン達をことさら突き放す態度はないが、挑発に挑発で返す態度が多くなった。はたして、これは改善されたといえるのだろうか。

「なんだ、勝負するのか？　スライム野郎。前の遠えん征せいでクルードにズタボロにされたのを忘れたみたいだな」

「そっちこそ、前の前の遠征で、川で溺おぼれそうになってたところをペムペムに助けてもらったのを忘れたのかよ。猫はやっぱり水に弱いんだな。しかも、主あるじも金かな槌づちとは恐おそれ入ったぜ」

「黙だまれ、軟なん弱じやく野や郎ろう！　前の前の前の遠征で、サラマンダーのいる崖がけの上まで登るのに、そこのゴーレムの円えん盤ばんの上で震ふるえていたヤツが偉えらそうなこと言ってんじゃねぇよ！」

「うるせぇ、かっこつけ野郎！　一人でサラマンダーに突とつ撃げきしていって結局返り討うちになったヤツが孤こ高こうを気取ってんじゃねぇよ！」

「言いやがったな、スライム野郎！　もう勘かん弁べんならねぇ！　クルード、そこの雑ざ魚こに身の程ほどを教えてやれ！」

「ガルゥ！」

「ああ、受けて立つぜ！　猫ちゃん！　ペムペム、前回のリベンジだ！　今度こそぶっ飛ばすぞ！」

「ぴぎぴぎ！」

　限界までヒートアップする二人に、辺りの学生が「なんだなんだ？」と人ひと垣がきを作り始める。見るからに猛たけ々だけしいシャドウパンサーと見るからに可愛かわいらしいスライムの睨み合いに、失笑や嘲ちよう笑しようを零こぼす者が大半だ。

　だが、もちろんレインとペムペムは本気だった。勝ち目が薄いのも端はなから承知の上だ。それでも、ここで引く選せん択たく肢しはありえない。

　本気の挑発には本気で応える。それが、レインとペムペムの生き様だ。

　レインとハンスの睨み合いに、キリがやれやれと肩を竦すくめる。

「止めなくて良いのか？」

「あたしじゃ止められないもん」

　一応、確かく認にんするルッツに、キリがもの悲しげな表情を浮かべながらがっくりと肩を落とす。最初の頃ころは間に入って仲裁していたキリだが、レインとハンスは一度嚙かみつき合うと、たとえルッツが炎ほのおで牽けん制せいしても無視して勝負を始めてしまう。まだまだ幼いルッツの炎では、燃え上がるレインとハンスの闘とう志しには力不足なのだ。

　レインがポキポキと指を鳴らし、ハンスが軽く腕を回して肩を鳴らす。

　その次の瞬しゆん間かん、二人の頭上に堅かたく握にぎられた鋼鉄の拳こぶしが降り注ぎ、頭ず蓋がい骨こつが軋きしむ異音が辺りに鳴り響いた。

「「ぐおおおおおおおぉぉぉお!?」」

　脳天に突き刺さった衝しよう撃げきに、レインとハンスが頭を抱かかえて蹲うずくまる。そのあまりに痛々しい姿に、周囲を取り囲んでいた生徒達が一様に顔を顰しかめた。

　身体からだを突き抜ける痛打に仰のけ反りながら地面を転がる主達に、クルードとペムペムがオロオロと視線を彷徨さまよわせる。

　そんなクルードとペムペムの頭を優やさしく撫でながら、その少女は聞き分けのない年下の子供を叱しかるように、優しく唇くちびるを開いた。

「レインさん。猫ちゃん。キリさんが困ってますよ」

　丁てい寧ねいに切り揃そろえられたココア色の髪。キリよりも女性らしい起き伏ふくに富んだ身体。修道女のような制服に身を包み、清流を泳ぐ山や女ま魚めのように清せい楚そな雰ふん囲い気きの漂ただよう彼女の名は、リーナ・アインセンス。

　レインとハンスに鉄てつ槌ついを落とした電磁を操あやつる珍めずらしいゴーレム、《コイルゴーレム》をパートナーにする彼女は、集まった人垣に向けて丁寧に微ほほ笑えみながら小さく頭を下げた。その優ゆう雅がな仕草に魅み入いられて、レインとハンスの闘志にあてられていた生徒達が、緩ゆるんだ笑みを浮かべながら退散する。

　霧む散さんする人垣に、キリは満面の笑みを浮かべてリーナへと抱だきついた。

「さすが、リーナちゃん。ありがと～」

「話せば分かってくれるレインさんや猫ちゃんはかわいいものですよ。お手伝いさせてもらっている保育所の子供達は、本当にやんちゃですから」

「「今のどこに話し合いがあったんだ！」」

　ようやく痛みから回復したレインとハンスが同時に顔を上げ、リーナを睨み付ける。

　そんな二人の怒りをリーナが柔らかな笑顔で受け流したところで、いつの間にか広間に飛び交かっていた《拡声蝶スピーカーバタフライ》から、今回の合同訓練を取り仕切る責任者の声が響いてきた。

「は～い。がきどもちゅうも～く！　一回しか言わないから、ちゃんと聞きなよ～」

　どこか軽いノリの口調で話すその女性に、生徒達の視線が集中する。

　若い責任者の女性はニヤリと不ふ吉きつな笑みを浮かべると、今回の訓練のテーマを口にした。

「さーて、じゃあ説明するよー。今回は、あんた達にサバイバルをしてもらう。期間は三日間。まぁ、野営は【魔獣錬磨師モンスタートレーナー】の基本だからね。場所は、ルピセン川の支流が流れるランウィズ森林帯。ここはあんまり強いモンスターはいないから、その辺は安心しな。ただし、条件として三日間の野営に耐たえられる拠きよ点てんをしっかり作ること。いいね」

　責任者の女性の説明に、生徒達がざわめく。だが、零れる声は安あん堵どの声が多かった。前までの合同訓練は主にモンスターの討とう伐ばつや、薬品や日用品、武器になるようなモンスターの部位の採集が多かった。必然的に戦せん闘とう力が求められることが多く、すでに合同訓練をリタイアしたチームもいると聞く。

　そんな訓練が続いた中で、ただのサバイバルはだいぶ難易度は低い方だろう。問題は拠点作りだが、モンスターの力を借りればさほど難しいことはない。たとえば植物系のモンスターを従えていればツリーハウスなどが容易く作れ、土を操るモンスターがいれば土のかまくらが準備できる。

　しかし、生徒達はすぐに知ることとなった。

　この合同訓練が、そんなに甘いものではないということを。

　弛し緩かんする生徒達の緊きん張ちように、責任者の女性がことさら意地悪げな笑みを浮うかべたのを、レインは見み逃のがさなかった。

「はいはい。がきんちょ達、喜んでるところ悪いけど。今回は、もう一つお題があるよ！」

　責任者の女性が放った一言に、生徒達がにわかに緊張する。その強こわばった顔を楽しげに一いち瞥べつした責任者の女性は、その掌てのひらに刻まれた水の精せい霊れい紋もんを生徒達に見せつけ、声高らかに叫さけんだ。

「来な！　ライラ！」

　天高く響ひびいた声を待っていたかのように、広間を大きく囲うように流れていた水路の水が一いつ斉せいに噴ふき上がる。一度空高く飛び上がり、太陽の光に煌きらめきながら降り注ぐ水みず飛沫しぶきに生徒達が戸と惑まどいの声を上げる中、淡あわく橙だいだい色いろに輝かがやく光の玉を体内に持つウンディーネが、何色にも染まっていない透とう明めいな玉を身体の中心に持つ別のウンディーネを引き連れて現れた。

　生徒達の視線が、二体のウンディーネに集中する。

　彼らは一様に同じ疑問を抱いだいた。

　身体の中心に橙色の光の玉を持つウンディーネ。その光の玉に水の紋もん章しようが刻まれた水の乙女おとめの表情は、主である責任者の女性に似ていて、なんというか、どこか悪戯いたずら好きな小こ悪あく魔まっぽい笑みを浮かべているのに対し、紋章も刻まれず、さらに身体の中心の玉が無色な方のウンディーネの表情には、およそ感情というものが欠落していた。

　まるで精せい巧こうな人形のように無表情なウンディーネが、自分に集中する生徒達の視線に、ぎこちない動きで首を傾かたむける。その仕草は疑問を表しているようだが、やはりその表情には感情というものが表れていなかった。

　生徒達の顔に戸惑いが浮かび、責任者の女性の口元が楽しげな弧こを描えがく。

「さぁ、この子達の違ちがいは見て分かるね。こっちのライラは私に似て色気ムンムンな大人の女だけど、こっちのウンディーネはまだまだ純じゆん粋すい無む垢くな乙女なのさ。ウンディーネはね、何かに感動することで初めて魂たましいを手に入れて成熟する。んで、感動するのに一番手っ取り早いのが、喜き怒ど哀あい楽らくが豊かな人間との交流なのさ。つーわけで、あんたらにはサバイバル術と並ぶ魔獣錬磨師モンスタートレーナーの基本。モンスターの育成をしてもらうよ！　期限はもちろんサバイバルと同じ三日間。最低一体、ウンディーネを成熟させてきな。ウンディーネの子供達がいる泉や湖はランウィズ森林帯のそこら中にある。それを見つけるのも、力のうちさ！　がんばんなっ！」

　責任者の女性の激げき励れいと共に、再び広間を囲う水流が高々と持ち上がり、鮮あざやかな虹にじの架かけ橋はしが生徒達の頭上に架けられる。

　ランウィズ森林帯に向かう生徒達に交じり移動するレインも、この一風変わった合同訓練に、初めて見るモンスターの成長に胸を高鳴らせた。
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　豊富な水源により木々が生おい茂しげり、濃こい空気が満ちるランウィズ森林帯。

《オリーブ金糸雀カナリア》や《百ゆ合り雲雀ひばり》の鳴き声が軽快なリズムを刻み、《バイオリンバタフライ》や《フルートビートル》の活いき活きとしたメロディーが流れる森の中を、レイン達は奥へ奥へと進んでいた。ペムペムを頭に乗せて先頭を行くレインに迷いはない。

　辺りにはレイン達以外の生徒達の姿はなかった。他ほかの生徒達はもうずいぶん早い段階でルピセン川の他の支流に狙ねらいを絞しぼり、その多くが別の道を選んでいたからだ。

「おい、スライム野や郎ろう。本当にこっちで良いんだろうな？」

　半刻ほど経たち、水音の「み」の字も聞こえない道のりに、口をへの字に曲げながらもキリとリーナの説得によりレインについてきたハンスが遂ついにその口を開く。言葉の端はし々ばしからは、レインに対する疑いが滲にじみ出ていた。細められた双そう眸ぼうは、気の弱い者ならばまず間ま違ちがいなく引き返す道を選ぶだろう。

　そんなハンスに対し、レインの表情には余よ裕ゆうしか刻まれていなかった。

「黙だまってついて来いよ、猫ねこちゃん。ペムペムに任しとけば間違いねぇからよ。なぁ、ペムペム」

「ぴぎぃっ！」

　レインの声に、ペムペムが自信たっぷりにぐにょっと身体を伸のばす。

　そんなペムペムに、キリとリーナはクスッと笑みを零しながら、ハンスの方を振ふり返った。

「まぁまぁ、ハンス。ここは、ペムペムちゃんを信じようよ」

「そうですよ。スライムのペムペムちゃんにとって、水の在あり処かは息を吸うのと同じレベルで感知できますからね。間違いはないですよ。それとも、他の人達に同行して、人がいっぱいいるところでサバイバルしますか？」

「チッ。てめぇら、そのスライムに甘すぎるんだよ」

　荒あら々あらしく舌を打ち、ハンスがレインとペムペムを睨にらみ付けながら悪態をつく。だが、それ以上の文句は漏もらさなかった。ペムペムを信じるというよりも、リーナの人混みという言葉がきいたのだろう。他人を鬱うつ陶とうしがるハンスにとっては、人が多い水辺というのが、レインとペムペムについていくよりもうざったかった。

　耳に涼すずしい清きよらかな水音が聞こえたのは、それから間もなくのことだった。

「ほらぁ、見ろ。ペムペムについてきて正解だったじゃねぇか！」

「ぴぎぃい！」

　声を弾はずませるレインに、ペムペムが「どうだ！」と言わんばかりにその青い身体を弾ませる。

　森を抜ぬけた先に広がった光景に、キリとリーナだけではなく、ハンスまでもが言葉を失った。

　透すき通るような、それでいて吸い込まれそうな青い水。森と緑と空の青をその水面みなもに映す泉は、まるでこの空間の時間の流れだけがゆっくり進んでいるのではないかと思うほど、ひっそりと静せい謐ひつに森の中で湧わき出ていた。泉といえど、その全ぜん貌ぼうはなかなかに大きい。半径にすれば50メートルはあるだろうか。泉の周りの数カ所は木々のない水辺になっており、拠点を作るには申し分ない環かん境きようだ。

「さーて。結構歩いたし、拠点はそこにすっか？」

「うん。いいんじゃない？　地面もしっかりしてるしね。ねぇ、ルッツ」

「うむ。ここならば視界も利きく」

　手近にあった水辺を指さして提案するレインに、キリとルッツが相あい槌づちを打って頷うなずく。ハンスとリーナももちろん異論はなかった。泉が醸かもす清せい涼りような雰囲気を味わいながら、レイン達が水辺に荷物を下ろす。

　その時、泉の清涼な雰囲気を一気に塗ぬり替かえる、自信に満ちあふれた声が響き渡わたった。

「オーッホッホッホッホッホ。お待ちなさい！」

「な、なんだ？」

　泉の周り一帯に響き渡るその声に、レインが反射的に振り返る。

　森の切れ目から、一人の少女がレイン達に向けて、天使の紋章が刻まれた掌を突つき出していた。

　クルリと頭の両側で輪を描くピンクローズのような濃いピンク色の髪かみに、長い睫まつげが印象的な気品漂う双眸。まるで、この場の全すべてが自分を引き立てるためにあると言わんばかりの、雌めすライオンの如ごとき堂々とした態度を漂わせる彼女は、リーナと同じ超ちようお嬢じよう様学校、センリット女学園の制服にその身を包んでいた。

　際きわ立だつ存在感を纏まといながら清楚なセンリット女学園の制服を見事に着こなす彼女に、レインは見覚えがあった。水の都リンレントの駅前で十数体のウンディーネと水芸を繰くり広げたあのエンジェルトレーナーだ。その記き憶おくを裏付けるかのように、彼女の傍かたわらには、聖衣を身に纏まとったキューピッドが小さな二枚の翼つばさを羽ばたかせていた。

　だが、レインは見覚えがあっても、向こうにはなかったらしい。驚おどろきの表情を浮かべるレインを歯し牙がにもかけず、エンジェルトレーナーの表情は挑ちよう戦せん的な光を双眸に湛たたえながら、まっすぐにリーナだけを見つめていた。

「ようやく、合同練習でお会いできましたね。リーナさん。ここで会ったが百年目ですわ！」

「終業式でお別れして二日と経ってないですよ、マルチェさん」

　名指しで呼ばれたリーナが、珍めずらしく曖あい昧まいな笑えみを浮かべながら小さく溜息のようなものを零す。
















　誰だれに対しても丁てい寧ねいなリーナらしくない反応に、キリは不思議そうに首を傾かしげながら尋たずねた。

「あの人、リーナちゃんの友達なの？」

「いえ、特に友達というわけで──」

「友達ではありません！　ライバルですわ！」

　リーナの否定を遮さえぎり、エンジェルトレーナーの少女、マルチェが自分の胸元に指先をあてながら、胸を張って微ほほ笑えんだ。

「お初にお目にかかります。リーナさんのチームメイトさん方。私は、マルチェ・レンガーレ。気軽にマルチェ、もしくはリーダーとお呼びください」

「あの女、頭がおかしいんじゃねぇのか？」

　臆おく面めんもなく初対面のレイン達に対して「リーダー」と呼ぶことを許可するマルチェに、ハンスが辟へき易えきとした表情を浮うかべながら顔を歪ゆがませる。

　一方、ぽかーんとマルチェの自己紹しよう介かいを聞いていたキリは、リーナとマルチェを交こう互ごに見ながら、好こう奇き心しんに負けたように尋ねた。

「なんでリーナちゃんとライバルなの？」

「よくぞ聞いてくれましたですわっ！」

　素す直なおな疑問を零すキリに、マルチェの声が弾はじける。

　そして、マルチェはまるで決けつ闘とうを申し込むように、しかし敵意は一いつ切さい滲ませない晴れ晴れとした眼まな差ざしで、リーナのことを見つめながら答えた。

「そのリーナさんは去年この私をも降くだした、第48回ミス・センリット女学園の覇は者しやですのよ！」

「ええ！　リーナちゃん！　センリット女学園のミスコン１位なの!?　すごいすごい！　握あく手しゆして、握手して！　あと、帰りにサインちょうだい！」

「ちょ、ちょっと。落ち着いてください、キリさん」

　ツインテールをパタパタと揺ゆらして両手を摑つかんでくるキリに、リーナが困った表情を浮かべながらマルチェへと目を向ける。

「マルチェさん。間違ったことを教えないでください。ミス・センリットの座は辞退したじゃないですか」

「ええ～っ！　リーナちゃん、なんで!?」

　リーナの告白に、キリが目を丸くして驚く。これには、レインも、そしてハンスすらも意外そうに目を見開いていた。センリット女学園のミスコンの注目度は高い。そのコンテストは生徒達のプライバシーを守るためあくまでセンリット女学園の内部で行われるが、グランプリを勝ち取った生徒は卒業後に華はな々ばなしく舞ぶ台たい女優などで活かつ躍やくする者がほとんどだ。

　しかし、柔やわらかく目を細めるリーナの微笑みには、その座に対する執しゆう着ちやくは一切感じ取れなかった。

「私、あまりそういうのに興味がないんです。それに、グランプリの座に就ついてしまうと、いろいろな催もよおし物ものに参加しなくてはならなくなるので、お手伝いさせてもらっている保育所に行けなくなってしまいますから」

「え？　じゃあ、なんでリーナは合同訓練に参加してるんだ？　余計に時間が取れなくなるんじゃないのか？」

「ぴぎぎ？」

　リーナの主張に、レインとペムペムが揃そろって首を傾げる。

　そんなスライムコンビに、リーナはことさらに微笑みを深くして答えた。

「いえいえ。街の外の冒ぼう険けんの話を子供達はとても楽しみにしているんですよ。ちなみに、人気があるのは猫ちゃんとクルードちゃんですね。あ、でも、ルッツちゃんがキリさんにお説教するのも、結構人気が高いですよ」

「ちょっと待ってリーナちゃん！　今、なんかものすごく気になること言わなかった？」

「その前にちょっと待て、俺とペムペムの話の人気はどうなんだ？」
















「レインさんとペムペムちゃんは、その～、おまけ、と言いましょうか」

　言葉を濁にごし苦く笑しようを浮かべるリーナに、ペムペムとレインががっくりと肩かたを落とす。不人気ランキング１位のスライムの紋もん章しようとはいえ、冒険譚たんの中でも嫌きらいになることはないだろう。

　そんなレインとペムペムを「よしよし」と慰なぐさめながら、キリはハッとした表情を浮かべて、マルチェの方に向き直った。

「じゃ、じゃあ。マルチェちゃんはその譲ゆずられたのが悔くやしくて、逆さか恨うらみしちゃったとか！」

　キリが緊きん張ちようの面おも持もちを浮かべて、探さぐるような眼差しをマルチェに傾かたむける。

　そんなキリの眼差しを、マルチェは晴れ晴れとした笑みと共に否定した。

「オーッホッホホホホ。勘かん違ちがいしてもらっては困りますわ、鳥使いのお嬢さん。むしろ逆ですわ！」

「逆って？」

　聞き返すキリに、マルチェは天使の紋章が刻まれた拳こぶしを握にぎりながら力説した。

「私は感かん銘めいを受けましたの。リーナさんの、その海よりも深く、山よりも高い志に。そして、ハッキリと負けたと思いました。ええ、敗北です！　完敗です！　ですから、私はこの合同訓練に参加したのですわ！　リーナさんという壁かべを越こえるために！」

　ビシッとリーナを指さしながら、マルチェが宣戦布告をする。そのあまりにも堂々としている姿に、レインとキリが思わず拍はく手しゆをし、ハンスはバカバカしいとばかりに溜息を漏もらす。

　そして、一方的なライバル宣言をされて困り果てるリーナに、マルチェは再びその艶つややかな唇くちびるを開いた。

「聞きましたよ、リーナさん。あなたは、第一回の合同訓練で《マザーサラマンダー》を討とう伐ばつしたようですね？」

「いえ、それは皆みなさんの力があってこその成果で──」

「私のチームは残念ながら別日でしたし、あの鉱山にいるマザーサラマンダーはリーナさんが討伐した一体だけだったようです。それからはなかなか同日の合同訓練には恵めぐまれませんでしたが、本日、ようやく直接対決のチャンスに恵まれましたわ。よって、ここで勝手ながら宣言させていただきます！　リーナさん。今回の合同訓練で、私はあなたを越えさせていただきます！　あなたよりもたくさんのウンディーネを成長させてみせますですわよ！　オーッホッホッホッホッホ！」

　口元に手を当てながら、マルチェが声高らかに哄こう笑しようする。

　その声は森林に響ひびき渡わたり、新たな声を引き寄せた。

「ああ！　こんなところにいた！」

　ひょっこりと、リーナの後ろの茂しげみから、とんがり帽ぼう子しの制服が印象的な眼鏡めがねの少女が顔を出す。

　眼鏡の少女は頰ほおを膨ふくらませると、今までの余よ裕ゆうが噓うそのように狼ろう狽ばいするマルチェに向けて、その眼鏡を光らせた。

「リーダー！　もう、目を離はなすとすぐにいなくなるんだから！」

「リリアーナさん。こ、これには深い訳が！」

「言い訳なら間に合ってるよ！　ダンとジーニアが頑がん張ばって家を造ってくれてるのに、リーダーが遊びに出てるっていうのはどういう了りよう見けんなの!?　あーもー、めんどくさい。フォーフォン！　お願い！」

　リリアーナと呼ばれた少女が声を上げると同時に、大地が大きく揺れ、泉の水面みなもが波打った。近づいてくる巨きよ大だいな気配に、レインとペムペムだけでなく、ハンスとクルードが身構える。

　だが、木々を踏ふみ倒たおして現れたそのモンスターに、レインもハンスも闘とう志しを忘れて啞あ然ぜんとするしかなかった。

「パオーン！」

　目の前に現れたのは、大きな鼻をゆっくりと揺らすほ乳類属最大級のモンスター、乳白色の肌はだが目を引く《ホワイトエレファント》だった。

　ホワイトエレファントのフォーフォンが、大きな身体からだとは対照的に穏おだやかな眼差しの双そう眸ぼうにマルチェを映しながら、その長い鼻を一気にマルチェの細い胴どうに巻き付ける。捕とらえられる主あるじにパートナーであるキューピッドは手に持った弓を握りしめるが、フォーフォンの浮かべる穏やかな眼差しに、すぐさま戦意を収めると、もがく主をよそに白はく象ぞうの大きな背中へと飛び乗った。

「それでは皆さんお騒さわがせしました。ほら、行くよリーダー！」

「も、もう少しだけ。あと一分、いえ三十秒、十秒でもいいですから」

「１、２、３、４、５、８、９、10。はい、十秒経過」

「ちょっと待ってくださいまし、６と７を忘れてますわよ！」

「と言ってる間に三十秒も経過。ついでにおまけで一分も経過。ではでは皆さん。失礼しました」

「ま、待ってくださいまし～」

　物のように持ち上げられたマルチェの姿が、深緑の向こうに消えていく。

　その姿を見送りながら、リーナは困った表情を浮かべて呟つぶやいた。

「いい子、なんですけどね」と。
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　嵐あらしのようなマルチェの姿が森の奥に消え、レイン達が気持ちを切り替かえるように顔を見合わせる。何はともあれ、まずは拠きよ点てん作りだ。

「とりあえず、三日間の寝ね床どこをどうするかだな」

　レインの言葉に、ハンスとリーナが難しそうな表情を浮かべてそれぞれの相棒に視線を向ける。スライムのペムペムは言わずもがなだが、ゴーレムとはいえ磁力を操あやつるドッコルや、狩かりの能力に特化したクルードは拠点作りに向いていない。それは、まだ幼いルッツにしても同じことだ。

　拠点としては申し分ない土地を眺ながめながら、レイン、ハンス、リーナが相棒とともに知ち恵えを絞しぼる。

　そんな中、キリだけは三人とは別の理由で、その頭を悩なやませていた。

「そうだね～。簡単なリンツーの寝床でもいいけど、ウィロー・シェルターとかにしてもいいかも。ああ、でもドッコルがいるなら、本格的なログハウスとか作っちゃおうか……って、あれ？　みんなどうしたの？」

　キョトンとした表情で首を傾かしげるキリに、つらつらと聞き慣れない専門用語を聞かされたレインは、リーナやハンスと顔を見合わせながら尋たずねた。

「えっと、ログハウスはいいとして、リンツーとウィロー・シェルターってどんなのだ？」

「え？　リンツーは、こうやって土台に木材をかぶせた差し掛かけ小屋で、ウィロー・シェルターは若木をしならせて骨組みにしたドーム状の寝床でしょ？　違ちがうの？」

　拾った小枝で地面に絵を描かきながら説明するキリに、レインがますます意外そうな表情を浮うかべながら描き上げられた絵に視線を落とす。

　そんなレイン達に、小さく翼つばさを羽ばたかせたルッツが答えた。

「キリの御お父上は冒険家でな。キリも小さい頃ころから一いつ緒しよにどこへでもついて行っていたおかげで、サバイバル術は叩たたき込まれているのだ。どんな辺境の地に置き去りにされても、キリは一人で生き延びられるぞ」

「一人っきりなんて嫌いやだよ！　あたし寂さびしくて死んじゃうって！」

　絶対に嫌と言わんばかりにルッツを抱だき締しめるキリと腕うでの中で迷めい惑わくそうにもがくルッツを微ほほ笑えましく見守りながら、レインとリーナが苦笑を漏らす。

　そんな三人を残し、ハンスは小さく鼻を鳴らすと、クルードを引き連れて一人森に向かって踵きびすを返した。

「お、おい。どこ行くんだよ？」

「どこって、狩りに決まってんだろ。飢うえ死にしたいのか？」

「狩り？　一人で行く気かよ。俺とペムペムもついていくぞ」

「大きなお世話だ。ついて来んな。テメェのぼけぼけな気配の絶ち方じゃ、すぐに獲え物ものに気づかれちまうだろうが。平和ぼけのスライム野や郎ろうは、そこの鳥女と一緒にせいぜい立派な寝床でも作っとけ」

　シッシと手を振ふるハンスに、レインが苛いら立だちも顕あらわに口元を歪ゆがめる。

　しかし、レインが怒ど鳴なるよりも早く、キリの怒いかりが爆ばく発はつした。

「むっかー！　また、ペムペムちゃんとレインを馬ば鹿かにして！　ふんっ！　見てなさいよ、ハンス。すんごい拠点を作って驚おどろかしてやるんだから！　頑張ろうね。リーナちゃん、ドッコル。レイン、ペムペムちゃん」

　ハンスの挑ちよう発はつに対たい抗こう心しんを顕わにしたキリが、頰を膨らませながらレインとリーナの手を握りしめる。

　結局、食料調達はハンスとクルードに任せ、レイン、キリ、リーナの三人とそれぞれのパートナーが拠点を作ることになった。とはいえ、レインが唯ゆい一いつ男手を発揮できる木材の調達から移動は全すべてドッコルがやってくれた。肩の円えん盤ばんを高速回転させれば重たい大木が次々に切り倒され、幹に差し込まれた鋼鉄の指先と強力な磁力が生木を縦に引き裂さき適度な材木を次々に生みだしていく。運ぶのも、円盤に乗せれば一発だ。レインとペムペムが作った物といえば、泉の近くにあった石を運んで作った簡単な竈かまどくらいだろう。

「はぁ、はぁ。これでどうだ！」

　制服の上着を脱ぬいで半はん袖そで姿になったキリが、満足げに息を吐はく。

　泉の水辺に着いて約二時間。

「やり過ぎだろ」

　レインが思わずそう呟かずにはいられない立派なログハウスが泉のほとりに建てられていた。流石さすがに部屋は一部屋しかないが、サバイバル生活を送る上では十分過ぎる。

　ルッツが起こしてくれた焚たき火を囲むレイン達の下もとへ戻もどってきたハンスは、そのあまりの出で来き映ばえに、驚きを通り越して呆あきれ気味に呟いた。

「お前ら……バカだろ」

「ガァウ……」

「ふふん。あたし達の本気を思い知ったか！　それで、ハンスの方はどうだったの。まさか、手ぶらなんて言わないよね～」

　にひひ、と白い歯を見せてあからさまに笑うキリに、ハンスは憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべると、身を屈かがめながら足あし下もとの影かげ、正確にはクルードの影の中に、自分の腕を埋まい没ぼつさせた。

　クルードの影の中に保存していた狩りの成果を、ハンスが一気に引き抜ぬく。

「ひぅっ！」

　キリが喉のどの奥で悲鳴を上げた。

　ハンスの手の中には、すでに綺き麗れいに皮を削そがれた生々しい肉の塊かたまりが握られていた。

「タンパク質豊富な《ツキノワウサギ》の肉だ。どうだ、文句あるか？」

「ないないないない。いや、近づけないで……。いや……いや、いやーっ！」

　顔近くに近づけられた生肉に、キリが涙なみだ目めになってリーナにしがみつく。

　家造りとは打って変わって弱々しい姿に、レインは首を傾げながら尋ねた。

「サバイバル術の中に、肉の解体はなかったのか？」

「食事の調達は御父上がしていたからな」

　ブルブルと震ふるえるキリの代わりに、ルッツがその暖かなオレンジ色の羽う毛もうで水色の髪かみを撫なでながら答える。

　一方、そこまでキリを怯おびえさせたハンスは、一いつ切さい悪気を感じることもなく、肉の他ほかにもいくつかの食材と簡単な調理器具をクルードの影から取り出しながら、竈の前に陣じん取どった。

「少し待ってろ。飯は俺が作る」

　有う無むを言わさずそう宣言し、ハンスが今し方仕入れてきた食材で調理を開始する。ナイフを片手に慣れた手つきで肉を卸おろし、使い古したフライパンで《オリーブ金糸雀カナリア》の羽を焼いて抽ちゆう出しゆつしたオリーブオイルを温める。《草くさ陸りく亀がめ》の甲こう羅らから削けずりとった香こう草そうと共に肉をフライパンに入れ、肉の臭くさみを取りながら丁てい寧ねいに焼き上げていく。その傍かたわらでは、ぐつぐつと煮にえたぎる鍋なべの中で白い何かが茹ゆでられていた。それがツキノワウサギの骨であることに気がついたキリが改めて悲鳴を上げる。さらに《クルミフィッシュ》を香草と大葉で包み、そのまま竈に放ほうり込んだハンスは、その他にも簡単なサラダを拵こしらえつつ、全てのできあがる時間を調整し、瞬またたく間まに料理を完成させた。

「おお～、すげぇ～」

「ぴ、ぴぎぃ～」

　ハンスと衝しよう突とつすることの多いレインが、その鮮あざやかな手て際ぎわに思わず感かん嘆たんの声を漏もらす。調理の合間にリーナとドッコルが作った大きなテーブルの上に並んだ料理の数々は、野性味溢あふれた香かおりを立ち上らせていた。

「あり合わせなら、出来てこんなもんだな」

　料理の出来に満足しないのか、ハンスが不服そうに鼻を鳴らす。

　そんなハンスを余所よそに、レインやキリ、リーナと共に食しよく卓たくを囲んだペムペムは、もはやその我が慢まんの限界を超こえていた。そのつぶらな瞳ひとみに焼き上げられた肉の香草焼きを映したペムペムが、レインの目を盗ぬすんでズリズリとその身体を木皿の近くに近づける。

　そして、ハンスが最後に鍋を持ち上げ、全員の視線がそれたその瞬しゆん間かん。

「ぴぎゃ!?」

　盗み食いをしようとしたペムペムが、風を裂いて撓しなる影の鞭むちに吹ふき飛ばされた。

「ガルルルルゥ」

「ぴ……」

　鼻はな頭がしらにどう猛もうな皺しわを刻み低く唸うなるクルードに、ペムペムの顔が青ざめる。

「わ、悪い！　ほら、ペムペム。お前も謝れ！」

「ぴ、ぴぎ。ぴぎぎぎぎ」

　レインから拳げん骨こつを浴びたペムペムが、涙目になりながらクルードに向けて頭を下げる。だが、クルードの怒りは収まらない。荒あら々あらしい牙きばをむき出しに、クルードがペムペムを睨にらみ付ける。

　つまみ食いに対する尋じん常じようじゃない怒りに、レインが戸と惑まどいを浮かべながら、ペムペムと共にさらに頭を下げる。

　そんなレインとペムペムに、ハンスは侮ぶ蔑べつを顕わに冷たい視線を浴びせると、並べられた料理を前に静かにその掌てのひらを合わせた。

　命に対するハンスの態度は驚くほど真しん摯しだった。

「食うなら、ちゃんと祈いのってから食え。それが、狩かりゆう人どの飯の掟おきてだ。俺達は命を貰もらってるんだぞ」

「あ、ああ」

　その静かだが迫はく力りよくのある言葉に、レインとペムペム、そしてリーナやキリもが、姿勢を正して食事に向かい手を合わせる。

　ささやかな祈りを終え、レインがハンスの料理を口にする。その瞬間、レインはカッとその目を見開いた。

「「「おいしい！」」」

　異口同音に、レイン達が声を上げる。丁寧に焼き上げられたウサギ肉は香草のおかげで臭みがなく、嚙かむごとに柔やわらかく解ほぐれる。クルミフィッシュの包み焼きも絶品だ。そして何より、ツキノワウサギの骨で出だ汁しを取ったスープがすごい。奥行きのある甘みに、自然と頰ほおが緩ゆるむ。レイン達だけでなく、ペムペムやルッツ、そして香草をアクセントにした岩塩を与あたえられたドッコルもが、ハンスの料理に夢中になっていた。次々に消えていく料理に、ハンスが珍めずらしく口元を緩める。誰だれだって、ここまで綺麗に料理を食べてもらえれば嬉うれしいだろう。

　そんな賑にぎやかな食卓の輪の外から、不意に清流の如ごとき涼すずやかな半はん透とう明めいの腕が伸のびてきた。

「ああ！　ウンディーネ！」

　キリの声に、ツキノワウサギの香草焼きに伸びていた手がビクッと跳はねる。まだ何色にも染まっていない玉を身体からだの中心にすえたウンディーネが、手を伸ばした体勢で固まっていた。

「あらあら。猫ねこちゃんの料理につられてきちゃったのかしら？」

　レイン達の視線を無感情な瞳で受け止めるウンディーネを見て、リーナがちらりとハンスへ視線を傾かたむける。

　ハンスが無言のまま頷うなずくのを確かく認にんしたリーナは、ツキノワウサギの肉の一欠片かけらをウンディーネに差し出した。指先で肉の欠片をつまみ上げたウンディーネが、しげしげと興味深そうに眺ながめながらゆっくりと料理を口に運ぶ。

　肉をゆっくりと咀そ嚼しやくして飲み込んだウンディーネに、大きな変化は現れなかった。

「あら～。ちょっと、猫ちゃんの料理はお口に合わなかったみたいですね」

「ふん。悪かったな、不出来で」

　リーナのフォローにハンスがこれまた彼にしては珍しく、どこか悲しげに視線を逸そらす。実際のところ、料理でウンディーネの心を動かせられなかったのが堪えているらしい。傷心の主あるじを心配するように、クルードが喉を鳴らしながらハンスに鼻先をすり寄せる。

　クルードはともかく、レイン達が気を遣つかうのは間ま違ちがいなくお節せつ介かいだろう。

　思わぬタイミングで始まった合同訓練のもう一つの課題。ウンディーネの成熟に、今度はキリが名乗りを上げた。

「やっぱり、大切なのは笑え顔がおだよね！　笑顔最強！　ほら、ウンディーネちゃん。せっかくかわいい顔してるんだから、笑おうよ。ほら、ニコ～って！」

　前まえ屈かがみになったキリが、笑顔の見本のような屈くつ託たくのない笑みを浮うかべながらウンディーネに顔を寄せる。

　だが、誰もが釣つられて笑ってしまいそうなキリの笑顔にも、ウンディーネの口角は１ミリも動かなかった。キリはなんとかウンディーネを笑わそうと笑顔を続けたが、ウンディーネは笑うどころか、まるで飽あきたといわんばかりにそっぽを向いてしまった。

「あ……あり？　だめ？」

　よほど笑顔に自信があったのか、キリがしゅんと項うな垂だれながらしゃがみ込み、いじいじと地面に「の」の字を書く。手ひどく返り討うちにあった主を慰なぐさめるのは、やはりパートナーの役目だ。苦く笑しようとも溜息ともつかない吐と息いきを漏らしながら、ルッツが優やさしくその翼つばさでキリの頭を撫でる。

「よーし。今度は俺達だな、キリと、ついでにハンスの分の敵かたきを取ってやろうぜ。ペムペム」

「ぴぎぃっ！」

　そんな二人に代わり、今度はレインとペムペムがウンディーネの成熟を助ける役を買って出た。自信満々に掌に拳こぶしを打ち付けたレインに、リーナが興味深そうに小首を傾かしげる。

「どうするんですか？　レインさん」

「決まってんだろ。俺達が一番燃えるのはバトルだ！　さぁ、いっちょ闘たたかおうぜ。ウンディーネ」

「ぴぎぃーっ！」

　闘うのに十分な間合いを取ったレインが、肩かたに乗るペムペム共々双そう眸ぼうを闘とう志しに燃え上がらせる。それは、向かい合う者の闘とう争そう心しんを否いや応おうなしに煽あおる天然の着火剤ざいだ。たとえ、その闘志を燃やすのが誰もが認める最弱のスライムであっても、無視することは難しい。

　清すが々すがしいほどのトレーニングオタク、決けつ闘とうマニアのレインとペムペムが、その闘志を滾たぎらせる。

　だが、その初夏の太陽よりも熱い闘志でも、一切の感情がなく温度が感じられないウンディーネの瞳を焚たき付けることは叶かなわなかった。

　ぷいっと、ウンディーネがレインとペムペムから視線を逸らす。

「あれ？　お、おい。ちょっと……」

「ぴぎ、ぎ？」

　肩かた透すかしを食らったレインとペムペムが、やり場のない闘志を弄もてあそばせながら食卓の方へと駆かけ戻もどる。強きよう烈れつな闘志などどこ吹く風と、ウンディーネはただただ興味深そうに、ドッコルの冷たい身体をペチペチと叩たたいていた。

「これは、困りましたね」

　頰に手を当てながら、リーナが小さく息をつく。ハンスの料理、キリの笑顔、レインの闘志をもってしても、ウンディーネの心は毛先ほども揺ゆるがなかった。

　今回の課題は、今まで以上に難題かもしれない。

　ドッコルを触さわるのにも飽きて新たな目標を探して視線を彷徨さまよわせるウンディーネに、ショックから立ち直ったレイン達が気持ちを引き締しめる。

　その時、深い森の中の、奥の奥まで響ひびき渡わたる哄こう笑しようが、レイン達の耳に滑すべり込んだ。

「オーッホッホッホッホッホ。随ずい分ぶんと手こずっておられるようですね！　リーナさんと、そのお仲間さん方」

「また面めん倒どうくさいヤツが来た……ぞ？」

　耳を打つ声にげんなりと肩を落としたハンスが、その眉まゆを訝いぶかしげに歪ゆがめる。

　森の深緑の中でひときわ目立つ濃こいピンク色の髪を揺らすマルチェは、彼女のパートナーであるキューピッドだけではなく、七体ものウンディーネと共に現れた。しかも、彼女と共に現れたウンディーネの核かくは、見ているだけで頰が熱くなるような鮮やかなピンク色に染まっていた。

　目の前の光景に、キリが目を丸くしながら素す直なおに驚おどろく。

「わ、すごい！　どうしてどうして？　どうやったの!?　お馬ば鹿かそうに見えるけど実は天才のお嬢じよう様さまだったとか!?　そういうの!?」

「ふっふっふ。天才というのは否定しませんわよ。簡単なことです。ウンディーネの伝承に恋れん愛あいが多いことは知っていますでしょう。ずばり、ウンディーネの覚かく醒せいの鍵かぎは、恋こい、恋、恋なのですわー！」

「こ、恋!?」

　声高らかに宣言するマルチェに、キリが顔を赤らめる。その揺れる視線はチラチラとレインの方を振ふり向いていたのだが、レインがその視線に気がつく前に、再びマルチェのもったいぶるような笑い声が響き渡った。

「今回の合同訓練、まさに私のために準備されたと言っても過言ではありませんわ。私のパートナー、ピローネの恋の矢を一本放てばウンディーネ達は覚醒するのですもの！」

「おい！　いいのかよ、それって！」

　とんでもない荒あら業わざでウンディーネを覚醒させるマルチェに、レインが思わず口を挟はさむ。よくよく見れば、マルチェの後ろについてきたウンディーネ達の目は一体の漏れもなくハート形になっていた。

　だが、打だ倒とうリーナに燃えるマルチェの暴走は止まらない。マルチェの隣となりで羽ばたくピローネがハート形の鏃やじりを持つ矢を具現化し、弓に番つがえて引き絞しぼる。

「リーナさん。今日こそあなたという壁かべを越こえさせていただきますわ！　この一帯の全すべてのウンディーネは、私が覚醒させてみせます！　ピローネ、【ラブアロー】」

　マルチェの号令と共に、ピローネがレイン達が出会ったウンディーネに向けてハートの矢を解き放つ。

　しかし、その矢は激しく羽ばたいたルッツの翼から吹ふき荒あれる熱風に、大きく軌き道どうを逸らされた。

「そんな、力ちから尽ずくなんてダメだよ！」

　ウンディーネの前に、ルッツを肩に乗せたキリが立ちはだかる。

　そんなキリとはある意味対照的な、鋭するどい殺気を飛ばす魔獣錬磨師モンスタートレーナーがいた。

「俺の獲え物ものをかすめ取ろうとは、いい度胸だな。クルード、そいつに狩人のルールを教えてやれ。【ダブルシャドウ】」

「ガゥアウ！」

　影かげの狩人、クルードが吠ほえる。普ふ段だんは女子に甘いクルードだが、ハンターの掟を乱す者に容よう赦しやはない。漆しつ黒こくの前足が荒々しく己おのれの影を踏ふみつける。途と端たん、クルードの影から本体の半分ほどの体たい軀くを持つ豹ひようの幻げん影えいが飛び出し、マルチェとピローネに向かって音もなく大地を蹴けった。実態を持つ幻影が裂れつ帛ぱくの気合いと共に間合いを詰つめる。モンスターの中では高位に属する天使族といえど、キューピッドの戦せん闘とう力は高くない。幻影の豹が大きく顎あごを開き、ピローネが身体を竦すくませる。その最さ中なか、強力な七つの水流が幻影の豹を吹き飛ばした。ピローネの矢に恋を教えられたウンディーネ達が、恋こい人びとを守るべくその腕うでを水流に変える。

　だが、もう一体の幻影の豹は、その水流の帳とばりをくぐり抜ぬけた。

「きゃあ！」

　飛びかかってきたもう一体の幻影の豹に、マルチェが悲鳴を上げながら尻しり餅もちをつく。そのおかげで幸運にも初撃を躱かわしたが、大きく飛び越えた幻影の豹は木の幹を踏み台に、再びマルチェへと襲おそいかかってきた。ピローネが慌あわててウンディーネ達を指揮するが間に合わない。

　地面を抉えぐりながら滑り込んだ魔獣錬磨師モンスタートレーナーが、間かん一いつ髪ぱつのところでマルチェの身体を幻影の豹の顎からかっさらう。

「レイン!?」

「レインさん!?」

「スライム野や郎ろう!?」

「ぴぎぎぎ!?」

　キリが、リーナが、ハンスが、そして彼らのもとに置いて行かれたペムペムが驚きの声を張り上げる。

　そんな仲間達の声に全く耳を貸さず、レインはゆっくりと立ち上がると、何が起こったか分からず呆ほうけるマルチェの腰こしに腕を回し、力強くその身体を抱だき起こした。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？　怪け我がは？」

「え、ええ。大丈夫……ですわ」

「本当か？　無理してねぇよな？」

　心配そうに尋たずねながら、レインがマルチェの頰ほおに手を当て、ゆっくりとその耳に、そして髪かみへと手を滑らせる。

　そのあまりに献けん身しん的な態度に、マルチェの頰がボッと爆ばく発はつせんばかりに真っ赤に染まり──

　キリの火山が噴ふん火かしたかのような怒ど声せいが泉の隅すみから隅まで響き渡った。

「レイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイインッ！　ちょっと、何してんの！　なんで、その娘このこと助けてるの!!」

「なんでって……」

　凄すさまじい形相で問い質ただすキリに、レインは質問の意味が分からないとばかりに首を傾げると、どこか情熱的な眼まな差ざしでマルチェの身体からだを抱き寄せた。

「こいつを助けるのに、理由がいるのかよ！」

「「みゃああああああああああ！」」

　まるで愛の告白のようなレインの返答に、キリとマルチェが錯さく乱らんせんばかりに絶ぜつ叫きようする。

「あのスライムバカ。どうしちまったんだ？」

「さ、さあ？」

　レインのあまりの変わりっぷりに、ハンスとリーナがキリやマルチェに劣らず動どう揺ようする。

　その時、ハンスの鋭い双眸がレインの右みぎ腕うでに突つき刺ささる何かを捉とらえた。

「おい。スライム野郎の腕、見てみろ」

「あ、アレは！」

　リーナが口元に手を添そえながら思わず叫さけぶ。レインの右の二の腕には、先ほどキューピッドが放った矢が突き刺さっていた。ルッツが強ごう引いんに矢の軌道を変えたので、不意を突かれたレインは避さけることが出来なかったのだ。

　どこかむかつくほどにマルチェに向けて熱い眼差しを向けるレインに、ハンスが荒あら々あらしく舌を打ちながら猫ねこの紋もん章しようが刻まれた腕を振り払はらう。

「クルード。手加減しなくていいぞ。あの腑ふ抜ぬけに刺さった矢を引き抜いてやれ！」

「ガァウ！」

　ハンスの号令にクルードが雄お叫たけびを上げ、二体の幻影の豹が標的をマルチェからレインへと切り替かえる。幻影の豹が絶ぜつ妙みようなコンビネーションでレインの目を欺あざむき、ここぞというタイミングで攻こう撃げきを仕し掛かける。

　しかし、マルチェを抱き締めたレインは、まるでそこに漆黒の牙きばと爪つめの隙すき間まがあることを知っていたかのように、影の狩かりゆ人うど達が放った攻撃の間をすり抜けた。

「な、何!?」

　攻撃が掠かすりもしなかったことに、ハンスが俄にわかに目を見開く。再びクルードに攻撃を仕掛けさせるが、結果は同じだ。飛来する爪を、牙を、鞭むちのような尾おを、レインは余よ裕ゆうすら感じさせる身の熟こなしで避よけてみせた。

　明らかに攻撃を仕掛ける前から回かい避ひの動作に移るレインに、ハンスが訝しげにその双眸を細める。そして、百ひやく戦せん錬れん磨まの狩人は、直すぐさまレインの掌てのひらと、キリの足あし下もとで困ったようにオロオロと身体を揺らすペムペムに刻まれたスライムの紋章が共鳴し、水色の燐りん光こうを漏もらしていることに気がついた。

「まさか【契けい約やくの絆きずな】でスライムの回避能力を還かん元げんしてやがんのか!?」

「なんだ、もうばれちまったのかよ。そうだ、最近思いついたんだよ。どうだ、すげーだろ」

　振り落とされた漆黒の前足を首を傾かしげて躱し、土つち煙けむりを上げながら襲いかかる尾の足あし払ばらいを人一人抱きかかえているとは思えない身の熟しで躱したレインがハンスに向けて得意げに微ほほ笑えむ。

【契約の絆】を発動した者は、モンスターの能力を還元することが出来る。レインはスライムの持つ危機回避能力だけを頼たよりに、幻影の豹の攻撃を躱しているのだ。いや、躱しているのはハンスの攻撃だけではない。隙すきあらばルッツと共に火の粉を飛ばすキリの攻撃をも、レインは見事にその危機を察知し避けまくっていた。

「もう。いい加減に目を覚ましてよ、レイン！」

「俺はいつだって正気だぞ！」

「マルチェちゃん！　レインを元に戻もどしてよ！」

「も、もうちょっとくらい良いではないですか！」

　ぎゅっとマルチェを抱き締めるレインと、キューピッドの矢からレインを解放しようとしないマルチェに、キリがいよいよ涙なみだ目めになる。

　ヴォンッ！

　その時、大気を押し潰つぶすような不ふ吉きつな風音が、全員の耳を殴なぐりつけた。

「マルチェさん。ちょっと、おイタが過ぎているようですよ」

　まるで蛇へびが獲物を消化するようにゆっくりとした口調で、リーナがその双そう眸ぼうにほの暗い翳かげを落としながらマルチェに微笑む。その笑みと、リーナの後ろで回転するドッコルを見た全員の表情が引き攣つった。

　ヴゥッオンッ！

　先ほどよりも重々しい音が、再び全員の耳を殴りつける。全員が、まるで金かな縛しばりに遭あったかのようにその動きを止めていた。

　ブヴゥオオオッオンッ！

　けたたましい風音を唸うならせながら、何かが高速で回転している。

　それは重力という見えない鎖くさりで繫つながれた、ドッコルの強きよう靭じんな両拳こぶしだった。両手の指を絡からめて一つの鉄てつ塊かいと化した拳が、一周ごとにその速度を上げ、ドッコルを中心に旋せん回かいする。そのあまりの圧力に、静かな泉にさざ波が巻き起こった。拳の先せん端たんが掠めるだけでログハウス造りで余っていた木材が粉こな微み塵じんに吹き飛び、ドッコルと変わらぬ大きさの大岩が轟ごう音おんと共に砕くだけ散る。

「ちょ、ちょっとリーナさん。お、おおお、落ち着いてくださいまし」

　顔を引き攣らせたマルチェが必死に懇こん願がんする。凄まじく速く、非常識なほど重く、不条理なほど堅かたい拳の回転鉄球は、一人、一体の例外もなく、その場にいた全ての心を支配していた。

「悪い子には、お仕置きが必要ですね。ドッコル、【バスターフレイル】」

　まるで悪戯いたずらを叱しかる保母さんのようなリーナの容赦ない声に、ドッコルの頭に塡はまった赤い光球が爛らんと輝かがやく。怒いかれる主あるじの望みのままに、ドッコルは自身を中心として凄まじい速度で旋回する拳の軌道を、横から縦にねじ曲げた。

　触ふれる者全てを打ち砕く破は壊かいの拳が天を両断し、さざ波を立てて怯おびえる泉の水すい面めんに叩たたき付けられる。

　泉が──爆発した。

　水面から水底までの全ての水が衝しよう撃げきで吹き飛び、さながら大おお津つ波なみが辺りの全てを吞のみ込んでいく。ログハウスも、食べかけの料理も、抵てい抗こうすることすら出来なかったウンディーネも、恋こいの情念も何もかも。

　泉のほとりに最後に立っていたのは、ドッコルに守られたリーナ、ただ一人だけだった。
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「うちのバカリーダーが本当にご迷めい惑わくをおかけしました」

　とんがり帽ぼう子しを胸に当て、象使いのリリアーナが深々とその頭を下げる。

　その傍かたわらには、お仕置きとばかりに白はく象ぞうフォーフォンの鼻に足を取られ逆さに吊つるされたマルチェがレインに向けて、もはや１００回は繰くり返している言葉をもう一度繰り返していた。

「だ、だから。さっきのは何かの間ま違ちがいだと言ってるではありませんか。こ、このエンジェルトレーナーの私が、スライムトレーナーなどに少しくらい情熱的な言葉をかけられたくらいでほだされる訳ないじゃありませんの。夢、夢。そう、あれはただの白昼夢ですわ！　み、みみみ、身の程ほどを知りなさい！　スライムトレーナーがモテるなんてこと、あるはずがありませんわ！」

「レインのバカ！　デレデレしちゃって！　女の子なら誰だれでも良いの!?」

「なぁ、なんで俺、こんなに怒られてんだ？　俺、一体何してたんだ？」

　マルチェとキリにものすごい剣けん幕まくで怒られ続けていたレインが、もはや限界とばかりに悲鳴を上げる。レイン自身、マルチェが現れてからの記き憶おくがかなり曖あい昧まいなのだ。何か、恐おそろしい事態があったことだけは覚えているのだが、具体的に何があったのかが思い出せない。

　そんな微び妙みような決まり悪さを感じながら、レインがチラリとその視線を泉の方へ傾かたむける。

　泉のほとりでは、なぜか大量に覚かく醒せいしたウンディーネ達が、その核かくを寒々しい紫むらさき色いろに光らせながら、怯えるように身を寄せ合っていた。そんなウンディーネ達の近くにいるのは、悲しげな表情を浮うかべたリーナだ。なんとかコミュニケーションを取ろうとしているらしいが、リーナが一歩近づく度たびにウンディーネ達の核が激しく明めい滅めつし、その顔が恐きよう怖ふに引き歪ゆがむ。

　記憶が曖昧なうちに何が起きたのか分からないまま、レインの記憶に１００回以上も繰り返される「スライムトレーナーがモテるはずはない」というマルチェの言葉が呪じゆ詛そのように刷り込まれていく。

　そんなレイン達を、両りよう肩かたにペムペムとルッツ、足下にクルード、背後にドッコルを従えるハンスは、押し流されたログハウスの残ざん骸がいに視線を傾けながら、心底億おつ劫くうそうに呟つぶやいた。

「だから、群れるのは嫌いやなんだよ」と。







　　　第三章　できそこないと迷子のノーム




　蒸むし暑い熱帯夜がようやく終わり、風が涼すずしさを含ふくみ始めた初秋の朝。【魔獣錬磨師モンスタートレーナー】育成学園《ベギオム》の寮りようの食堂に、朝からすっかり制服を汚よごした一人の生徒が飛び込んできた。

「マロさんっ！　Ｂセットとペムペム用の三色ゼリー。どっちも大盛りで！」

　学園唯ゆい一いつのスライムトレーナー、レイン・エルハルトが声を張り上げる。

　厨ちゆう房ぼうに響ひびいたその注文に、男おとこ勝まさりな活気のある声が返ってきた。

「大盛りだね。ちょっと待ってな」

　フライパンを豪ごう快かいに返しながら、料理長のマロが片手を上げる。

　レインは満面の笑みで手を振ふり返したが、その笑みはすぐに怪け訝げんな表情に上うわ塗ぬりされた。

「あれ？　ペムペム？」

　首を傾げたレインが周囲に視線を走らせる。今の今までダラダラと涎よだれを垂らしていた相棒の姿が見当たらない。

「まさか……！」




　嫌な予感に口元を歪ませ、レインがそっと厨房の中をのぞき込む。

　相棒はすぐに見つかった。

　もぎたてのレモンのように瑞みず々みずしい肌はだに、ブルーベリーを思わせるつぶらな瞳ひとみ。世界最多の個体数を誇ほこりながらも、ベギオムの全学年全学部を含めても一体しかいない最弱のモンスター。

　スライム

　ペムペムと名付けられ、朝飯前のトレーニングにより空腹が限界に達した相棒は、存在感のなさを最大限に発揮しながら厨房へと潜もぐり込んでいた。

「ぴ……ぴ……ぴぎ？」

「あのバカ！」

　冷ひや汗あせを流す主を尻しり目めに、大きな蕪菁かぶらや調味料の瓶びんの間をすり抜ぬけ、ペムペムが獲え物ものへと接近する。そして、巨きよ大だいな丸焼き肉の置かれた台へと飛び移るため、その小さな身体からだをめいっぱいに撓たわめかせた、その時──

「バーミ。【弾はじける炎ほのお】」

「合がつ点てんだい！」

　ペムペムの額で小さな炎の花が弾けた。

「ぴぎぃい！　ぴぎゃっ、ぴぎぎゅ！」

　額を焦こがしたペムペムが、そこら中の冷蔵庫や食器棚だなに何度も頭をぶつけながらレインのもとに舞まい戻る。

　出来たての朝食を持ったマロは、苦く笑しようを零こぼしながらその後を追いかけた。

「この私とバーミがいる厨房でつまみ食いしようとは、まったく良い度胸してるね。あんたの相棒は」

「あーっはっはっは。厨房の番人、バーミ様の火力を思い知ったか！」

　マロの大きな胸の上であぐらを搔かく炎の精せい霊れい、バーミが指先に炎の花を咲さかせながら小さな小さな胸を張る。

「悪い。マロさん、バーミ。ほら、ペムペム。お前も謝れ！」

「ぴぃ、ぴぃぎ～」

「二度目はないよ。次やったら、あんたを食材にしてやるから覚かく悟ごしな」

「ぴぎっ!?」

　ニヤリと不敵に微ほほ笑えむマロに、ペムペムの表情が凍こおり付く。

　一方、マロは改めてレインとペムペムを眺ながめると、その泥どろだらけの姿に柔やわらかな微笑を零した。

「ホントに、めげずによく頑がん張ばるね。入学したばっかの頃ころは、いっつもべそ搔きながら飯を頼たのみに来てたのにさ」

「むっ、昔の話だろ！」

　意地悪く笑うマロに、レインが慌あわてて反論する。

　この世に生まれた者は皆みな、その掌てのひらにモンスターの紋もん章しようを宿す。授さずかった紋章により契けい約やくできるモンスターが決まるこの世界において、神やドラゴンなどの上位の紋章を授かった者と下位の紋章を授かった者との差は大きい。

　特に、スライムの紋章ともなれば、その地位、実力共に最下層も甚はなはだしい。

　だが、レインに微笑むマロの眼まな差ざしに同情はない。ただ温かく双眸を細め、マロが朝食をレインに押し出す。

「ほら朝食は身体の基本だよ。しっかり食べて強くなりな」

「ああ、サンキュー。……て、あれ？」

　トレイを受け取ったレインが、朝食を見て小首を傾かしげる。メニューにはないはずのベリータルトが、トレイの端はしにちょこんと添そえられていた。

「マロさん？　これは？」

「ああ、それはねぇ～」

　マロはなぜかニヤニヤと狐きつねのように目を細めると、何を思ったのか突とつ然ぜん大きく身を乗り出してきた。

「まぁ、ちょっとタルトの話は置いといて。レイン、あんた今、好きな女の子とかいるの？」

「はぁっ!?　いきなり、何言っ──」

　唐とう突とつな質問に、レインが顔を顰しかめて後ずさる。そのほぼ同時に、けたたましい音が厨房中に響いた。どうやら誰かがボウルか何かを落としたらしい。

　だが、マロはその音が聞こえていないのか、いやむしろ楽しむかのように口の端はしを吊つり上げると、不敵な笑みを濃こくしてさらに身を乗り出した。

「ほら。あんた達そろそろ発情期でしょ。好きな子の一人や二人ぐらいいるのかな～って、ふと思ってさ」

「せめて思春期って言えよ！」

「細かいこと気にしない。んで、どうなの？　好きな子じゃなくても、気になる子ぐらいいるでしょ？　ほら、今日はサービスで一品付けてあげたんだし、ちょっとお姉さんに教えなさい」

　獲物を前にした肉にく食しよく獣じゆうの如ごとく唇くちびるを舐なめるマロに、レインはしばし悩なやむと、観念したように息を吐ついた。

「いねぇよ。俺はペムペムのトレーニングで一いつ杯ぱい一杯だし。それに──」

　味気ない声を絞しぼり出すレインが一度言葉を切る。がっくりと肩かたを落とすその姿は、哀あい愁しゆうさえ漂ただよっていた。

「スライムトレーナーはモテるわけないんだからな。期待するだけ、損だろ」

　聞く者の胸を締しめ付けるような悲しい声が食堂に響き、残っていた生徒の何人かがその悲ひ愴そうな姿に涙なみだぐむ。

　こと恋れん愛あいにおいて、レインはもはや達観──いや、臆おく病びようになっていた。レインは成績的な要因により他校生との合同訓練に参加しているのだが、その最さ中なか、とある女子生徒に１００回以上も「スライムトレーナーがモテるはずがない！」と叫さけばれ続けたのだ。

「朝飯、食わせてくれよ。マロさん」

　深く心に刻まれたトラウマに、悲しげな笑みを浮かべてレインが逃にげるようにその場を後にする。

　そういえば週末は合同訓練だったなと思いを馳はせながら口にした朝食は、ほんの少ししょっぱくて──

　ベリータルトを口にする自分に向けて、冷気を纏まとう狼おおかみを連れた女子生徒が恐おそる恐る視線を向けていることに、レインはとうとう気がつかなかった。
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　大陸を跨またぐゴロデンス山脈。その西に位置するフロメレス岳だけの中腹は、すでに秋の色を醸かもし出していた。鼻を撫なでる香かおりは清すが々すがしい深緑のそれから濃い土の匂においに変わり、耳を打つ虫の音は《砂すな蟬ぜみ》から《銀ぎん鈴すず虫むし》に、その羽音のバトンを渡わたしている。

　そんな人ひと里ざと離はなれた山の中。レインは柔らかな大地に膝ひざをつき、食い入るように木の根元を覗のぞき込んでいた。

「ペムペムー。あったかー？」

「ぴーぎー」

　根と根の窪くぼみに潜もぐるペムペムのお尻しりが左右に揺ゆれる。残念そうに戻もどってきた相棒を抱だきかかえるレインが、はぁ～っと大きな溜息を零す。

「キリ。ルッツ。そっちはどうだ？」

「ん～ん。だめ、こっちもないよ～」

　そんなレインに負けず劣おとらずがっかりした声が、別の木の下から響いた。

　白はく桃とうを思わせる柔らかそうなほっぺに、森の中で一ひと際きわ映はえる白地の制服。トレードマークのツインテールに張り付いた木の葉を払はらい、苺いちごのような唇をむぅ～と尖とがらせる彼女の名は、キリ・トレントレット。

　その掌に鳥の紋章を刻み、転生の化け身しんと呼ばれる霊れい鳥ちよう《フェニックス》の雛ひな、ルッツを肩に乗せるキリは、不満を顕あらわに高々と両手を突つき上げた。

「あ～んもん。全然見つからな～い」

「簡単に見つかっては訓練にならんだろう。すこし落ち着きなさい」

　ふてくされたキリに、永い転生の末に人語を操あやつるに至ったルッツが小さな嘴くちばしをツインテールの根元に差し入れる。母鳥が我が子の毛け繕づくろいをするようにルッツが嘴を動かすと、キリの窄つぼんだ口元がだらしなく緩ゆるんだ。

「あぁいぃ～。もうちょっと強くぅ～」

　くすぐったそうに身を捩ねじって甘えた声を出すキリに、レインが苦笑を零す。

　そんなレインの耳に、小川のせせらぎのような澄すんだ声が滑すべり込んだ。

「ん～。こちらもありませんね」

　暖かく降り注ぐ木こ漏もれ日の中で、一人の少女が落ち葉の上に広がった制服のスカートを整えながら立ち上がる。

　離はなれていても良い匂いが漂ってきそうなカカオ色の髪かみに、手塩にかけて育てられたチェリーを思わせる上品な笑み。紅葉間近の森の中に溶とけ込むように、それでいて確かな存在感を放つ彼女の名は、リーナ・アインセンス。

　その掌にゴーレムの紋章を刻み、森の中で窮きゆう屈くつそうに身体を傾かたむける大おお柄がらなモンスター、磁力を操る《コイルゴーレム》のドッコルをパートナーとするリーナは、困ったように微笑みながらキリに近付くと、後ろからそっとその小さな身体を抱き締めた。

「噂うわさには聞いていましたけど、本当に見つからないですね。《イリョウ茸だけ》」

「ほんとにね～」

　首を反らしてリーナを見上げるキリが、少し疲つかれを滲にじませながら同意する。

　まるで姉妹しまいのように仲の良い二人の姿を眺めながら、レインは改めて今回の合同訓練の課題を思い出した。

　今回の課題は採取だ。目標は様々な薬の原料になるキノコ、《イリョウ茸》。しかし、探し始めて半日も経たつというのに、レイン達の籠かごにはキノコどころか木の葉すら入ってはいなかった。

「まぁ、止まっててもしょうがねぇし、もう一回手分けして探すか」

「そうだね。まだ、時間もあるし」

「そうしましょうか」

　ペムペムを肩に乗せたレインが提案し、キリとリーナが口々に頷うなずく。

　そして、三人が気持ちを新たに探たん索さくを再開しようとした、ちょうどその時。

「この辺には一本も生えてねぇよ」

　どこか投げやりな声が、森の中で静かに響ひびいた。

　レイン達が踏ふみ出した足を止めて振ふり返る。そこには、一人の青年がつまらなそうに腕うでを組みながら木に背中を預けていた。

　猛もう禽きん類るいを思わせる近寄り難がたい眼差しに、貝かい殻がらを砕くだいたかのような灰色の髪。自分の縄なわ張ばりを他人に荒あらされることを嫌きらう狩かりゆう人どのような雰ふん囲い気きを醸す彼の名は、ハンス・バンルード。

　その掌に猫ねこの紋章を刻み、影かげと同色の体毛を身に纏う《シャドウパンサー》のクルードを傍かたわらに控ひかえさせるハンスに、レインはムッと口を窄めた。

「何でないって分かるんだよ？　探したら、一本ぐらい──」

「ここら一帯は、もうクルードが全部探したんだよ」

「探したって。どうやって？」

「はぁ……。あの間ま抜ぬけに見せてやれ、クルード」

「ガゥァウ」

　主あるじの声に、クルードがその長い黒くろ尾おをくねらせながら唸うなり、前足で軽く地面を叩たたく。するとクルードの影が水に溶けた絵の具のようにほどけ、その色を薄うすくしながら辺り一帯に広がった。

　薄い影に覆おおわれる大地に、レイン達が目を丸くする。

　呆ほうけるレイン達を一いち瞥べつし、ハンスは、ふんっと鼻を鳴らした。

「この影はクルードの縄張りだ。どこに何があるか手に取るように分かる。──もういいぞ、クルード」

　クルードに影を戻させ、ハンスが木から背中を離す。

「ここにもう獲え物ものはねぇ。それでも時間を無む駄だにしたいなら勝手にしろ」

　突き放すように言い残し、ハンスがクルードと共に森の奥へと歩き出す。

　一方、レイン達は無言のまま顔を見合わせると、クスッと小さな笑えみを残して狩人達の背を追いかけた。

「サンキュー。さすが猫ちゃん。無駄な時間を使わなくて済んだぜ」

「うんうん。猫ちゃんとクルードちゃんは頼たよりになるよね！」

「ご立派ですわ。猫ちゃん」

「誰だれが猫ちゃんだ！　ええい、鬱うつ陶とうしい！　纏わり付くなっ!!」

　自分を囲むレイン達に、ハンスがしかめっ面つらを浮うかべて腕を薙なぎ、髪を搔かき乱しながら悪態をつく。

　その姿を楽しげに見守ったレインは、その双そう眸ぼうを深い森に移して呟つぶやいた。

「それにしても、本当に見つかんねぇな。いくら希少なキノコって言っても、こんなに見つからないもんなのか？」

「ぴぎぴぎ」

　レインの頭の上に乗るペムペムが、同意するように声を漏もらす。

　その疑問に、キリの肩で翼つばさを休めるルッツが小さな嘴を開いて応こたえた。

「ふむ。今年は不作という噂だからな。易やす々やすとは見つかるまい」

「噂って誰から聞いたの？」

　キリが不思議そうな顔をして尋たずねる。探索が始まってから今まで、別のチームとは遭そう遇ぐうしていないはずだ。一体、ルッツは誰から噂を聞いたのか。

　ルッツは聡そう明めいな双眸を細めると、その視線を森の屋根、鳥達の囀さえずりが絶え間なく響く木々の枝へと傾けた。

「なぁに。この森の者達に尋ねただけのことじゃよ」

「なるほどな」

　視線を追ったレインが柏かしわ手でを打つ。流りゆう暢ちようすぎる人語のおかげで忘れそうになるが、ルッツは鳥類なのだ。同じ鳥と会話できても不思議ではない。

「しかし、だとすると困ったな」

　難航する課題に、レインが難しい顔で腕を組む。一方、その頭に乗るペムペムが脳天気な顔をして、飛んできたチョウチョを追いかけていた。

　対照的な単たん細さい胞ぼうコンビに、キリとリーナが顔を見合わせて微ほほ笑えむ。

　そんな、どこか和なごやかな雰囲気を搔き消すように──

「オーッホッホッホッホッホ。お困りのようですわね。皆みなさん！」

　黄金の鐘かねの音を思わせる堂々とした声が、レイン達の鼓こ膜まくを震ふるわせた。

　微び妙みような面おも持もちで、レイン達が声の聞こえた方へと視線を傾ける。

「また、面めん倒どうなヤツが来た……」

　ハンスが愚ぐ痴ちる中、リーナが仕方ないといった表情で返した。

「お連れの方々はどうされたのですか？　マルチェさん」

「そんな些さ細さいな問題を気にしていてはリーダーはやっていられませんわよ。リーナさん」

　お守もり役の所在を尋ねるリーナに、その少女は手の甲こうを口元に添そえながら満面の笑みで答えた。

　頭の両側でクルリと輪を描えがくように整えられたピンク色の髪に、意志が強そうな目元をより一層際立たせる長い睫まつげ。庶しよ民みんが手を伸のばすことを躊躇ためらう極ごく上じようのメロンのような気品を漂ただよわせる彼女の名は、マルチェ・レンガーレ。

　その掌てのひらに天使の紋もん章しようを宿し、恋れん慕ぼと愛情を司つかさどる小さな天使、《キューピッド》のピローネをパートナーとする彼女は、リーナと同じ学校に通う同級生で、レイン達とは別のチームに属する合同訓練の参加者だった。

「時に、皆さんはもうお目当ての物は見つかったのでしょうか？」

「答える義理はねぇ。行くぞ」

　ふふんっと鼻を鳴らして尋ねるマルチェに、ハンスが苛いら立だちを顕わに目を細め鬱陶しいとばかりに一いつ蹴しゆうする。

　しかし、そこまで徹てつ底ていできないリーナは、溜息を一つ零こぼすと、小さく肩かたを竦すくめてマルチェに向き直った。

「残念ですが、まだ私達の籠は空っぽですよ。どうにも、外れの場所を探してしまったみたいです」

「そうですか。それは災難でしたわね」

　困ったように眉まゆ尻じりを下げるリーナとは対照的に、マルチェの眉が嬉うれしそうに跳はね上がる。

「おいっ。いい加減に行くぞ。時間の無駄──」

　そんなマルチェに、いよいよハンスが声を荒あららげた、その時。

「譲ゆずってあげても、よろしくてですよ」

　腰こしのポーチを開いて数本の《イリョウ茸》を取り出したマルチェの声が、ハンスの声を遮さえぎった。

　口を噤つぐんだハンスが訝いぶかしそうに目を細め、真意を探さぐるように鋭するどい眼まな差ざしをマルチェへと叩き付ける。その狩人の如ごとき眼光にマルチェは悲鳴を上げてピローネを抱だき締しめると、目め尻じりに涙なみだを浮かべながらリーナに助けを求めた。

「ちょ、ちょっとリーナさん。そこの目つきの悪い御お方かたをなんとかしていただけませんかっ？」

「心配しなくても大だい丈じよう夫ぶです。うちの猫ちゃんは嚙かみついたりしません」

「だから猫扱あつかいするなっ！」

　爆ばく発はつしたハンスの怒ど気きが、マルチェだけでなく森の木々をも震わせる。

　しかし、リーナは特に気にした様子もなく、続けてマルチェに問いかけた。

「それで、どういう風の吹ふき回しですか？　今回の合同訓練で、採取した品の譲じよう渡とは禁止項こう目もくですよ」

「そんなの、同じ学校のお友達として、そしてライバルとして当然のことではありませんか」

　マルチェが妙みように熱の籠こもった声を響かせ、レインが「へぇ～」っと感心するように息を吐つく。

「意外と良いところあるじゃねぇか」

　レインがマルチェの評価を改める。

　──だが、その評価は、

「なんなら、もう少しお手伝いしてあげてもよろしくてですよ。そうですわね、例えばそちらのスライムトレーナーさんを、うちのチームでお預かりするというのはどうでしょうか？」

「はぁあああああああ!?」

《イリョウ茸》と共に差し出された提案によって、ものの見事に覆くつがえった。

「おい！　お前、何言って──」

「ちょっとっ！　何言ってるの！　マルチェちゃんっ!!」

「キ、キリ!?」

　自分以上に抗こう議ぎの声を張り上げたキリに、レインが思わず振り返り、そして直すぐさま身を引いた。

　ツインテールを不知火しらぬいのように揺ゆらめかせるキリは、普ふ段だんは人ひと懐なつっこい双眸をこれでもかと吊つり上げてマルチェを睨にらみ付けていた。

「なんで、レインを、預けなきゃいけないの!?」

「それは、アレです。スライムトレーナーなんてお荷物でしょうから、エンジェルトレーナーである私が引き受けてあげようかと思っただけです。そうです。そうなのです。べ、別に何か後ろめたいことがあったり、特別な感情があってのことではありませんから！　勘かん違ちがいしないでくださいまし！」

　まるで何か後ろめたいことでもあるかのような早口に、まるで何か特別な感情でも持つかのように顔を赤らめて、マルチェが必死に説明する。

　しかし、そんなマルチェの表情の変化に、レインは一いつ切さい気がつかなかった。

「そこまでハッキリ言わなくてもいいじゃねぇかよ」

　しゃがみ込むレインが叩き付けられた現実に肩を落とす。陰かげ口ぐちや嘲ちよう笑しようには慣れているが、ここまでズバッと宣言されれば流石さすがに凹へこ──

「ダーメッ。絶対にレインは渡わたさないからね。レインとペムペムちゃんの面倒くらい、あたし達で十分に見れるんだからっ！」

「キリ、おまえまで……」

「ぴ、ぴぎぎ」

　仲間からも、しかも何かと励はげましてくれたキリにまではっきりとお荷物宣言されたレインとペムペムが、もはや限界とばかりに膝ひざをつく。

　一方、双眸を激しい怒いかりに燃え上がらせたキリはビシッとマルチェを指すと、敵意を顕あらわに叫さけんだ。

「いったい、なんなのマルチェちゃん？　まさかレインのこと気になったりしちゃってるの!?　す、すす、好きなの!?」

「そ、そそそそそそそそそ、そんなことあるわけがないじゃないですか！　スライムトレーナーですよ！　恋れん愛あい対象として見れるわけがないです!?　ま、まぁ。その方がどうしてもと言うならば、ペットとして連れて帰ってあげるくらいの情けはありますけど」

「ひどい！　レインはペットでも愛あい玩がん動物でもないもん！　ペムペムちゃんはともかく、レインはそんな可愛かわいいものじゃないでしょ！」

「キリさん。もうそのへんで……」

　リーナが慌あわててキリに声を掛かける。蹲うずくまるレインは、キリとマルチェに打ちのめされて真っ白な灰になっていた。

　勢いの衰おとろえないキリとマルチェの攻こう防ぼう戦せん。その終結は、マルチェの頭に落とされた硬かたい拳こぶし──、もとい白しろ槌つちを思わせる長い鼻によって下された。

「ふんぎゃ!?」

　振ふり下ろされた長い鼻、《ホワイトエレファント》の渾こん身しんの殴おう打だに、マルチェが頭を抱かかえて蹲る。

　そんなマルチェに向けて、白はく象ぞうの背にちょこんと座るとんがり帽ぼう子しの制服が印象的な少女は、大きな溜息と共に冷さめた声を投げ落とした。

「まったく。《イリョウ茸だけ》を持っていなくなったと思ったら」

「リリアーナさん。いきなりひどいじゃありませ──ふぎゃん！」

「ん。フォーフォンありがと」

　マルチェのチームメイトであるリリアーナがよしよしとパートナーの白象、フォーフォンの頭を撫なでる。

　そのままフォーフォンにマルチェを持ち上げさせたリリアーナは、申し訳なさそうにレイン達へ頭を下げた。

「うちのリーダーが、本っっっっ当にご迷めい惑わくをおかけしました」

「ちょ、ちょっとちょっと。リリアーナさん。お、下ろしてくださいまし～」

「あ～んもう。リーダーうるさい！　ちょっと眠ねむってて」

「え、ちょっんま──ふぎゃむ!?」

　マルチェを近くにあった木にぶつけて再び黙だまらせたリリアーナは、ふと何かを思いついたように、唇くちびるの前でピンと人差し指を立てて囁ささやいた。

「まだ、課題終わってないんだよね？　私達はもう目標達成しちゃったから、お馬ば鹿かなリーダーのお詫わびもかねて内ない緒しよでお手伝いしようか？　うちのフォーフォン、すっごく鼻が良いから」

　試ためすように微笑みながらリリアーナが提案し、フォーフォンがマルチェを持ち上げたまま鼻を大きく揺らす。

　ようやく気力を復活させたレインはキリ達と顔を見合わせると、言葉を交かわすまでもなく首を横に振った。

「いいよ。俺達は俺達で探すから」

「うん。マルチェちゃんを連れて帰ってくれるだけで大助かりだしね」

「あはははは～。だよね～。りょ～かい。んじゃ、頑がん張ばってねぇ～」

　軽く手を振るリリアーナに、フォーフォンが優やさしく大地を踏ふみ締めながら振り返る。

　その白い巨きよ体たいを見送った直後、

「あれ？　猫ねこ野や郎ろうはどこ行った？」

「え？」

「あら？」

　レイン達はようやく、ハンスとクルードがいないことに気がついた。

「ペムペム。知ってるか？」

「ぴぎぎ」

　投げかけられた質問に、ペムペムが首を横に振る。レインは続けてキリとリーナへ視線を流したが、二人もペムペムと同じく首を横に振った。

　忽こつ然ぜんと消えた仲間の姿に、レインが表情を険しくする。

　そんなレイン達を待ち構えていたかのように、生木が砕くだける音とモンスターの怒ど号ごうが森の中を駆かけ巡めぐった。

「なんだ!?」

　レインが反射的に轟ごう音おんの響ひびいた方角へと走り出す。森の中を走り抜ぬけて目まの当たりにしたのは、岩いわ肌はだを晒さらした崖がけの前で腰のポーチに手を添そえながら佇たたずむハンスと、主あるじを背に数体のモンスターを威い嚇かくするクルードの姿だった。

「クルード。容よう赦しやするなよ」

　追い詰つめられているとは思えない程ほど静かな声で、ハンスがクルードに指示を飛ばす。主の命に、影かげの狩かりゆう人どは裂れつ帛ぱくの雄お叫たけびをもって応こたえた。

「ガァァウッ！」

　獰どう猛もうな皺しわを鼻はな頭がしらに刻んだクルードが、その身を黒い疾しつ風ぷうに変える。その炯けい眼がんが見定める獲え物ものは、人の腕うでだけが地面から飛び出たように見える異様なモンスター、《クレイハンド》だ。

　距きよ離りを詰めるクルードに、粘ねん土ど状の腕が一気に伸のび上がる。腕の数は都合五本。しかし、その粘土の指が摑つかんだのはクルードの残ざん影えいだ。腕の根元まで一気に走り抜けたクルードが、その鋭い爪つめで薙なぎ払はらう。二本の腕が尽ことごとく引き千切られ、空中で回転しながら一いつ瞬しゆんにして干ひ涸からび、砂とも塵ちりとも分からないものに変わって砕け散った。

　だが、クレイハンド達はただではやられなかった。ゴーレムに属するその肉体は、粘土とは思えない程の硬こう度どを誇ほこる。二本の腕に威い力りよくをそぎ落とされたクルードの爪が、三体目の半ばにめり込んでその動きを止めた。残った二本の腕が影の狩人を自らの縄なわ張ばり、地中に誘さそい込もうと襲おそいかかる。

「危ねぇっ！　ペムペム！」

「ぴぎぃっ！」

　レインとペムペムが助すけ太だ刀ちを試みる。だが、ペムペムがその身体からだを青い弾だん丸がんに変える直前、クレイハンドの腕が痙けい攣れんし、ピタリとその動きを停止させた。レインの視線が地面に滑すべる。クルードの影から伸びる影えい槍そうが、地面に落ちたクレイハンドの影を貫つらぬいていた。影に負った傷が反映し、クレイハンドの掌てのひらに風穴が開く。影を貫かれた二本の腕は、先に朽くち果てた一本を追い、瞬またたく間まに砕け散った。

　崩くずれ落ちるクレイハンドの残ざん骸がいに、ハンスがその鋭するどい双そう眸ぼうをさらに細める。鍛きたえ抜かれた狩人の眼まな差ざしは、地面を逃にげる本体を正確に捉とらえていた。

「クルード、徹てつ底てい的に刈かり尽つくせ！」

「グアァアウ！」

　主の声に、クルードが力の限り自らの影を踏みつける。足あし下もとの影は一瞬収縮したかと思うと、次の瞬しゆん間かんには大きくその縄張りを広げ、辺り一帯を影色に塗ぬり潰つぶした。

　影色の地面の五カ所で、何かが蠢うごめく。

「【シャドウプレス】」

「ガァァウ！」

　クルードが地面に押しつけた前足を渾身の力で踏み締しめる。その瞬間、クレイハンドの本体が容赦なく押し潰され、耳みみ障ざわりな断だん末まつ魔まがひび割れた地面から木こ霊だました。
















　断末魔が止やみ、森が静せい寂じやくを取り戻もどす。

　情け容赦の無い徹底的な殲せん滅めつに、悔くやしい程に強いハンスとクルードに、レインの口元から苦笑いが零こぼれる。

　その笑えみを無理矢理嚙かみ殺したレインは、地面から影が引いたことを確かめるとハンスの傍そばへと歩み寄った。

「よ、猫野郎。怪け我がはねぇか？」

「あるように見えるか？」

　軽く手を上げて尋たずねるレインに、ハンスが素っ気なく答える。レインも、まさかハンスが怪我をしているとは思ってない。一応、聞いてみただけだ。

　だが、本気で心配していたキリはそうはいかなかった。頰ほおを大きく膨ふくらませ、人ひと懐なつっこそうな眉まゆを吊つり上げる。

「もう。ハンス！　また一人で勝手にいなくなって、心配するじゃん」

「余計なお世話だ」

「またそうやって突つっぱねる！」

「まぁまぁ、キリさん。落ち着いて」

　憤ふん慨がいするキリを、リーナが優しく背中から抱だき締めて落ち着かせる。

　そんな二人から視線を逸そらしたハンスは、戻ってきたクルードの耳を指先で撫でながら質問を返した。

「それで。キノコの件はどうなったんだ？　まさか、あのバカ女に甘えたんじゃねぇだろうな」

「ハンスさん。女の子にバカ女は失礼ですよ。それと、マルチェさんはおバカじゃありません。ちょっと周りのことがよく見えないだけです」

「ソレをバカって言うんだろーが」

　穏おだやかな口調で話すリーナに、ハンスが荒あら々あらしく髪かみを搔かく。

　その時、

　──フィン──

　ともすれば聞き逃のがしそうな程小さな声が、レインの耳を叩たたいた。

「ん？」

　鼓こ膜まくを微かすかに震ふるわせたその声に、レインが小首を傾かしげる。しかし、首を傾げたのはレインだけだった。キリは相変わらずふくれっ面つらでハンスに注意しているし、リーナはそんなキリを宥なだめている。ハンスはもはやうんざりとした顔で耳を塞ふさぎ、ペムペムは大きな鼻はな提ちよう灯ちんを作って居い眠ねむりを始めている。

「気のせい、か？」

　歯切れの悪いレインの声を、我が慢まんの限界に達した怒号が吹ふき飛ばした。

「あああ！　うるせぇうるせぇうるせぇ。俺はもう行くぞ！」

「ちょっと、ハンス。どこ行くの!?」

　歩き始めるハンスを、キリが慌あわてて追いかける。

　しかし、ハンスはすぐに足を止めた。

　その立ち止まった先には、岩がん壁ぺきをくり貫ぬいたような暗い洞ほら穴あながぽっかりと昏くらい口を開けていた。

「え、ちょっと。ハン──」

「生えてるのがないならぶんどる。それだけの話だ」

　事も無く言ってのけるハンスに、キリが言葉を詰まらせる。レインもさることながら、リーナですら開いた口が塞がらなかった。

　深い洞穴から溢あふれるモンスターの気配。おそらく、先ほどハンスが蹴け散ちらしたクレイハンドもここから出てきたのだろう。モンスターの中には《イリョウ茸だけ》を巣穴に蓄たくわえるものもいる。洞穴の何処どこかにその蓄えた《イリョウ茸》がある可能性はゼロではない。

　だが、あくまで可能性の話だ。

「本気かよ。猫野郎」

　レインが困こん惑わくしながら尋ねる。普ふ段だんハンスは効率を重視するだけに、こんな不確実な方法を選ぶことは珍めずらしい。

　しかし、ジッと洞穴を見み据すえる双眸に迷いはなかった。

「お前らは残ってろ。俺とクルードで十分だ」

「そ、そんなわけにいかないでしょ。ちょっと、リーナちゃん。レイン。ルッツ。みんなからも、何か言ってよ！」

　お手上げとばかりに、キリが助けを求める。レインは少し悩なやんだが、苦く笑しようと共に頰を搔いた。

「まぁ、いいんじゃねぇか？」

「レイン!?」

　レインの賛同に、キリが悲鳴のような声を上げる。

　そこに、更さらなる追い打ちが掛かかった。

「確かに……。もう、この辺に《イリョウ茸》は残っていなさそうですし。猫ちゃんの意見を尊重するのも良いかもしれませんね」

「キリ。御お父上ならば笑って飛び込んで行くだろうな」

　ルッツがキリの肩かたから飛び降り、洞どう窟くつに潜もぐる準備としてランタンの代わりを務めようと炎ほのおを纏まとう。

「リーナちゃんに、ルッツまで。うぐぐぐう～～、ぺ、ペムちゃんは──」

「怖こわいなら留守番してろ。誰だれも無理に連れていかねぇよ」

　遂ついにペムペムに縋すがり付こうとしたキリに、ハンスがどこか哀あわれみを織り交ぜた視線を傾かたむける。

　これには、さすがのキリも憤慨した。

「行く！　絶対に行くっ！　ああ～、もう！　行ってやるんだから！」

　半ば自棄やけになったキリが、足を踏ふみ鳴らしながら洞窟への先せん陣じんを切る。

　レインはリーナと顔を合わせて苦笑を零すと、競きそうように洞窟の奥へ奥へと進んでいく二人の後を追いかけた。




　　　　＊




　水の落ちる音が、暗くら闇やみに響ひびいた。

　炎を纏うルッツが洞窟を照らし、岩壁にレイン達の影かげを作る。その殿しんがりを務めるドッコルに向けて、リーナは心配そうに振ふり返った。

「ドッコル。大だい丈じよう夫ぶですか？」

　洞窟は人が立つには十分な高さだが、巨きよ軀くを誇ほこるドッコルにはギリギリだった。小さく頷うなずくドッコルの頭頂部が天てん井じようを擦こすり、ゴリゴリと音を立てる。

　その様子を見守るリーナの隣となりで、キリは思い詰つめた表情を浮うかべると、ピタリとその足を止めた。

「ねぇ。やっぱり可か哀わい想そうじゃない？」

　罪悪感に表情を曇くもらせたキリの声が、洞窟の闇やみに吸い込まれる。

「まぁ、完全な横取りだしな」

　レインが曖あい昧まいな表情で頰を搔いた。野生のモンスター達がせっかく蓄えた食料を奪うばうのは良心がとがめるが、かといって今さら引き返して《イリョウ茸》が見つかる保証はどこにもない。

「そう思うならさっさと引き返せ」

　言葉を濁にごすレインに代わり、ハンスが突き放すような口調でキリを睨にらむ。

　だが、今度はキリもハンスのことを睨み返した。

「そんなこと言っていいの？　ルッツがいないと真っ暗だよ？」

　ささやかな胸を張り、キリが先頭を任されたルッツを呼び戻す。少し思案してキリの肩に舞まい戻ったルッツがその炎を弱めると、あっと言う間に洞窟の闇がレイン達を包み込んだ。

「っち。こんなことならランタンでも持ってくるんだった」

　憎にく々にくしげにハンスが舌を打つ。クルードは暗闇でも自由に動けるが、ハンスはそういうわけにはいかないのだ。モンスターの能力を高め、その力の一部を還かん元げんする技法、【契けい約やくの絆きずな】を発動すればいくらかましになるだろうが、【契約の絆】は体力を消しよう耗もうする。長時間の使用は不可能だ。

　一いつ矢し報むくいたキリが得意げに微ほほ笑えむ。

　その笑みが、悲鳴と共に凍こおり付いた。

「ふひゃあああっぁあぁあぁぁ！」

「キリ!?　ルッツ、明かりだ！」

「分かっておる」

　突とつ如じよ洞窟に響いた悲鳴に、ルッツが慌てて炎を燃え上がらせる。後退する暗闇の中、キリは雨に濡ぬれた子こ猫ねこのようにプルプルと震えて蹲うずくまっていた。

「どうしたんですか、キリさん？」

「い、今なに──うみゃあああ!?」

　再び悲鳴を上げたキリが跳はね起きる。白い制服の背中が不自然に盛り上がり、ヌルッとした染しみができていた。

「イヤァー！　なになになにぃっ!?」

「キリさん。お、落ち着いて」

　身体からだをくねらせるキリに、リーナが慌てて手を伸のばす。その手首に、天てん井じようから何かが落下してきた。

「え？　ひぅっ──」

　一いつ瞬しゆん何が起きたか分からずに呆ぼう然ぜんとしたリーナが、背筋を這はい上がる悪お寒かんに腕うでをはね上げる。空中に投げ出されたそれにレインが慌てて手を伸ばすが、握にぎり締しめた指は表皮を覆おおうぬるっとした粘ねん液えきに尽ことごとく滑すべった。

「お、おっとっとっとっと。こ、こいつ。《泥どろウナギ》どわぁっと！」

　地中を泳ぐ泥ウナギがレインの指先を滑り抜ぬけ、再び空中へとその身体を躍おどらせる。そして運の悪いことに、その泥ウナギは吸い込まれるようにリーナの首筋へと落下すると、襟えり首くびから服の下へと滑り込んでしまった。

「ひァぁぁっん！」

　リーナが自分の身体を抱き締め、甲かん高だかい嬌きよう声せいを漏もらす。乱れた襟えり元もと、赤らむ鎖さ骨こつと荒あらい息に、レインが慌てて目を逸らす。

　しかし、逸らした先が悪かった。

「ちょっと誰か取って取って取ってえぇっ！」

「こ、これ。キリ。それ以上はっ！」

　揺ゆれる明かりの中で、胸むな元もとまで服を捲まくり上げたキリが鳥の紋もん章しようとハート柄がらがあしらわれた下着を晒さらしていた。

「レイーン！　お願い助けて。ヌメヌメするのが背中にいるよぉ～っ！」

　弱々しくうるんだ上うわ目め遣づかいで助けを求めるキリが、制服をたくし上げた背中をレインに向ける。初めて目まの当たりにする女性の下着の少し上、捲り切れていない服の下で細長い何かがその身をくねらせる。

「い、いいのか？」

　晒された同い年の女の子の素す肌はだに、レインが唾つばを吞のみ込みながら尋たずねる。

　その白くてか細い背中に、大きな膨ふくらみが並んだ。

「レ、レインさん。よかったら、私の方もお願いできますか？」

　胸を下から抱かかえ上げ、上胸部分で泥ウナギを止めているリーナが羞しゆう恥ちに頰ほおを染めながらレインに申し出る。
















　頭の奥が殴なぐられたかのような衝しよう撃げきに、レインは思わず倒たおれそうになった。

「ちょ、待てよ二人とも。俺よりも、ハンスの方がいいんじゃねぇのか？」

「レインで良いの！」

「ハンスさんは、その、そのまま襲おそわれてしまいそうなので」

「俺が襲わないって確信は何なんだ？」

「テメェら何遊んでやがんだ！　来るぞ！」

　突とつ如じよ、ハンスの怒ど号ごうが洞窟の壁かべを殴りつけた。これ幸いと視線を走らせたレインが緊きん張ちようをはね上げる。暗闇の中、重力を無視して壁の影を駆かけ上がるクルードが、洞窟の奥から大挙して押し寄せる何かを打ち落としていた。

　天井で逆さに構えたクルードが、影を纏ってリーチの増した尾おを振り払はらう。打だ撃げき音が連続で木こ霊だまし、次々と洞窟の壁に黒点が刻まれた。その正体は、小さな牙きばに敵を痺しびれさせる毒を持つコウモリ《ショックバット》だ。闇そのものが襲いかかってくるかのように、ショックバットの群れがルッツの生み出す明かりの中に突つっ込んでくる。

「うざってぇな！　蹴散らせ、クルード。【シャドウプロテクション】！」

「グアァアアアアウ」

　洞窟の空気が震しん撼かんする。天井に映し出された影がクルードの身体を包み、闇色の装そう甲こうへと姿を変える。クルード自身も一回り巨きよ大だい化し、強きよう靭じんな四し肢しの筋肉は目に見えて膨ぼう張ちようしていた。以前にも増して洗練されたその姿に、レインが思わず目をみはる。直後薄うす暗ぐらい洞窟の中でクルードの姿が霞かすみ、耳みみ障ざわりな悲鳴が木霊した。

　重力を無視して洞窟の影を駆け抜けた狩かりゆう人どの牙は、一瞬のうちに七体ものショックバットを捉とらえていた。無造作に首を振ったクルードがショックバットを地面に叩たたき付け、その顎あぎとを大きく開く。その喉のどから迸ほとばしった獣じゆう声せいに、仲間の骸むくろを飛び越こえようとしたショックバット達が動きを止める。

　圧あつ倒とう的な力量差。あちらはクルードに任せて問題ないだろう。

　それよりも大きな問題が、今まさにレインの前に立ちふさがっていた。

「んっぃう！　レイン、早くっ！」

「ぁ、ぃぁ……。レイン、さん。お願い、します」

　白い背中をプルプルと震ふるわせるキリと、どこか目元をトロンとさせたリーナが、熱い吐と息いきと共に助けを求める。

　レインは激しく髪かみを搔かき毟むしると、遂にその覚かく悟ごを決めた。

「どうなってもしらねぇぞっ！」

　喉の奥から声を絞しぼり出し、レインがキリの背中とリーナの胸元に手を突き入れる。その瞬しゆん間かん、二人の身体が雷かみなりに打たれたかのように跳ね上がった。

「「ひゃあああああああああん！」」

「わ、悪いっ！」

　洞どう窟くつに響く二人分の悲鳴に、レインが慌あわてて手を引き抜く。その勢いに、せっかく摑つかんだ泥ウナギの身体がツルンと滑った。取り残された泥ウナギは我が物顔で二人の身体を蹂じゆう躙りんする。

　いい加減レインが泣きたくなってきたその時、妙みよう案あんが頭の中を駆け抜けた。

「そうだ！　ペムペム【分ぶん裂れつ】しろ！」

「ぴぎ？」

「早く！」

「ぴぎぴぎっ！」

　ペムペムがレインの剣けん幕まくに慌てて分裂体を生み出す。その分裂体と本体のペムペムを摑んだレインは、説明をする暇ひまもなくキリとリーナの服の中にペムペム達を押し込んだ。

「ひゃぃ！」

「つ、冷たいです！」

「我が慢まんしろ！　ペムペム、捕つかまえたな？　引き抜くぞ！」

「「ぴぎぴぎぴぎ！」」

　キリとリーナの抗こう議ぎを無視して、ペムペムの返事を聞いたレインが一気に手を引き抜く。泥ウナギは粘液をペムペムに吸収され、その小さな口にしっかりと摑まれてきた。

「ルッツ。蒲かば焼やきにしてやれ！」

「承知した！」

　ルッツが身体に纏まとう炎ほのおを倍増させる。肌はだを焦こがすほどの熱気と熱風を纏うルッツにペムペムが捕まえていた泥ウナギを放ほうり込むと、炎の中で身を捩ねじらせる泥ウナギからすぐに香こうばしい匂においが洞窟の中に立ち上ってきた。

「はぁはぁ、ひ、ひどい目にあった」

「ま、ったくです」

　息も絶え絶えになったキリとリーナがへたり込む。その服は泥ウナギによって濡れて肌に張り付き、かなり危あやうい姿になっていた。レインがルッツに目を走らせ、意を汲くんだルッツが二人に近づき、濡れた服の水気を飛ばす。

　ルッツに二人を任せたレインは、頰を火ほ照てらせながら戦せん闘とうを任せっきりにしていたハンスへと目を走らせた。

「まぁ、あいつなら大だい丈じよう夫ぶだろ──」

　レインが声を詰つまらせる。

　ルッツの炎が灯ともす光と洞窟の影かげの狭はざ間まで、ショックバットの牙を肩かたに受けたハンスの身体が洞窟の地面へと傾かたむく。

「猫ねこ野や郎ろうっ!?」

　レインの声が洞窟に反はん響きようし、ハンスの身体が地面へと倒れる。ハンスはなぜか不自然に身体をねじると、肩から身体を地面に打ち付けた。

「くっそ。噓うそだろ!?　ペムペム！」

「ぴぎぃ！」

　レインがペムペムを走らせながら洞窟の奥に目を向ける。闇やみにうごめく数え切れないほどの翼つばさと赤い双そう眸ぼう。その中を影の装甲を纏まとったクルードが烈れつ火かの如ごとく暴れ回っていた。

　物量に吞み込まれるクルードが忌いま々いましげに口元を歪ゆがめる。圧倒的な速度でショックバットを屠ほふっているが、主あるじとの距きよ離りを詰めるには至らない。

「く、っそが」

　攻こう撃げきを許した自分への怒いかりに、ハンスが喉から悪態を絞り出す。その怒りは、シビれる指先を無理矢理動かした。ハンスが肩に嚙かみつくショックバットの身体をわしづかむ。だが、深く食い込んだ牙は、易やす々やすと抜けはしない。

　その次の瞬間、ショックバットは血の尾を引いてハンスの肩から吹ふき飛ばされた。

「ぴっぎう！」

　渾こん身しんの体当たりをショックバットに叩き付けたペムペムが、ハンスの額に着地しながら胸を張る。

「猫野郎、大丈夫か？」

　駆けつけたレインがハンスに肩を貸そうと手を伸のばす。

「余計なお世話だ」

　その指先は、猫の紋章を刻んだ掌てのひらにはじき飛ばされた。頑がんとして手を借りようとしないハンスに、レインが呆あきれを通り越し感心したように息を吐はく。

　その時、激しい怒りに燃えた声が洞窟の闇を貫つらぬいた。

「クルードちゃん。ちょっと下がって」

「すみません。少し八つ当たりさせていただきます」

　服を乾かわかし終えたキリとリーナが、思わず身み震ぶるいするような怒りを身に纏まといながらショックバットの群れを見定める。その並々ならない怒ど気きにクルードが慌てて飛び退のくと、追いかけてくるショックバットの群れに向けて、キリとリーナが茜あかね色いろと赤せき褐かつ色しよくの燐りん光こうに包まれた掌を突きつけた。

「【ファイヤーサイス】」

「【リフレクショット】」

　炎の鎌かまと磁力の反発によって打ち出されたドッコルの肩部が、ショックバットに向けて解き放たれる。その射線上にいたレインが頰を引き攣つらせながら強ごう引いんにハンスを引き連れて飛び退くのとほぼ同時に、ショックバットの絶ぜつ叫きようが洞窟内を震撼させた。【契けい約やくの絆きずな】により底上げされ、さらに並々ならない怒りを注がれた一いち撃げきは、ショックバットの大半を焼き払い、押し潰つぶす。難を逃のがれた残敵は、直すぐさまその翼を翻ひるがえして闇の中へと舞まい戻もどった。

「あ、逃にげた！」

「もう少し粘ねばってほしかったですね」

　キリが頰を膨ふくらませ、リーナが剣けん吞のんな眼まな差ざしを浮うかべながら微ほほ笑えむ。

　レインは背筋に冷たいものを感じつつ眉まゆを顰ひそめた。影の装甲を解き心配そうに主に鼻先をすり寄せるクルードを視界に収めながら、痺れの取れないハンスに声を掛かける。

「らしくないな」

「るっふぇ」

　痺れが舌に来たのか、ハンスが不ふ明めい瞭りような声を吐き出す。どこまでも珍めずらしい姿に驚おどろきつつ、レインはふと、先ほどハンスが無理に身体からだを捻ひねって、さらに言うなら後うしろ腰ごしに回したポーチを庇かばうように着地したことを思い出した。

「ポーチになんか入ってんのか？」

　不思議そうに呟つぶやいたレインが、何気なくハンスのポーチに手を伸ばす。

　億おつ劫くうそうに細められていたハンスの双眸が、カッと力を取り戻した。

「さふぁるんじゃねへぇ！」

　ろれつの回らなかった舌を無理矢理動かし、ハンスが激しく抵てい抗こうする。その姿に、レインだけでなく、キリやリーナが首を傾かしげた、その時。

　──フィン──

　洞窟に入る直前に聞こえたあのか細い声が、再びレインの耳を撫なでた。今度はキリ達にも聞こえたらしく、全員が声の主を探して首を回す。

「何かいるよな」

「き、気のせいだろ」

　視線を落とすレインに、ハンスが痺れの残る首を強引に傾けて視線から逃れる。そっぽを向くハンスに対たい抗こうするように、小さな頭がハンスの腰に下げられたポーチから顔を出した。

「フィィイイン！」

　幼い声が洞窟の中で反響する。

　その声を追うように、目を丸くしたレイン達は声を張り上げた。

「「「ノーム!?」」」

「フィッ!?」

　突とつ然ぜん大声を出され、小さな頭がビクッと震える。アライグマを思わせる眉み間けんに黒い筋の入った小さな頭に、ちょこんと伸びた白いヒゲ。頭には茸きのこの帽ぼう子しを被かぶり、大地と植物の守り手として童話によく取り上げられる《ノーム》が、おっかなびっくりといったようすでレイン達のことを覗のぞき見る。

　そのあまりにも愛らしい姿に、ある人物が黄色い悲鳴を張り上げた。

「きゃああああ。かわいいいい！」

　喜びに喉を震わせたキリが、ハンスのポーチからノームを取り上げる。大人のノームですら子こ猫ねこほどのサイズしかないが、このノームはまだ子供なのか、その大きさたるやキリの小さな掌にすっぽりを収まるサイズだ。

　突然持ち上げられたノームが縞しま々しまの尾おっぽを抱だき締しめながら、小さな手でキリの手をペチペチと叩く。

「ちょっと、なにこれ!?　可愛かわいい可愛い可愛いぃっ！　もうこれ、ペムペムちゃんより可愛いんじゃない!?」

「ぴぎっ!?」

　ノームに頰ほおをすり寄せながらクルクルと回転するキリに、可愛さだけにはささやかなプライドを持っていたペムペムの顔が凍こおり付く。

　レインはそんなペムペムを慰なぐさめながら、シビれる身体にむち打ち寝ね返がえりを打つハンスに目を向けた。

「んで、どうしたんだよ。あれ」

「なんのこふぉだ？」

「惚とぼけるなよ。お前のポーチから出てきたんだぞ」

「勝手に潜もぐり込んだんだろう。俺も、今初めて気がついたところだ」

「私には、猫ちゃんがポーチを庇って倒たおれたように見えましたけど？」

　否定するハンスに、リーナが嗜虐的な微笑みを浮かべ、追い打ちを掛ける。

「見たところ、群れとはぐれたようですけど。何かあったんでしょうか？　例えば、他ほかのモンスターに追われていた、とか？」

　容よう赦しやなく核かく心しんを突つくリーナに、ハンスが気まずそうに肩を小さくする。

　一方、レインは涙なみだ目めになるペムペムを抱だき上げながら納なつ得とくした。この子ノームはクレイハンドに追われて地上に逃げ出したところ、ハンスに助けられたのだろう。そして、ハンスはノームの子を群れに戻すことを考えた。これなら、ハンスにしては珍しい不確実な洞どう窟くつ探たん索さくにも合が点てんがいく。

　それにしても、だ。

「それならそうと、なんで俺達に相談しないんだよ」

　レインがハンスの背中に問いかける。ハンスがノームの子供のことを話してくれれば、レインはもとより、キリもリーナも喜んで協力するだろう。

　ハンスはやや時間をおくと、歯切れ悪く答えた。

「俺の、柄がらじゃねぇだろう」

　レインは思わず吹き出しそうになった。隣となりのリーナも、必死に笑いを嚙み殺している。まったく、ハンスの言うとおりだ。出会った当初は他人を嚙み殺しそうな眼差しを振ふりまいていた狩かりゆう人どのような男が、まさか群れからはぐれた野生のモンスターのために一ひと肌はだ脱ぬぐなど、確かに柄じゃない──

　とは、レインは思わなかった。

　レインがリーナと目を合わせる。リーナはどこか嬉うれしげな苦く笑しようを零こぼすと、小さくその顎あごを引いた。

　なんだかんだ言って、ハンスはサラマンダーと対たい峙じしたときにレイン達に協力してくれたし、ウンディーネのときはその料理の腕うでを振るってくれた。今回だって、クルードと率そつ先せんして《イリョウ茸》を探してくれていた。

　むずがゆそうに身体を揺ゆらしクルードを背中に立たせるハンスに、レインとリーナがやれやれと溜息を零す。

　武士の情けとばかりに、ノームを抱き締めるキリの視線からハンスを隠かくしたレインは、「さてと」と仕切り直すように口を開いた。

「これからどうする？」

「そうですねぇ……。この、ノームさんを群れに返してあげたいですけど、どこに巣穴があるか分かりませんし。猫ちゃんも、この様子ですから」

「ねぇねぇ。この子も連れて帰るとかは……」

「「だめだ（です）」」

「あははは、だよね～」

　キリが残念そうに俯うつむく。その一いつ瞬しゆんの隙すきを突き、キリの手から脱だつ出しゆつしたノームはハンスのポーチへと逃げ込んだ。

「あらあら。これだと、道案内は頼たのめそうもなさそうですね」

　ブルブルとポーチを揺らしながら震ふるえるノームに、リーナが頰に手を当てて眉まゆ尻じりを下げる。

　その時、ジャリッと砂が擦こすれる音が洞どう窟くつに響ひびいた。

「俺のことは、気にすんな」

「……よく、立てるな」

　半ば呆あきれ気味に、レインが呟く。ハンスはショックバットの強力な毒に冒おかされながらも、クルードの背中を借りてなんとか立ち上がっていた。

「そっか。でも、どうする？　あんまりのんびりもできねぇぞ」

　レインが苦笑を零しながら頷うなずき、現実的な問題に目を向ける。ノームを親元に返すのは良いが、まだ課題が達成できていないのだ、あまり時間は掛けられない。

　どうしたものかと全員が頭を捻ひねる中、ルッツがその小さな嘴くちばしを開いた。

「レイン一つ尋たずねるが、ペムペムはどのくらいに【分ぶん裂れつ】できるのだ？」

「ん？　どのくらいって……。本体と同じ大きさだと三体までが限界だな。少し小さくしたので確か五体。ああでも、攻こう撃げき力のほとんどない【分散】の方なら、もっといけるぞ。あんまり、俺は好きじゃないけどな」

「ふむ、そうか。では、その【分散】とやらで、この洞窟をくまなく調べることはできないか？」

「え？」

　ルッツの提案に一いつ瞬しゆん呆ほうけたレインが、眉まゆ根ねを寄せて難しそうに唸うなる。

「できるかもしんねぇけど。言ったろ。分散の状態だと、ほとんど攻撃力はねぇよ。敵に見つかったら終わりだぞ」

「そうかな？　最弱のスライムがさらに小さくなるのじゃぞ。その存在感は皆かい無むじゃろ。それに──」

　ルッツが目を細める。小さな目は、何か期待するような光を湛たたえていた。

「スライムの危機察知能力ならば、そもそも敵に見つかる前に別の道へと逃げられるのではないのか？」

「なるほど！　ナイスだルッツ！」

　納得の笑みを浮かべたレインが指を鳴らし、ペムペムを地面に下ろす。

「頼むぞ、ペムペム。【分裂】んで、【分散】！　洞窟の中、隅すみから隅まで調べてこい！」

「「「「ぴぎぎぎ！」」」」

　レインの号令に、本体の十分の一程ほどに分かれた分裂体達が一いつ斉せいに洞窟の奥へと消えていく。ノームへの対抗意識を燃やすかのように走り去った分裂体達は、十分ほどで戻もどってきた。

「ぴぎ、ぴぎぴぎぴーっぎ」

　分裂体の一体が、こっちに来いと飛び跳はねる。

「あっちだな」

「ドッコル、猫ねこちゃんを運んであげてください」

「な、おい！　余計なことをするな！　やめろっ！　離はなせっ！」

　痺しびれの残る身体からだを必死に動かし、ハンスが激しく抵抗する。その身体を、ドッコルは無情にも担かつぎ上げた。

「よし、行くぞ！」

「ぴぎぃー！」

　先頭を飛び跳ねる分裂体の後を追い、レイン達が洞窟の中を駆かけ抜ぬける。さすがはスライムの危機察知能力と言うべきか、一度も野生のモンスターと出会うことなく、分裂体が先導する場所へとたどり着いた。

「あれ？　行き止まりだよ」

　崩くずれた岩に阻はばまれた通路に、息を整えるキリが首を傾げる。

　しかし、道はここで終わりではなかった。先導していた分裂体が崩れた岩の間に滑すべり込む。

　そのあとを追うように、ハンスのポーチに隠れて出てこなかったノームが崩れた岩の前へと飛び出した。

「フィン」

　ノームがその頭の茸を揺らし、笠かさから零れた胞ほう子しを岩に振りかける。その胞子は直すぐさま発芽し、一気に成長した大量の茸が崩れた岩を押し退のけた。

　岩の間に茸の道が生まれ、洞窟の中に温かな光が差し込む。

「うわ……」

　思わず零れる感かん嘆たんの声。ノーム達の隠れ里が、レイン達の目の前に現れた。天てん井じようには日差しを取り込むための小さな穴がいくつも掘ほられ、差し込む斜しや陽ようが光の帯となり広い空間を照らしている。その光の下には耕された肥ひ沃よくな大地があり、茸を始めとした様々な作物を実らせていた。その地面を耕すのも、食物を取り入れているのももちろん可愛い可愛いノーム達だ。

「うわぁぁ。モフモフがいっぱい……」

　キリがじゅると涎よだれを吞み、両手の指をわきわきと動かす。その足あし下もとをハンスに助けられたノームが駆け抜けた。

「フィィイイイン！」

「「「フィィイイン！」」」

　戻ってきた仲間に、里で右往左往していたノーム達から歓かん声せいが上がる。

「──行くか」

「そうですね。猫ちゃんもこれで安心でしょうし」

「俺は初めから心配なんてしてねぇよ」

　ドッコルに抱かかえられたハンスが、気け怠だるそうに反論する。そんなハンスに向けて、口に何かを咥くわえた子ノームが縞しま々しまの尻尾しつぽを揺らしながらドッコルの身体を駆け上がった。

「フィィーン！」

「お前、こいつは」

　差し出されたものに、ハンスが戸と惑まどいながら手を伸のばす。

　探し求めていた《イリョウ茸だけ》が、そっとその掌てのひらに落とされた。




　　　　＊




「あぁぁ……モフモフ天国だったのに」

「たく。いつまでふてくされてんだよ」

　足の重いキリを、レインがその背中に手を添そえて無理矢理歩かせる。

　そんな二人の後ろに続くリーナは、ドッコルの持つ《イリョウ茸》で一いつ杯ぱいになった籠かごを一いち瞥べつすると、楽しげに細めた双そう眸ぼうをハンスへと滑らせた。

「良かったですね。ノームさんの自家製《イリョウ茸》をたくさん分けてもらえて」

「もらったんじゃなくて奪うばってきたんだよ。間ま違ちがうな」

　帰り際ぎわ、ノームからお手製のイリョウ茸スープまで振る舞まわれてすっかり体調を戻したハンスが、居い心地ごこち悪そうに視線を泳がせる。

　そんなハンスに気づかれないように、レインが小さく笑えみを零した。初対面の時はどれほど嫌いやな奴やつかと思ったが、付き合ってみれば意外な一面が見えてくる。それがペムペムを育てるときの発見に似ていて、込こみ上げる笑みを抑おさえることができなかった。

　何はともあれ、課題は終しゆう了りよう。あとは合流地点に帰るだけ。

　そう、安心した矢先のことだった。

「ああああああああああああああ！」

「ど、どうしたんだよ？　キリ。なんか、忘れもんか？」

　突とつ然ぜん大声を上げたキリに、レインが思わず足を止めて尋ねる。

　振ふり返ったキリは、自分の身体を抱だき締しめながら、羞しゆう恥ちに染まった双眸をレインへと叩たたき付けてきた。

「レイン。洞窟の中のこと覚えてる？」

「え、あ……いや。何の、ことだ？」

　惚とぼけようとするレインの顔が、意に反して赤くなる。薄うす暗くら闇やみに浮うかぶ白い肌はだが、魅み惑わく的な下着のラインが、手に残った柔やわらかな感かん触しよくが蘇よみがえる。

　キリの頰ほおがますます羞恥に染まり、誤ご魔ま化かしきれないと悟さとったレインは遂ついに逃とう走そうを企くわだてた。だが、その計画はキリの隣となりで凍いてつくような微ほほ笑えみを浮かべるリーナと、腕を大きく持ち上げるドッコルにより破は綻たんした。

「レインさん、ご存じですか。人って頭を強く殴なぐられると記き憶おくが飛ぶそうですよ。ちょっと試ためしてみません？」

「待て待て待て待て！　それ、飛ぶのは記憶じゃなくて俺の頭だろう！」

「大だい丈じよう夫ぶ。ルッツもいるし、《イリョウ茸》も一杯あるから」

「いっぺん死ねってことかよ！」

　レインの悲鳴が森に響く。お約束とばかりに、ペムペムはドッコルの頭の上へと緊きん急きゆう避ひ難なんしていた。薄はく情じような相棒に悪態をつく暇ひまもなく、レインはドッコルとルッツに追い詰つめられる。

「落ち着け、お前ら。おい、猫──じゃなかった、ハンス！　たす、助け。うぎゃあああああ！」

　森の中を断だん末まつ魔まの叫さけびが駆け抜ける。目を回して倒たおれるレインは、今日の記憶の一部を吹ふき飛ばした。

　その中には、気絶する直前に見たハンスの微び笑しようも含ふくまれていた。







　　　第四章　できそこないとジャックフロスト




　地平線の彼方かなたまで続く大雪原。降り注ぐ太陽の光を照り返す銀世界。北国の二大都市、《ミルッフェル》から《ニーア・リリン》へと続く道すがら、膝ひざまでを深い雪の大地に埋うずめたレインは白い息と共に焦あせった声を吐はき出した。

「くっそ！　戻ってこい、ペムペム！」

「ぴっぎ……ピキ、ピぎキぎぎ……」

　雪原に今にも凍こおり付きそうな弱々しい鳴き声が響ひびき、真っ白な雪原を水色のボールが跳はねてくる。端はし々ばしが凍り始めたゼリー状の身体、馴なれない極ごつ寒かんの気候に今にも泣き出しそうなつぶらな瞳ひとみ。弱々しく弾はずむ度たびに雪の絨じゆう毯たんに丸い跡あとを残す、世界最弱にして最多の固有数を誇ほこるモンスター。

　スライム

　ペムペムと名付けられ、今や半分ほど身体を凍り付かせたレインの唯ゆい一いつ無む二にの相棒は、大急ぎでレインが羽織る寒冷地用のマントの下に潜もぐり込むと、凍った身体を解かい凍とうしようと一いつ生しよう懸けん命めいにその身を震ふるわせた。

「ぴ……ピ……ぴぎィ～」

「俺達にとっちゃ最悪の環かん境きようだな」

　レインが悪態を吐つきながらマントの留め具を外し、弱々しい声を零こぼす相棒の身体を温める。ジャリジャリと時折スライムにあるまじき音がするのは、ペムペムの凍った身体の表面がこそぎ落ちているからだ。

　粉雪を舞い上げながら首筋を駆け抜ける冷風に、レインが背中を震わせる。

　その冷風を上回る冷気が、強きよう烈れつなプレッシャーと共にレインとペムペムに突つき刺ささった。レインの視界に、白い巨きよ体たいが映る。雪原と同じ純白の身体。猪いのししを模した雪像が足場の悪さをものともせずレインへ突とつ進しんを仕し掛かけてきた。

　雪の猪が後方に粉雪を巻き上げながら突き進み、その鋭するどい牙きばをレインへと突きつける。咄とつ嗟さにレインは避さけようとしたが、深々と雪原に埋もれた足がもつれ、無ぶ様ざまに倒れ込んでしまった。

　雪原を転がるレインのすぐ傍そばを雪の猪が走り抜け、勢い余って数十メートルも駆け抜けた先で深々と雪の大地を抉えぐりながら反転する。

「キャハハ。遊ボ、遊ボ！」

　無む邪じや気きで愉ゆ快かいな笑い声、冷たい風に乗ってレインの耳へと滑り込む。その声の主は、再びレインに向けて白い牙を向ける雪の猪にまたがっていた。

　長く伸ばした前まえ髪がみで顔を隠かくし、雪の羽と氷柱つららの垂れた衣い装しようが目を引く雪の妖よう精せい、《ジャックフロスト》が雪の猪にその小さな両手を押し付ける。

「モットモット、大キクナァレ！」

　オカリナの音のような軽快な声が雪原に響き、その声に導かれたかのように大地を覆おおう雪が雪の猪に集結する。雪を付け足され巨きよ大だい化した猪のサイズはもはや象だ。ジャックフロストの得意技わざ。【スノーメイク】により、さらに巨大化した雪の猪が先ほどの何倍もある巨きよ軀くからは想像も出来ないような速度でレインへと突進してくる。ペムペムがようやく凍った身体からだを解凍してマントの中から顔を覗のぞかせたが、この質量差をどうにかするのは無理な話だ。

　いや、それ以上に、この攻こう撃げきをレイン達は避よけるわけにはいかなかった。雪の大猪がレインに狙ねらいを定める延長線上には、荷台に人や商品を載のせたキャラバンが長い列を成していた。

「くっそぉお！　ばかっ、来るなぁ！」

「ぴぎぎぎぎぃいいいい！」

　レインとペムペムが同時に悲鳴を上げる。その前に、真っ白な雪原で青いツインテールを靡なびかせる少女が滑すべり込んできた。

「さっせるかーっ！　ルッツ！」

「わかっておる」

　雪ゆき兎うさぎを思わせる小こ柄がらな身体。極寒の中で紅潮した頰。その掌に鳥の紋もん章しようを宿すキリ・トレントレットの声に、彼女のパートナーである転生の化け身しんと名高い霊れい鳥ちよう、《フェニックス》の雛ひなであるルッツが冠かん羽うを煌こう々こうと輝かがやかせる。

　流りゆう暢ちような人語を操あやつるルッツはその悠ゆう久きゆうの英知が詰まった双眸で雪の大猪を射い貫ぬくと、嘴くちばしの端はしを僅わずかに吊つり上げた。

「ふむ。作りがあまいのぉ、キリ」

「了りよう解かい！　【ファイヤースナイプ】！」

　吹き抜ぬける寒波に負けない熱い声が響き、ルッツの嘴から炎ほのおの鏃やじりが雪の大猪に向けて迸ほとばしる。小さな鏃は的確に雪像の右みぎ肩かたに突き刺さると、その熱で肩を作る雪を溶とかし、くり貫いた。溶けた肩を中心に痛々しい罅ひびが広がっていく。猪ちよ突とつ猛もう進しんする大猪の雪像は右半身を覆おおったひび割れに耐たえきれず、白い粉雪を巻き上げながら砕くだけ散った。

　雪原に出来た雪の山。その中腹辺りから、雪の猪を生みだしたジャックフロストがひょっこりと顔を覗かせる。

「キャハハハハ。楽シイ楽シイ面おも白しろイ」

　雪の中から身体を引っこ抜いたジャックフロストが、その小さな足をばたつかせながら笑い声を響かせる。その満足そうな笑顔になんともいえない溜息を漏もらしつつ、レインはようやく冷たい雪原からお尻しりを引き上げた。

「キリ、ルッツ。ありがと、助かった」

「いいよ、いいよ。あたし達チームメイトでしょ」

　寒さで赤くなった鼻を擦こすりながら、キリが照れくさそうに微笑む。キリはレインと同じく、各国の学園が参加した合同訓練の参加者だ。学校は違ちがえども知り合ってもう半年以上ともなれば、気心の知れた間あいだ柄がらであることは間違いない。

　とはいえ、流石さすがにこうも面と向かって照れられるとつられてレインも照れくさくなる。

　つられて緩ゆるむ口元を隠すように、レインは雪原に視線を傾かたむけた。周囲では、至る所でレインやキリと同じ合同訓練に参加した学生達が、雪像を拵こしらえて遊びという名の強きよう襲しゆうを仕掛けてくるジャックフロスト達を迎げい撃げきしている。交戦する彼らの傍かたわらには、雪原の長ちよう距きよ離り移動に優すぐれたラクダ、《ノースキャメル》に荷台を引かせるキャラバンが長ちよう蛇だの列れつを作っていた。

　今回の合同訓練の課題は、観光客や物資を載せたこのキャラバンの護衛だった。護衛は数ある【魔獣錬磨師モンスタートレーナー】の仕事の中でも、討とう伐ばつや採取と並んでポピュラーな仕事の一つだ。

　この世に生を受けたものは皆みな、その掌てのひらにモンスターの紋章を宿し、その紋章が象かたどったモンスターとのみ契けい約やくを交かわすことが出来る。その優ゆう劣れつの差は激しく、神やドラゴンといった誰だれもが羨うらやむ高位の紋章もあれば、誰もが忌き避ひするスライムといった不人気な紋章もある。

　だが、高位の紋章を持っていても、パートナーを従わせる腕うでがなければ宝の持ち腐ぐされだ。その腕を磨みがくべく、雪原横断の専属護衛の魔獣錬磨師モンスタートレーナー達に交じり、合同訓練参加者の学生達がジャックフロストと雪像を迎撃する。

　その一角、熊くま、犀さい、阿あ呆ほう鳥どりの雪像を、パートナーの大だい蛇じや、極ごつ寒かんの中でも冬とう眠みんすることのない大食漢の《フリーズスネーク》に吞み込ませた護衛隊長の魔獣錬磨師モンスタートレーナーが、ジャックフロストに負けないほど楽しそうにマフラーの下に隠れた喉のどを震わせた。

「ほらほら、お前らー。一いつ匹ぴきも通すなよー。客が怪け我がすっと口くち封ふうじが面めん倒どうだし、荷物が傷つけられたら誤魔化すのが大変だからな～」

　身も蓋ふたもないことをあっけらかんと言い切る隊長に、客の表情が凍り付き、専属の魔獣錬磨師モンスタートレーナー達が冷めた視線を投げつける。

　突き刺さる軽けい蔑べつの眼まな差ざしをものともせずフリーズスネークに新たな虎とらの雪像を吞み込ませた隊長は、肩を揺ゆらしながら緊きん張ちよう感かんのない声で忠告した。

「それから、ジャックフロストには手を出すなよ。あくまで遊んでやるだけだ。こいつらはそのうち飽あきる。それまで死ぬ気で遊んでやれ」

　一歩間ま違ちがえば本当に死にかねない遊ゆう戯ぎを涼すずしげな表情で受け止めながら、隊長が大きく腕を振ふり、フリーズスネークに新たな雪像を吞み込ませる。

「豪ごう快かいだよなあの隊長。本当に女かよ」

「しっ、レイン。聞こえ──てたみたいだね」

　フリーズスネークが吐き出す雪の津つ波なみに巻き込まれたレインに、キリが心配半分呆あきれ半分に苦笑を漏らす。

　一方、生き埋めにされたレインはキリの声を頼たよりに命からがら雪の中から脱だつ出しゆつすると、ペムペムと共に盛せい大だいなくしゃみを吐き出した。

「ハーックション。こ、殺す気かよ」

「ピ、ぎギぎ……」

　再び凍りかけて硬かたい鳴き声を漏らすペムペムを温めながら、レインがたまらず悪態を零す。しかし、流石にそれ以上隊長に喧けん嘩かを売る勇気はなく、ジャックフロストの遊び相手に選ばれるまで僅かな時間が出来たレインは、そこかしこで立ち上る雪柱へとその双そう眸ぼうを走らせた。

「猫ねこ野や郎ろうとリーナはどこだ？」

　レインがチームメイトの姿を探す。

　すると、レインの隣となりで同じくチームメイトの姿を探していたキリが、喉からよく通る声を響かせた。

「あ、いた。レイン、あそこ！」

　キリがその肩にルッツを乗せ、小さな指でまっすぐに正面を指差す。

　レインの目に純白の雪原を切り取る、灰色のマントが飛び込んできた。

「ッチ。やりにくいな」

　雪ゆき鷲わしを思わせる鋭えい利りな双眸。極寒の気候でも決して丸まることのない、ピンと伸のばされた背筋。その掌に猫の紋章を宿し、苛いら立だちを顕あらわに口の端はしから白い歯を覗かせるハンス・バンルードは、キャラバンに近付いてくる三体のゴリラの雪像を睨にらみながら、雪原を疾しつ駆くする影かげに向かって叫さけんだ。

「どうした、クルード。お前の力はそんなものか？」

「ガァウ！」

　主あるじの叱しつ咤たに、ゴリラの雪像の中心に飛び込んだ影の狩かりゆう人ど、《シャドウパンサー》のクルードが怒いかりを孕はらんだ雄お叫たけびを張り上げる。クルードは足場の悪さをものともせず高々と跳ちよう躍やくすると、その鋭い爪つめで雪のゴリラの胸を深々と抉えぐり、着地に利用した別のゴリラの肩を力任せに踏ふみ抜いた。砕ける肩を尻しり目めに再び跳躍したクルードが大きく顎あごを開き、腕を振り上げた雪のゴリラの野太い首に強きよう靭じんな牙を突き立てる。

　根元まで食い込む牙は、雪のゴリラの首を食い破ることが出来なかった。

　首に食い込む牙に構わず、ゴリラの雪像が頭上で組んだ両拳こぶしを振り下ろす。影色の体毛に真っ白な拳がめり込み、クルードの身体が雪の大地に叩たたきつけられた。深々と雪に埋うもれたクルードが激しく雪を搔かき、埋もれた身体を引き起こす。だが、体勢を整える頃ころには、深々と胸を抉られたゴリラの雪像と、右肩がもがれた二体目の雪像、そして首が三分の一ほど削けずられた最後の雪像が、クルードのことを取り囲んでいた。

「遊ボ。遊ボ。遊ボウヨ」

　雪像の肩や頭、腰こしにしがみつくジャックフロスト達が一いつ斉せいに声を上げ、雪のゴリラが同時にその腕や足をクルード目め掛がけて振り下ろす。

　身構えたクルードの頭上を大質量の何かが横切り、三体の雪像が爆散した。

「影の薄うすい雪原は、クルードちゃんには不利みたいですね。猫さん」

「余計な手を出すな。あと、猫って呼ぶんじゃねぇ」

　やりにくそうに表情を歪ゆがませたハンスが、軽く手招きをしてクルードを傍らに下がらせる。

　頑がんとして、新しい雪像を作るジャックフロストから視線を動かさないハンスに、少女は風にはためく防寒用の肩かた掛かけを押さえながら楽しげに微ほほ笑えんだ。

「そういう気むずかしいところが猫っぽいと思うんですけど──ねぇ、キリさん、レインさん」

　雪ゆき狐ぎつねのようにつかみ所のない笑み。雪原に揺れるカカオ色の髪かみ。その掌にゴーレムの紋章を宿すリーナ・アインセンスが、後ろに控ひかえさせた磁力を操る《コイルゴーレム》のドッコルに近付いてくる雪像を容よう赦しやなく粉ふん砕さいさせながら、レイン達に同意を求める。

「まぁ、そうだな。うん、猫っぽいよ」

「そうそうそう。リーナちゃんの言うとおりだよ」

　レインが若じやつ干かん頰ほおを引き攣つらせながら頷うなずき、キリが肩に乗るルッツを落とさんばかりの勢いで首を縦に振る。磁力で繫つないだ腕を無造作に振り回し、ジャックフロストを避さけながら雪像を粉砕し続けるリーナに、さすがのハンスも呆れた溜息を吐つくだけで批ひ難なんの眼差しは浮うかべなかった。

「ですよね。──では、皆さん。もうひとがんばりしましょうか」

　パンッと手を打ち鳴らし、新たに生まれた雪像を一いつ瞬しゆんにして雪せつ塊かいに変えたドッコルの前に立つリーナが楽しげに微笑む。

　ジャックフロストが満足そうな笑い声を残して立ち去った頃には、キャラバンの周りに堆うずたかい雪の丘おかがいくつも出来上がっていた。




　　　　＊




　幻げん想そう的な白いキャンバスに鮮あざやかな茜あかね色いろが広がり、そこに切り絵のような影が落ちる。ゆっくりと雪の大地を踏み締しめるノースキャメルの行列の至る所から、夕焼けに目を細める人々の感かん嘆たんの吐と息いきが零こぼれる。

　まるで時が止まっているのかと錯さつ覚かくを覚える中、半分以上が運うん搬ぱん物で埋め尽つくされている荷台の端に座るレインは、空と同じ色に染まる雪に視線を落としながら零すように呟つぶやいた。

「──にしても。クルードにも苦手な環かん境きようがあったんだな」

「ああ……。悪かったな、足あし手で纏まといで」

　揺れるキャラバンの手すりに頰ほお杖づえをつき、ハンスがレインと同じく茜色に染まる大地に視線を落としながら応こたえる。意外に素す直なおな反応に若干拍ひよう子し抜ぬけの気もするが、同じく足手纏いだったレインは苦く笑しようを一つ零すと、その視線をハンスの足あし下もとで身体からだを丸めているクルードに傾けた。洞どう窟くつなど影の濃こいフィールドなら無類の強さを誇ほこるクルードだが、太陽の光を何倍も照り返す銀世界ではその力は半減されるらしい。

　しかし、それは強きよう烈れつな冷気で身体を凍こおらされたペムペムも同じだ。最初はルッツの炎ほのおで保護してもらいなんとか動き回っていたが、すぐに冷気に負けてあの様ざまだった。自分のふがいなさを思い出し自じ嘲ちよう気味な笑みを浮かべながら、レインが膝ひざの上で丸い身体をさらに丸くして眠ねむりこけているペムペムの頰を突つつく。

　そんなレインの耳を、跳はねるような声がくすぐった。

「なになに。二人して、なに黄昏たそがれてるの？」

　キャラバンの奥にいたキリが、その肩かたに毛け繕づくろいをしていたルッツを乗せたまま四よつん這ばいになり、ハイハイの要領でレインとハンスの方へ移動する。

　長いツインテールを床ゆかに擦らせながら近寄ってきたキリは、何かを思い出したように突とつ然ぜんピタリと動きを止めた。不ふ審しんに思って首を捻ひねったレインに、キリの上うわ目め遣づかいの眼差しが飛び込んでくる。

　レインと目が合ったキリは微かすかに肩を震ふるわせると、少しだけ背中を反らし、胸むな元もとを押し出すように姿勢を変えた。細い顎が持ち上がり、白い喉が顕わになる。

「ど、どうした。キリ？」

　恥はずかしさを堪こらえるようにプルプルと唇くちびるを震わせるキリに、困こん惑わくしたレインが思わず尋たずねる。その瞬しゆん間かん、キリの大きな双眸に失望の影かげが広がった。

「ぷぅっ。いいよ、もう！」

　キリがプクッと頰を膨ふくらませながら前進を再開する。その珍ちん妙みようなポーズと不条理な怒りにレインがますます困惑していると、キリのスカートのポケットから小さく折おり畳たたまれた紙し片へんが零れ落ちた。

「ん？」

　気が付かないキリに代わり、レインが丁てい寧ねいに折り畳まれた紙を拾い上げる。それは、切り取られた雑誌の一ページだった。

「えっと……なになに。『小さな身体で挑ちよう戦せんすべきお色気ポーズ大特集』。なんだこ──」

「あああああああああああ！」

　深く考えずに雑誌の見出しを読み上げたレインの鼓こ膜まくに、大音量の悲鳴が突き刺ささる。その悲鳴の後を追って、小さな拳がレインの頰に突き刺さる。

「ぅおおおおおっ!?」

　荷台から落ちそうになったレインが悲鳴を上げ、なんとか身体を引き戻もどす。

「おい、キリ。いきなり何すん──」

　声を荒あららげたレインは、その勢いを完全に殺された。

「むぅぅぅぅうううう！」

　雑誌のページをクシャクシャに握にぎり締めるキリが、威い嚇かくするように唸うなりながらレインを睨み付ける。捲まくれ上がったスカートの裾すそから艶つややかな太ももが覗のぞき、乱れた胸元から柚ゆず色いろの下着が見え隠かくれしているのだが、よほど慌あわてているのかキリはそんな乱れた服を直そうとはしなかった。

　目のやり場に困るレインが、視線を逸そらしながらキリに声をかける。

「キリ、ちょっと落ち着けよ。な？」

「……見たでしょ」

　レインの質問を無視して、キリが羞しゆう恥ち心しんに染まった声を震わせる。正直、レインが見た雑誌のページよりもモット見られてまずいものが目の前に晒さらされている気もするが、流石さすがにそれを教える余よ裕ゆうはなかった。

「まぁ、その。キリはお色気とか似合わねぇって。変な無茶するなよ」

　自然体が一番可愛かわいいと伝えようとレインが必死に言葉を探し、そんなレインを見守るリーナが両手で顔を覆おおいながら天を仰あおぐ。

　同時に、キリの怒りと恥ずかしさが限界を振ふり切り、北国の冷気を吹ふき飛ばすほどの声を爆ばく発はつさせた。

「レインの、っばっかー！」

　目に涙なみだを溜ためたキリが声の限り叫び、ルッツがその翼つばさでよしよしと主あるじのことを慰なぐさめる。

　突とつ如じよ開いた大きな溝みぞ。数少ない女子の友人から向けられる強烈な敵意。レインが藁わらにもすがる思いでハンスに目を向けるが、ハンスは我関せずとばかりに肩を竦すくめた。

「あらあら。どうしましょうか？」

　珍めずらしく本当に困った表情を浮かべるリーナが、ルッツに交じってキリを慰めながら眉まゆ尻じりを下げる。

　どうすることも出来ないレインがオロオロと視線を彷徨さまよわせる中、救いの主は意外なところから現れた。

「おーいこら。訓練生！　早く出てこい！　三秒以内に出てこないと、お前達を今日の晩飯にするぞ」

　一部分だけ青色に染めた髪を揺ゆらし、護衛隊長が意地悪げに笑いながらキャラバンの中を覗き込む。その吹き込んできた新しい風を幸いと、レインは直すぐさま返事をし、ペムペムを引っ摑つかんで荷台から飛び降りた。レインの体重を受け止めた雪が沈しずみ、脛すね辺りまでが雪に埋まる。

　続けて飛び降りるハンスを横目に見ながら、レインはキャラバンに傾かたむきかけた視線をぐっと堪え、小さく声を吐き出した。

「その……、キリ。なんか、ごめんな」

　背中越ごしにキリがビクッと震えたのを感じつつ、レインがその双そう眸ぼうを訓練生の集まる方向へと傾ける。早くも震え始めたペムペムを抱だきかかえ、雪に埋もれて異様に重たい足を持ち上げたレインが逃にげるように歩き出す。

　その隣となりに並んだハンスは、レインに一いち瞥べつもくれないまま皮肉げに口元を歪め、ぼそっと呟いた。

「逃げ足だけは一流だな。さすがはスライム野や郎ろうだ」

「頼たのむから、こんな時ぐらい励はげましてくれよ」

　いつも通り無愛想な口調にほんの少しの冗じよう談だんを乗せてきたハンスに、レインは少しだけ気持ちを軽くしながら、雪に埋もれた足を持ち上げる。

　そして、いつの間にか追いかけてきたキリやリーナと共に護衛隊の輪の中に交ざったレインは、目の前で地面から引き抜ぬかれた巨きよ大だいな氷の箱に、他ほかの訓練生の例に漏もれず目を見開いた。

「おおっ。いいな、その反応好きだぞ。お前ら」

　言葉を失う訓練生達に豪ごう快かいな笑顔を向けながら、護衛隊長がパートナーのフリーズスネークに命令して、氷の箱の蓋ふたを開けさせる。箱の中にはキャラバン全員分の料理を作るのに必要な調理具が詰つまっていた。訓練生達が、現場で発揮される魔獣錬磨師モンスタートレーナー達の知ち恵えに感動する。

　二大都市を結ぶキャラバンのルートは毎回同じだ。ならば、その要所要所に休きゆう憩けい地点と必要な備品を設置しておけば、その分、別の荷物が詰められる。とはいえ、この目印のない大雪原で雪に埋うもれた氷箱を探すなど容易なことではない。そんな神かみ業わざを可能にしているのは、警備隊の一人がパートナーにしている、誤差１メートル以内で方角や自分の場所を特定できる鳥のモンスター、《コンドルパス》の力があるからだ。

　かくして、夕焼けの中、訓練生と専属魔獣錬磨師モンスタートレーナーの総出で夕食の準備は始まった。メインは、ここまで来る途と中ちゆうに仕留めた《一角アザラシ》の肉と雪原に自生する《氷柱つらら人にん参じん》や《霜しもタマネギ》《氷ひよう塊かいジャガイモ》などを使ったスープカレーだ。巨大な一角アザラシを手て際ぎわよく捌さばく光景は圧巻で、このキャラバンツアーに参加した旅行客のメインイベントでもある。

　日が落ちる前に出来上がったスープカレーの味は絶品の一言に尽きた。水は最低限しか使っていないのに、野菜の旨うま味みをたっぷり含ふくんだ水分が溶とけ出したスープは全員に配ってもまだまだ鍋なべの中に余っている。ピリリと香こう辛しん料りようを効かせたスープは、それ以上の深く甘い旨味があり、極ごつ寒かんの地で冷えた身体には最高だ。そして何より、一角アザラシの肉がすごい。ゴロッと切られた大ぶりの肉は口の中に入れると同時に繊せん維いがほどけ、野性味たっぷりの旨味が舌から喉のど、胃の中までをいっぱいにした。吐はき出した白い息にもまだ旨味が残っており、満足げな吐息が漏れる度たびに、辺りを包み込む空気が温かさを増していく。食い意地の張っているペムペムは三杯ばいもおかわりしていた。

　食事の最さ中なか、そっとレインがキリの方を窺うかがい見る。美味おいしい料理で顔が綻ほころんでいることに安心したのも束つかの間、不意にキリと視線が絡からみ、プクッと頰ほおを膨らませた小さな顔がレインを突き放すようにそっぽを向く。

　がっくりと肩を落としたレインが、重々しい溜息を漏らす。

　その溜息を敏びん感かんに感じ取ったリーナは、唇の先でスプーンを挟はさみながらレインとキリを交こう互ごに見守り、眉尻を下げながら呟いた。

「あらあら、どうしましょ。ねぇ、ドッコル？」

　問いかけられたドッコルが、困惑するように頭部の赤い玉を瞬またたかせる。

　その時、訓練生達の耳に護衛隊長の声が届いた。

「あ～、お前らよく聞け。出発の時に話したと思うが、夜は交代で見張りについてもらう。時間帯を確かく認にんして、各チームちゃんと順番を決めておくように。ああ、それと。ジャックフロストが出てきても絶対に攻こう撃げきするなよ。わかったな」

　改めて念を押した護衛隊長が、観光客側の責任者と明日の打ち合わせをするために、その場を離はなれる。

　その後ろ姿を見送りながら、リーナはキリとレインに気付かれないように小さく微ほほ笑えんだ。

「うん。これでいきましょう」

　訓練生が食べ終えた食器を片付ける中、リーナがキリとレインに気付かれないように移動する。

「ハンスさん、今いいですか？」

「ん？　なんだ？」

　訝いぶかしげな表情を浮うかべるハンスにリーナはそっと唇を寄せると、思いついたとっておきの策を耳打ちした。
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「キリっ!?」

「レイン？　え、なんで？」

　身体からだを包み込む澄すんだ冷気。視界に収まりきらない満天の星。まだ寝ね足りないペムペムを無理矢理起こし、余裕をもって見張り場所に来ていたレインは、現れたキリにただただ困こん惑わくするしかなかった。

　就しゆう寝しん前にレインはリーナから、先にリーナとレインが、その後でハンスとキリがペアで見張りをすると伝えられていた。夕方のこともあり、キリと別ペアで安心していたレインが、自分の目を疑うように瞬きを繰くり返す。だが、寒そうに肩かたを抱くキリの姿はとても幻まぼろしには見えなかった。

「──担かつぎやがったな、あいつら」

　レインが口元を歪ゆがめて、前のペアから預かっていた毛布に包くるまるペムペムを握り締しめる。ペムペムが苦しげに抗こう議ぎの声を漏らすが、その声は弾はじける焚たき火の音に搔かき消された。キリも、リーナがお節せつ介かいを焼いたことに気が付いたのだろう。揺れる炎ほのおに照らされる口元が、もどかしそうに窄つぼまる。

　縦に延びるキャラバンの列。その傍かたわらで灯ともる見張りの焚き火は一定の距きよ離りがあり、声を張り上げない限りお互たがいの話し声は届かない。

　パキッと、焚き火の中で薪まきが弾ける。

　レインもキリも動かない。

「ぴぎ？」

　異変を感じたペムペムが、ひょっこりと毛布の端はしから顔を出す。ただ、ペムペムはそれ以上何かをするわけでもなく、その水色の身体に数秒間焚き火の炎を映すと、再び毛布の中に潜もぐり込んでいった。

　そんなペムペムに代わりレインを動かしたのは、何かを訴うつたえかける羽の音だった。キリの肩で茜あかね色いろの翼を羽ばたかせるルッツが、その双眸に揺らめく焚き火を映しながらレインを睨にらむ。

　レインは寒さで赤らんだ鼻を搔くと、なぜか前のペアから一枚しか引き継ついでもらえなかった毛布の端を持ち上げた。

「寒いだろ。入れよ」

「う……うん」

　躊躇ためらいがちに頷うなずいたキリが、ようやくその足を動かす。薪が収められた木箱に背中を預けるレインの隣で暫しばし立ち尽つくしたキリは、そっとその膝ひざを折るとレインが持ち上げていた毛布の端を手に取り、肩までしっかりと毛布を持ち上げた。

　二人分の体温が毛布に宿り、身体を包む温ぬくもりが増す。

　身み動じろぎすれば腕うでが触ふれるほどの距離でキリと毛布を分け合うレインは、唇くちびるを真ま一いち文もん字じに結びながらしばらく揺ゆれる焚き火を見み詰つめた後、意を決してその口を開いた。

「「ごめん！」」

　まるで計ったかのように重なる二人の声。きょとんと、レインとキリがようやく顔を見合わせる。

　緊きん張ちようしていた二人の頰がほどけ、どっと笑いが込こみ上げた。

「く、くく。あはははは。たく、なんでキリが謝るんだよ」

「いやいや。それはこっちの台詞せりふだよ。なんで、レインが謝ってるの？」

「いや……。キリが怒おこってるから、とりあえず謝っとこうかなって思って」

「とりあえずで謝ったの!?　ひどい！　すっごい考えて謝ったあたしが馬ば鹿かみたいじゃない！」

「キリよ、落ち着け。また仲なか違たがいをしたいのか？」

　再び頰を膨ふくらませたキリが、ルッツの厳しい声を受けてしゅんと顔を曇くもらせる。そのままキリは毛布を口元までたくし上げると、今度は消え入りそうな声で謝った。

「ホントにごめんね。レイン。嫌いやな思いさせちゃって」
















「別に──いいって。仲直り出来たんだし。合同訓練もあと少しなのに、ぎくしゃくしたままってのは嫌だしな」

「そ、だね……。あとちょっと、なんだよね」

　ほろ苦さを含んだ声に、レインが失敗したとばかりに顔を顰しかめる。あと少しというのは今回の合同練習のことじゃない。レインがキリやハンス、リーナと共にチームを組むこの合同訓練そのものが、もう残り僅わずかなのだ。

　終わりを身近に感じてしまった二人の間に、重い空気が立ちこめる。

　そんな空気を振ふり払はらうように、キリはキャラバンの中で人々が寝ね静しずまっているのも気にせず、悔くやしそうな声を吐き出した。

「あ～あ。でもさ。こんなに優やさしくて、ペムペムの訓練にも一いつ生しよう懸けん命めいなレインを放ほうっておくなんて、レインの同級生って見る目がないんだね」

「それはしょうがねぇだろ。なんたって、俺はスライムトレーナーなんだからな」

　キリの話題に乗っかるように、レインが自じ嘲ちようの笑みを浮かべて毛布の中にいるペムペムをそっと撫なでる。掌てのひらに刻まれる紋もん章しようが遺伝により決まるこの世界において、伴はん侶りよにスライムトレーナーを選ぶ物好きはまずいない。その点においては、レインもすっかり納なつ得とくしていた。

　一方、キリは肩に乗るルッツを抱き下ろすと、その茜色の羽を指先で弄もてあそびながら早口で尋たずねた。

「じゃ、じゃあさあ。もし、もしもだよ。レインは、もし告白とかされたら……その……一発、でオーケーとかしちゃうの？」

　上うわ擦ずった声が、焚き火と雪原の幻げん想そう的な雰ふん囲い気きの力を借りてようやく零こぼれ、レインの耳に滑すべり込む。

　一いつ瞬しゆんキョトンとしたレインは、苦く笑しようしながら大げさに手を横に振った。

「ないないない。絶対にない。スライムトレーナーの俺に告白とか、冗じよう談だんかドッキリか罰ばつゲームだろ？　そんな後から自分が傷つくことはしねぇよ」

　自分がモテないことに揺るぎない自信を持つレインが、キリの言葉を笑い飛ばす。

　そんなレインに、キリが再び不ふ機き嫌げんそうに口元を窄めた、その時。

　レインの視界の隅すみを、氷の羽と氷柱つららの衣い装しようを身に纏まとった影かげが横切った。

「おい、キリ。あそこ見ろよ」

「え……あ！」

　声を潜ひそめるレインの指差す先を見て、キリが小さな声を上げる。二人の視線の先には、昼間に対たい峙じした雪の妖よう精せい達よりもさらに幼い外見をしたジャックフロストが、一台のキャラバンに近付いていた。辺りを気にしながら車輪の陰に隠かくれたジャックフロストが、その小さな掌を雪の表面に押し付ける。そこから生まれたのは、赤あかん坊ぼうの掌ほどしかない小さな小さな雪ネズミだった。

　素す早ばやくレインが辺りに目を走らせつつ、ペムペムを起こして毛布の中から引きずり出す。

「ペムペム。他ほかにもいるか？」

「ぴ……ぎぃ……ぅ。ぴぎゃ!?」

「さっさと目を覚ませ！」

　寝ぼけているペムペムをデコピンで覚かく醒せいさせ、レインが潜めた声で檄げきを飛ばす。ペムペムは不満そうな顔を浮うかべたが、すぐに顔を引き締めると周囲へ緊張を走らせた。スライムの逃にげ足と危機察知能力は全モンスターの中で随ずい一いちだ。どんなにうまく隠れても、ペムペムならば潜んでいる敵の気配を察知できる。

「ぴぎ」

　小さく鳴いたペムペムが、その視線を闇やみに染まった雪原に傾かたむけ、数秒ごとに移動させる。やはり、周囲にはたくさんのジャックフロスト達が隠れているらしい。

　レインがキリと頷き合い、襲しゆう撃げきを知らせる鳴なる子この紐ひもに手を伸ばす。

　一方、レインに見つかったとはつゆ知らず、雪ネズミを掌に乗せたジャックフロストは忍しのび足でキャラバンの後ろに迂う回かいしていた。雪の妖精の標的は観光客用のキャラバンだった。あの雪ネズミを放って悪戯いたずらをするつもりなのだろう。

　レインが鳴子の糸を引く指先に力を込める。

　突とつ如じよ、暗くら闇やみに稲いな光びかりが弾けた。

「なっ!?」

「ヒャアッ!?」

　レインの声に続き、悲鳴を上げたジャックフロストが尻しり餅もちをつく。雪の妖精の袖そで口ぐちが弾けた電でん撃げきに白はく煙えんを上げ、手から零れた雪ネズミが雪の上でスパークする。空気を引き裂さくような音を断続的に響ひびかせた雪ネズミは、その電熱で足あし下もとの雪に溶とけ込んだ。

　呆あつ気けに取られるレインの視界で、閉じていた荷台後部の布が微かすかに捲めくれる。薄うす暗ぐらくてよく見えないが、そこには眼鏡めがねをかけた学生が「しまった」という表情を浮かべていた。

　──あれ？　あいつ、どこかで？

　見覚えのあるその顔に、レインが首を傾かしげる。

　だが、レインが記き憶おくの糸へと伸ばした手は、大音量で辺りに響く鳴き声に引き戻もどされた。

「ウエェエエエエエエエッン！」

「っつ！　うるせぇ！」

「す、すごい声」

　尻餅をつき、袖そでの焦こげた手を振り回しながら叫さけぶジャックフロストの泣き声に、レインとキリが慌あわてて両耳を塞ふさぐ。闇に溶ける地平線、闇が覆おおう大空に響くその泣き声は、まるでこの雪原そのものが泣いているようだ。その大声に、キャラバンで寝ねていた誰だれもが目を覚まし、何事かと荷台の布を捲り上げて顔を出す。

「どこの馬鹿だ！　ジャックフロストを泣かせた奴やつは!?」

　次々に灯ともる灯あかりの中で、烈れつ火かの如ごとき怒ど声せいが響いた。血相を変えた護衛隊長の声に、場が一気に緊きん迫ぱくする。

『ジャックフロストには手を出すな』

　昼間に護衛隊長が念を押した言葉がレインの脳のう裏りを過よぎる。同時に、不ふ穏おんな気配を放つ子供の声が至るところから響いてきた。

「「「泣カシタゾ。泣カシタゾ。僕ラノ友達ヲ泣カシタゾ」」」

「「「オ仕置キダ、オ仕置キダ。友達呼ンデオ仕置キダ」」」

　次々に現れたジャックフロストが声を合わせ、一いつ斉せいにその腕を振り上げる。その声は旋せん風ぷうを呼び起こし、キャラバンを吹雪ふぶきが包み込んだ。大地を覆う雪が次々と舞まい上がり、視界が白く染められる。

「キリ！　こっちだ！」

「う、うん」

　天へと誘いざなわれる焚たき火に戦せん慄りつしつつ、キリの手を引くレインがキャラバンの車輪にしがみつく。強きよう烈れつな風にレインとキリの髪かみが翻ほん弄ろうされ、二人のマントの中に潜もぐり込んだペムペムとルッツが苦しげな声を零こぼす。大自然の猛もう威いの前に、人間の力など無に等しい。キリを支えながら車輪を握にぎるレインの指が、徐じよ々じよに引き剝はがされる。

　その時、巨きよ大だいな質量を伴ともなった何かが大きく波打ち、力強い豪ごう風ふうが吹ふき荒あれる吹雪を切り裂いた。荒あら々あらしく巻き上げられた雪が粉雪となって再び大地に降り注ぐ中、キャラバンの最前列から最後列まで巨きよ体たいを伸のばすフリーズスネークが、大きく身体からだを撓しならせる。

「油断するな。本番はこれからだぞ！」

　フリーズスネークの頭頂に乗る護衛隊長が檄を飛ばし、熟練の魔獣錬磨師モンスタートレーナー達がパートナーと共に緊張を張り巡めぐらせる。固かた唾ずを吞のむ音がそこかしこから響く中、レインは出発の時に護衛隊長が言った言葉を思い出した。

『ジャックフロストには絶対に手を出すなよ。あいつらはこの大地の化け身しんだ。少しでも泣かしたら、何を呼ばれるか分からないぞ』

　少しずつ晴れていく視界の中、周囲から過去の襲撃の話が持ち上がる。前回は《スノーベアー》、前々回は《グランドマンモス》。呼び寄せられるモンスターには統一性がない。

　鬼おにが出るか、蛇じやが出るか。

　その答えは、全身を粟あわ立だたせるような憤ふん激げきの嵐あらしと共にもたらされた。

「ぴぎぃ!!」

　ペムペムが今までにない警告の声を上げ、レインの全身が総毛立つ。

　吹雪の終わりと共にレイン達の上空を覆っていたのは、十数体に及およぶ氷の飛ひ龍りゆう、《アイスワイバーン》の群れだった。

　キャラバンの至る所で悲鳴が上がり、助けを請こう声が数珠じゆずつなぎに膨ふくれ上がる。ドラゴンの中では小型で単体の力は弱いワイバーン種だが、群れを成せば小国を崩くずすほどの力を持つ。

「「ドラゴンサン、ドラゴンサン。来テクレテアリガトウ」」

「「ドラゴンサン、ドラゴンサン。僕タチト一いつ緒しよニ怒おこッテヨ」」

　アイスワイバーンの背に移動したジャックフロスト達が謳うたい、雪の妖精の願いにアイスワイバーンの狂きよう気きが燃え上がる。その鋭するどい瞳どう孔こうが細まり、冷れい酷こくな殺気が降り注いだ。まるでそれは天から降り注ぐ氷柱つららの雨だ。レインの背筋が一瞬にして凍こおり付き、声を上げることすら出来ないキリがレインの腕うでにしがみつく。

　凍いて付くような殺気に肝きもを冷やしながら、護衛を務める専属の魔獣錬磨師モンスタートレーナー達が己おのれを奮起させて陣じん形けいを整える。それから一いつ瞬しゆん遅おくれてキャラバンから飛び出す合同訓練参加者の学生の中には、ハンスとリーナの姿もあった。

「スライム野や郎ろう！　生きてるか？」

「レインさん、キリさん！　大だい丈じよう夫ぶですか？」

　血相を変えたハンスとリーナがレイン達の姿を見て僅かにその表情を緩ゆるめ、天を覆うアイスワイバーンの群れに直ぐさま表情を引き締しめる。

　もはや、いつアイスワイバーンが襲おそってきてもおかしくない一いつ触しよく即そく発はつの中、護衛隊長の声が力強く響き渡わたった。

「専守防衛だ。キャラバンには絶対に手を出させるな！　とにかく逃げる間の時間を稼かせげ！　いいなっ！」

　護衛隊長の指示に、専属の魔獣錬磨師モンスタートレーナー達が一斉に行動を開始する。ノースキャメルが雪原を蹴けって走り出し、誰一人例外なく【契けい約やくの絆きずな】を発動させながら天を覆う飛龍を睨にらむ。

　凍て付く憤ふん怒ぬが天空より降り注いできた。

　冷気混じりの烈れつ風ぷうを身に纏まとい、アイスワイバーンが次々にキャラバンに向けて滑かつ空くうする。同時に、魔獣錬磨師モンスタートレーナー達の声が雪原を震ふるわせた。満月の光の下、炎ほのおや雷かみなりが弾はじける。初撃を飾かざったのは、大きな光や音がする技わざだった。わざと目立つ技を放つことでアイスワイバーンの注意を引き囮おとりを担になう魔獣錬磨師モンスタートレーナー達の陣じん営えいへと引きつける。

「「イケー、イケー。ドラゴンサン」」

　遥はるか上空で旋せん回かいするアイスワイバーンの背中に乗ったジャックフロストが同時に叫び、アイスワイバーンの剣けん吞のんな眼まな差ざしが護衛を務める魔獣錬磨師モンスタートレーナーに集中する。ジャックフロストは好こう奇き心しんの塊かたまりだ。その性格を利用して灯りを消して闇やみ夜よを駆かけるキャラバンから意識を奪うばい去った魔獣錬磨師モンスタートレーナーが、いよいよ本格的な戦せん闘とうに身構える。戦いはすぐに激しさを増した。制空権はアイスワイバーンが握っていたが、ワイバーン種は地面に落とせばその力が半減する。一体、また一体と、アイスワイバーンが巧たくみな連れん携けいを取る専属の魔獣錬磨師モンスタートレーナーとそのパートナーによって撃げき墜ついされる。

　そんな魔獣錬磨師モンスタートレーナーの先せん輩ぱいに負けじと、レイン達もアイスワイバーンの迎げい撃げきに乗り出した。

「駆け上がれ、クルード。【レイドアップシャドウ】」

　一気に急降下して襲いかかるアイスワイバーンに、その標的となったクルードが雪に落ちたアイスワイバーンの影かげに身を沈しずめる。鉤かぎ爪づめで深々と雪を抉えぐったアイスワイバーンが首を傾げながら再さい上じよう昇しようしたとき、影を伝って移動したクルードがアイスワイバーンの頭上に飛び出した。昼間とは打って変わって力を増したクルードの健けん脚きやくが、アイスワイバーンの頭部を踏ふみ抜ぬく。

　だが、アイスワイバーンは強きよう靭じんな首の筋力でクルードの脚きやく撃げきを受け止めると、大きく身体を旋回させて闇の狩かりゆう人どを振ふり払はらった。宙に投げ出されるクルードに、アイスワイバーンの冷たい炯けい眼がんが煌きらめく。突つき出た顎あぎとが大きく開き、凍て付く冷気が凝ぎよう縮しゆくし始めた。

「いけない！　ドッコル、【リフレクショット】！」

　リーナの焦あせった声が駆け抜け、続けて磁力の反発により弾き出された鋼鉄の拳こぶしがアイスワイバーンの胸に突き刺ささる。

　その鋼はがねの拳から、青色の砲ほう弾だんがアイスワイバーンのこめかみ目め掛がけて跳はね上がった。

「ペムペム。【体当たり】！」

「ぴぎぃー！」

　力強い声と共に、ペムペムの体当たりがアイスワイバーンのこめかみに突き刺さる。その衝しよう撃げきに夜の冷気で凍り付いたペムペムの表面の細さい胞ぼうが剝がれ、月光を浴びて煌きらめいた。

　だが、アイスワイバーンはペムペムの体当たりはもとより、胸を襲った重い拳すらも意に介かいさず、極ごつ寒かんの息吹いぶきをクルードに向けて解き放った。

「うわわ、ヤバいって！　ルッツ、急いで！　【フャイヤースピア】！」

　キリの切せつ羽ぱ詰つまった声が響き、ルッツが生みだした茜あかね色いろの投げ槍やりが冷気の息吹と衝しよう突とつする。炎の投げ槍はむなしく冷気に吞のみ込まれた。微かに生まれた白煙すらも凍り付かせて、冷気の息吹がクルードに襲いかかる。

　レイン達の時間稼ぎが幸いし、一いつ瞬しゆん早くクルードの脚あしが雪原を蹴り抜いた。闇より暗い影が雪の上を滑り、その背後の雪原が鏡の如く凍り付く。

　各おの々おののパートナーを傍かたわらに下がらせながら、珍めずらしく焦しよう燥そうを浮うかべたハンスが悪態を吐つく。

「くっそ。まるで応こたえてねぇな」

「そのうえ、どんだけいるんだろうな。こいつら」

　吐き捨てるハンスに、レインが引き攣つった笑えみを浮かべながら相あい槌づちを打つ。一体ですら手を焼くのに、上空ではまだ戦闘に参加していないアイスワイバーンが攻こう撃げきのタイミングを窺うかがっていた。専属の魔獣錬磨師モンスタートレーナー達を中心に数体のアイスワイバーンが撃墜されてはいるが、戦力の差は明らかだ。このままでは、いずれ押し切られてしまうのは目に見えている。

　しかも、事態はさらに悪い方向へと動き出した。上空で待機していたアイスワイバーンのうち、五体のアイスワイバーンがようやく激戦地から距きよ離りを取り始めたキャラバンに目を付けたのだ。大きく広げられた両りよう翼よくが風を切り裂さき、獰どう猛もうな龍りゆう声せいを上げるアイスワイバーンがキャラバンに向けて闇夜を滑すべる。キャラバンの最さい後こう尾びにはもちろん殿しんがりを務める魔獣錬磨師モンスタートレーナーがいたが、五体ものアイスワイバーンから一斉に襲われれば、甚じん大だいな被ひ害がいは免まぬかれない。

「誰でもいい！　フォローに回れ！」

　フリーズスネークに四体ものアイスワイバーンを締め付けさせていた護衛隊長が、喉のどを限界まで震わせる。だが、その声に応える余よ裕ゆうのある者はいなかった。劣れつ勢せい状態にある護衛部隊の誰かが抜ければ、陣形はあっという間に瓦が解かいする。

　惨さん劇げきを想像し、魔獣錬磨師モンスタートレーナーの顔に苦く悶もんの表情が走る。

「誰でも、いいんだな……」

　だが、その最弱の魔獣錬磨師モンスタートレーナーのペアだけは違ちがっていた。

「だったら俺達が止めてやる！」

　誰もが持ち場を離はなれられない中、たとえその場から抜けても戦せん況きように影えい響きようしないほどに弱いそのコンビだけは、護衛隊長の指示を聞き届けていた。

「ペムペム！　【体当たり】だ！」

「ぴぎぃー！」

　五体のアイスワイバーンに向けて打ち出された鋼鉄の拳に乗るペムペムが、その身を青い砲弾に変えて凶きよう悪あくな氷の飛ひ龍りゆうに攻撃を仕し掛かける。無む謀ぼうな特とつ攻こうは、その場の全すべての意表を突き、先せん陣じんを切るアイスワイバーンの鼻はな頭がしらに命中した。

　ペムペムの体当たりを受けたアイスワイバーンが、その口の端はしを裂けんばかりに吊つり上げる。心臓を凍り付かせそうなほどの壮そう絶ぜつな怒いかり。大きく翼つばさを羽ばたかせたアイスワイバーンが急停止し、鼻に張り付くスライムに向けてその龍りゆう爪そうを振り下ろす。

「ペムペム。【体当たり】！」

　構わず、レインは叫さけんだ。

　ペムペムもまた、躊ちゆう躇ちよすることなく次のアイスワイバーンに向けて小さな身体を弾き出した。

　微かすかに柔やわ肌はだを掠かすめた龍爪に一瞬顔を顰しかめながら、ペムペムが手近にいたアイスワイバーンの翼の付け根に体当たりを叩たたき付ける。ドラゴンの急所へとまともに体当たりを浴びせられたアイスワイバーンは小さく鼻を鳴らすと、その身を大きく捩ねじった。うねる筋肉と共に、アイスワイバーンの身体が突とつ風ぷうを纏まとって回転する。その身体に何かがしがみついたら、耐たえる間もなく雪原へと叩き落とされていただろう。

　危険を察知したペムペムは、すでに次のアイスワイバーンに体当たりを仕掛けていた。体当たりが突き刺さる度たびに、ペムペムの凍った表面の細胞が剝はがれ落ちる。

「いっけー、ペムペム。絶対止まるな。何が何でも躱かわし続けろ！」

「ぴぎぃー！」

　限界まで【契約の絆】を輝かがやかせるレインの声に、ペムペムが絶え間なくその身を青い砲弾に変えながら応える。アイスワイバーンの近くを飛び続けている限り、仲間を巻き込むような強力な攻撃は封ふうじられる。

　危険察知能力のみを頼たよりに、ペムペムは超ちよう攻撃的にアイスワイバーンの間を逃にげ続ける。その勇姿に、仲間達が声を張り上げた。

「スライム野郎。そのままもうちょっと耐えてろ」

「私達も、すぐに加勢します！」

「ペムペムちゃん。レイン。頑がん張ばって！」

　なんとか一体目のアイスワイバーンを弱らせてきたキリ達が、レインとペムペムに声せい援えんを送る。その声に、レインは頰ほおに流れる汗あせを拭ぬぐいながら頷うなずいた。ペムペムの攻撃はアイスワイバーンに効いてない。あくまで注意を引きつけるだけだ。その上、ペムペムは体当たりの度に冷気で身体からだが凍り付き、蓄たくわえた水分を消費している。正直、いつ限界が来てもおかしくない。

　だが、限界が来る前に、さらにやっかいなものが襲ってきた。

「「ミンナミンナ、見テミナヨ」」

「「凄すごイヨ凄イヨ、行ッテミヨウ」」

　ジャックフロストの好奇心がペムペムに集中し、氷の飛ひ龍りゆうが団体で移動する。防衛戦を繰くり広げる魔獣錬磨師モンスタートレーナー達が慌あわてて駆けつけようとするが、遊びを邪じや魔まする者達に対して、ジャックフロストは容よう赦しやなくアイスワイバーンをけしかけた。

「おいおい、マジかよ！　なんの冗じよう談だんだ!?」

　限界間近の疲ひ労ろうと限界を突とつ破ぱした闘とう争そう心しんにもはや笑うしかないレインが、襲いかかる現実にさらに笑みを深くする。五体のアイスワイバーンを足止めするペムペムの周りを、十数体のアイスワイバーンが取り囲んでいるのだ。これが笑わずにいられるか。

　いや、レインが高こう揚ようしている理由は、それだけではなかった。胸が、心臓が、魂たましいが、掌てのひらで輝くスライムの紋もん章しようの光に焼け焦こげる。

　何かが、来る。

　その瞬しゆん間かんは、唐とう突とつに訪おとずれた。

「ぴっっっぎいいぃぃぃいいっ！」

　ペムペムの熱い雄お叫たけびが闇夜の冷気を吹ふき飛ばす。ペムペムの体当たりが、アイスワイバーンの身体を大きく揺ゆらがせる。

「【昇しよう華か】だって？」

　アイスワイバーンと交戦していた護衛隊長が思わず叫ぶ。

【昇華】それはモンスターが己おのれの限界を突破したときに起きる奇き跡せきだ。限界のその先へと進むモンスターを空と大地は祝福し、その身体を癒いやすと同時に能力を何倍にも引き上げる。

　レイン自身も、他ほかの魔獣錬磨師モンスタートレーナーの例に漏もれずペムペムの【昇華】には困こん惑わくしていた。【昇華】は易やす々やすと起こるものではない。春先に一度【昇華】を果たしたペムペムが再び【昇華】を発動させるなど、いくらなんでも周期が早すぎる。

　だが、心の底から湧わき上がる興奮に突き動かされたレインは、戸と惑まどいを置き去りにしてスライムの紋章が刻まれた拳を突き上げた。

「なんか知んねぇけど、今がチャンスだ。行くぜ、ペムペム。【体当たり】！」

「ピギィイッ！」

　ペムペムの身体が霞かすみ、アイスワイバーンの龍りゆう翼よくが撥はね上げられる。右へ左へ、上へ下へ。文字通り縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回るペムペムに、アイスワイバーンが翻ほん弄ろうされる。

「「凄イ凄イ。コイツ凄イヨ！」」

「「見セテ見セテ。モット見セテヨ」」

　周囲を飛び回る飛龍の背に乗るジャックフロストが跳とび跳はね、大立ち回りを繰り広げるペムペムを囃はやし立てる。

　しかし、それも長くは続かなかった。

「ぴ、ぴぎ。ぴぎぎ……」

　ペムペムの声から力強さが急激に失われ、体当たりを受け止めたアイスワイバーンが鬱うつ陶とうしげに身み動じろぎする。ペムペムはすぐに別のアイスワイバーンに体当たりを仕掛けたが、結果は同じだ。【昇華】の刻は無限ではない。再び世界最弱の攻撃力に戻もどったペムペムに、ジャックフロストが失望の声を漏らす。

「「何デ何デ、モウ終ワリ」」

「「モットモット、ヤレルデショ」」

　飽あきることを知らない残ざん酷こくな催さい促そく。その声に、ようやく立ち合っていたアイスワイバーンを沈めたハンスが、ドラゴンにも劣おとらない憤ふん怒ぬの形相で腕うでを振り払った。

「いい加減にしろよ、ガキども。蹴け散ちらせ、クルード【シャドウボルト】」

「グゥアアアアウッ！」

　クルードの影かげが火山のように沸わき立ち、真影の稲いな妻ずまがアイスワイバーンへ殺さつ到とうする。だが、今持てる限りの全力を込こめたクルードの技わざは、数体のアイスワイバーンが同時に放った氷の息吹に搔かき消された。

「「ダメダヨダメダヨ、邪魔シナイデヨ」」

　雪の妖よう精せいが声を揃そろえて謳うたい、ハンスが荒あら々あらしく舌を打つ。

「ッチ。スライム野や郎ろう。もういい、下がらせろ」

「そうだよ、レイン。ペムペムちゃんもこれ以上は無茶だよ」

　ハンスとキリが同時にレインの肩かたに手を乗せる。

　まるで沸ふつ騰とうするお湯に手を突つっ込んだかのように、二人は慌てて手を引いた。二人に続いて声をかけようとしたリーナまでもが、その顔を驚おどろきに染め上げる。

　不敵な笑えみが、燃え滾たぎるような闘とう志しが、レインの相そう貌ぼうを包み込んでいた。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、キリ達は気が付いた。

　ペムペムは、未いまだにアイスワイバーンへ向けて、その身を青い砲ほう弾だんに変えていた。

「もういい？　無茶？　おいおいおいおい、何言ってんだよっ！」

　不敵な笑みを浮うかべるレインの喉で、上限を知らない激情が弾はじける。

「今からだろうがっ！　これからだろうがっ！」

　抑おさえきれない興奮にレインは声を震ふるわせた。レインは感じていた、ペムペムの中で、再びその刻ときが迫せまっているのを。あり得ない奇跡の胎たい動どうを、レインは確信をもって感じていた。

　そして、その刻はすぐに訪れた。

「ピィイイイギィイイイイイ！」

　悲鳴以上の雄叫び。その声に込められた熱に、呆あつ気けに取られる魔獣錬磨師モンスタートレーナー達が思わず汗を滴したたらせる。

　二度目の【昇華】が発動した。

「今なら、今なら行けるかもな」

　誰だれもが言葉を失い目の前の光景を受け入れられない中、レインだけはさらに先を見ていた。【昇華】を果たしても、ペムペムの攻こう撃げき力じゃまだ足りない。

　弱いモンスターが手っ取り早く攻撃力を上げるにはどうすればいいか。

　答えは至って単純だ。

　数を増やしてやればいい！

「行くぜペムペム。【無む尽じん膨ぼう張ちよう】！」

「「「「「ぴぎぃいいいい！」」」」」

　レインの声に、何十倍もの声が返ってきた。雪の大地から、数え切れないほどのペムペムの分ぶん裂れつ体が膨ふくれ上がってくる。それは、攻撃の度に凍こおり付き剝がれ落ちていたペムペムの細さい胞ぼうだ。【昇華】により活性化した細胞は、どんなに小さくても本体のサイズまで膨ぼう張ちようすることが可能になる。

　夢で描えがきながら今まで使うことのなかった技に、レインの興奮が最高潮に達する。

　だが、その反動も大きかった。

「うっ……が……」

　レインが苦しげに呻うめき、痙けい攣れんを起こす右みぎ腕うでを抱だきかかえる。レインは分裂したペムペム全員に【契けい約やくの絆きずな】を結ぼうとしたが、それは流石さすがに無謀すぎた。実際に繫つなげられたのは、全体の十分の一ほど。それだけで、意識が飛びそうなほどの疲ひ労ろう感かんが襲おそいかかる。

　だが、レインは倒たおれなかった。

「レイン、ペムペムちゃん。見せてよ。スライムがドラゴンに勝つところ！」

「正念場ですよ。レインさん」

「気張れよ、スライム野郎！」

　仲間達がその身体を支えてくれた。

「ああ、これで最後だ！」

　掠かすれる声で応こたえたレインが霞かすむ視界を睨にらみ付け、スライムの紋章が刻まれた腕を振ふり上げる。その瞬間、大地に広がるペムペムが一いつ斉せいにアイスワイバーンへと跳はね上がった。【契約の絆】が巡めぐらせ切れず些いささか統とう率そつに欠けるが、それでもその勢いは噴ふき上がる間欠泉を思わせる。

　スライムの間欠泉に耐えきれず、五体のアイスワイバーンが大地に墜おちる。しかし、それ以上の戦果を、【昇華】が切れて弾ける分裂体達はもたらした。

「アハハハハ、アハハハハ。凄イ凄イ、ホントニ凄イ」

　辺りに響ひびく笑い声。それは、アイスワイバーンを呼び寄せるきっかけになった、あのジャックフロストだった。その笑い声は次々に伝でん播ぱし、その声につられるように、アイスワイバーンが白み始めた水平線へと飛んで行く。

「満足満足大満足。イツカマタキット遊ビニ来テネ」

　雪の妖精が残した声は、幻まぼろしのように差し込んできた朝日に溶とけた。

　後に、このキャラバン旅行の名物となる噓うそのようなほんとの話。

　その奇跡の夜を、責任を感じてキャラバンから飛び降りていた眼鏡めがねの少年は、肩に乗る雷かみなりの精せい霊れいと共に人知れず見守っていた。
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「ほんっっっとに凄すごかったよね！　レインとペムペムちゃん」

　美しい氷の工芸品が有名な大都市《ニーア・リリン》。その一角にあるカフェテリアで氷の椅い子すに腰こし掛かけるキリが、冷めやらぬ興奮にスプーンを握にぎり締しめる。一方、悔くやしげに眉まゆを吊つり上げるハンスは、握った拳こぶしを勢いよく机に叩たたき落としながら声を荒あららげた。

「スライム野郎。お前、あんな隠かくし技持ってやがったのか？　何で言わなかった？」

「隠し持ってたわけじゃねぇよ。俺自身もびっくりしてんだから」

　ハンスの質問に、レインが寒さで縮こまっているペムペムをマントで温めながら首を傾かしげる。そんなレインの耳に、温かな紅茶が注そそがれたティーカップで手を温めるリーナの不思議そうな声が滑すべり込んだ。

「どうして、ペムペムちゃんは何度も【昇華】できたのでしょうか？」

　リーナの疑問に、全員が揃って口を噤つぐむ。

　答えにたどり着いたのは、やはり最弱のスライムの紋章を持つレインだった。

「なぁ、こうは考えられないか？　スライムってのは最弱だろ。だから、強力なドラゴンと闘たたかうことで一気に経験値が積めて、それが【昇華】を引き起こしたんじゃないのか？」

「それ、すごいよ！　それが本当なら、レインとペムペムちゃんドラゴン相手には無敵じゃん！　ううん、もしかしたら、神にだって勝てるんじゃないの！」

　興奮のあまりツインテールを跳ねさせるキリに、ハンスの辛しん辣らつな溜息が突き刺ささった。

「夢見てんじゃねぇぞ。今回はたまたまジャックフロストがノッて来たからだろうが。本気になったドラゴンや神を相手にしてみろ。そのスライムなんて、一いつ瞬しゆんで蒸発するぞ」

「それに、【昇華】をしてもまだまだ攻撃力が足りないようですしね」

「あ～ん、リーナちゃんまで……」

　頰ほおに手を当てて呟つぶやくリーナに、キリが残念そうにしょぼくれる。ただ、レインもどちらかというとハンスやリーナ派だった。攻撃力が足りないこともさることながら、都合一〇〇体に及およぶペムペムを制せい御ぎよするだけの力がレインにはまだまだ足りない。

「基き礎そトレーニング、もっと増やさなきゃな」

　レインがぼそっと呟く。これからますます厳しくなるトレーニングを感じ取り、寝ね息いきを立てるペムペムが寒気を感じたように身動ぎする。

　そんな中、キリが注文していたアイスレモンシャーベットが氷の机に運ばれてきた。寒々しいそのスイーツに、ハンスがげんなりと顔を曇くもらせる。

「よく食えるな、そんな冷たいもの」

「だってだって、せっかく雪国に来たんだよ。護衛の訓練も終わったんだし、皆みんなでとことん楽しもうよ！」

　サクッとスプーンをアイスの山に突き刺したキリが声高らかに宣言する。

「それにそれに、この街ってロマンチックなスポットが多いんだよ。レイン、後で一いつ緒しよに行こうね。約束だよ」

「いや、それより俺はペムペムとトレーニングを……」

「い、こ、う、ね！」

「わ、わかったよ。いやに強ごう引いんだな」

　ずいっと顔を寄せてくるキリに、レインが苦く笑しようしながら頷うなずく。そんな二人の姿に、リーナだけでなくハンスまでもが小さく微ほほ笑えむ。




　それからしばらくして、レインは旅行に来ていた《ベギオム》の同級生に声をかけられることになる。掌てのひらに雷の紋もん章しようを宿す彼は、なぜかレインとキリの関係を気にしていたのだが、その理由は高等部に進学し、彼と同部屋になっても明かされることはなかった。







　　　第五章　できそこないと愛のシルフ




　水路が街を駆かけ巡めぐる水の都《リンレント》に対し、一年を通して風が吹ふき抜ぬける《クラーブル》は風の都と呼ばれていた。緩ゆるやかな丘おかが東西にあり、南北に延びる街並みを歩けば、風が運ぶ草の匂においに自然と心が癒いやされる。

　コンサートホールが併へい設せつされた古風な駅で汽車を降り、駅から北部へと続く一本道。その終着地点にたどり着いたレインは、地図を片手に難しい顔で呟いた。

「ここ……で、あってるよな？」

「ぴぎ」

　そよ風にも負けない脳天気な声が、頭の上から返ってきた。

　ほどよく冷たい水色の身体からだ。ヒマワリの種のような愛あい嬌きようのある双そう眸ぼう。全モンスター中最弱であると同時に、最多の個体数を誇ほこるモンスター。

　スライム

　ペムペムと名付けられたレインの相棒は、何をしているかと思えば、主あるじなどそっちのけで風に舞まう蝶ちように目を奪うばわれていた。

　頼たよりにならない相棒に、レインが唇くちびるをへの字に曲げて髪かみを搔かく。その掌には、ペムペムを象かたどったようなスライムの紋章が刻まれていた。

　この世に生を受けた者は皆、その掌にモンスターの紋章を宿す。神の紋章を持つ者は神と、ドラゴンの紋章を持つ者はドラゴンと、スライムの紋章を持つ者は、スライムとのみ契約を交かわすことが出来る。

　必然的に、紋章は社会的なステータスとなる。また、紋章は基本的に遺伝が大きく関係してくるため、家系や家いえ柄がらにも重大な影えい響きようを与あたえる。

　逆にいえば、その者の衣服や家を見れば、ある程度どんな紋章を宿しているかを想像することが出来る。

　レインが訪おとずれた屋や敷しきは、間ま違ちがいなく高位の紋章を持つ家柄のそれだった。丘一つが丸々敷しき地ちであり、よく手入れされた庭園には、風車に風かざ見み鶏どり、さらには透すき通った音を鳴らす極東の鈴すず、風ふう鈴りんが所ところ狭せましと飾かざられている。おそらくは、《精せい霊れい紋もん》とも呼ばれる、風の紋章の家柄なのだろう。

　目と耳を楽しませる豪ごう邸ていに、レインの隣となりにいた少女の顔が輝かがやいた。

「うわ～、凄いお屋敷だね～。ねぇねぇ、早く入ろうよ！」

　風鈴の音に負けない、瑞みず々みずしい張りのある声。レインがチラリと視線を隣に向けると、同年代にしては子供っぽい横顔が飛び込んできた。

　そよ風に揺ゆれる青色のツインテール。タンポポのように潑はつ溂らつとした笑顔。その掌に鳥の紋章を宿し、肩かたに転生の化け身しんとされ人語を操あやつる霊れい鳥ちよう《フェニックス》の雛ひな鳥どり、ルッツを乗せる彼女の名は、キリ・トレントレット。

　各国の【魔獣錬磨師モンスタートレーナー】育成学園が開かい催さいした合同訓練で一年近くチームを組んでいるキリの無む邪じや気きな横顔に、レインが小さく口元を緩ませる。

　一方、レインの隣にいた少女は、うずうずと身体を揺らすキリに対して、困ったように微笑んだ。

「キリさん。少し落ち着いてください。粗そ相そうをしたら怒おこられますよ。今回の課題、忘れてしまったんですか？」

「忘れてないよ！　リーナちゃん。《教養を身につける》、でしょ！」

「はい、よろしいです」

　ピンと指を立てた少女は、その指先を桜色の唇に添そえながら微笑んだ。

　風に撫なでられ静かに揺れるココア色の髪。修道院風の制服を押し上げるふくよかな胸むな元もと。その掌にゴーレムの紋章を宿し、屋敷の門から吹き抜ける風をその巨きよ軀くで受け止める《コイルゴーレム》のドッコルと契けい約やくを結んだ彼女の名は、リーナ・アインセンス。

　キリと同じく、一緒に訓練をこなしてきた頼りになるチームメイトだ。

　二人の会話に耳を傾かたむけながら、レインも訓練課題を思い出す。今回の課題は、派は遣けんされた屋敷での使用人業だ。人に仕えるという仕事をする中で、どうしても粗そ野やになりがちな魔獣錬磨師モンスタートレーナーの教養を深めるのが目的らし──

「そんなところにいないで、入っておいでよ。魔獣錬磨師モンスタートレーナーの卵君」

「え？」

　不意に耳を叩いた穏おだやかな声に、レインが慌あわてて目を向ける。玄げん関かんに向けて綺き麗れいに刈かり揃そろえられた植木の隙すき間まから車くるま椅い子すに乗る壮そう年ねんの男が現れた。

　だが、レインの意識は、彼よりも、彼の車椅子を押す巨きよ体たいに奪われた。

　金色の毛に覆おおわれた前足で車椅子を押すのは、二本足で器用に歩く大おお虎とらだ。《タイガーマン》。猫ねこ、もしくは亜人の紋章に属する虎の獣じゆう人じんが、巨体を文字通り猫ねこ背ぜにしながら車椅子を押しているのだ。正直、巨きよ虎こが車椅子の男に襲おそいかかっているように見え、レイン達が思わず頰を引き攣つらせる。

　一方、車椅子の男はその表情を待っていたとばかりに微笑んだ。

「やぁ、こんにちは。私はシャンス家が当主ソロネの夫、デリスだ。一応、君達の雇やとい主であるんだが、先に挨あい拶さつをして悪かったかな？」

　デリスが少し意地悪げな笑みを浮うかべながら、促うながすように首を傾げる。

　そんなデリスに、レイン達は慌てて居住まいを正して頭を下げた。

「魔獣錬磨師モンスタートレーナー育成学園《ベギオム》から来ました、レイン・エルハルト。そのパートナーのペムペムです」

「ぴ、ぴぎぎ！」

　慌てて頭を下げたレインとペムペムに続き、キリ、リーナ、そして無愛想なもう一人のチームメイトが自己紹しよう介かいを済ませて頭を下げる。

　デリスはにこやかに頷くと、両手を大きく広げて破顔した。

「うん。ようこそ、我が屋敷へ。歓かん迎げいする、というのは些いささかおかしいかもしれないが、存分に働いて、これからの糧かてにしてくれたまえ」

　楽しげに声を震ふるわせたデリスが、猫の紋章が刻まれた手で車椅子の手すりに掛かけられた銀の呼よび鈴りんを摑つかむ。

　チリンチリンと、小気味のよい音が響ひびくと、人の好よい笑みを浮かべた初老の執しつ事じがタイガーマンの後ろから音もなく現れた。

「お呼びですか。旦だん那な様」

「家令スチユワード。彼らに仕事着とほんのり大変な仕事を」

「分配は？」

「任せる。家政婦ハウスキーパーと相談してくれ」

「畏かしこまりました」

　優ゆう雅がな仕草でお辞じ儀ぎをし、執事がレイン達を一いち瞥べつする。ふむっと、小さく顎あごを引いた彼は少し大おお仰ぎような仕草でパチンッと指を打ち鳴らした。途と端たん、木々の陰かげから続々と人ひと陰かげが現れ、瞬またたく間まにレイン達がメイド服と燕えん尾び服ふくの集団に取り囲まれる。

「えっ？　なっ？　ちょっと!?」

「さぁーて、楽しくなりそうだ」

　ぱんっと、デリスが両手を打ち鳴らし、タイガーマンが車椅子の方向を屋敷の玄関へと転回させる。

　そよ風が吹き抜ける庭園。キィキィと音を立てて玄関を潜くぐり抜ける車椅子の後を、レイン達は使用人達に担かつぎ上げられながら追いかけた。
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　シワ一つ、シミ一つ無い燕尾服。

　鏡に映るどう見ても似合わない自分の姿に、レインは何度も身を捻ひねりながら、同じく燕尾服に着き替がえを終えたチームメイトに声をかける。

「なぁ。これで着方あってるか？」

「何で俺に聞くんだよ。テメェで考えろ、スライム野や郎ろう」

　返ってきた辛しん辣らつな声に、レインがムッと唇を尖とがらせながら、襟えり元もとを整えるチームメイトを睨にらみ付けた。

　髪粉によって整えられた灰色の髪。狩かりゆう人どを思わせる鋭するどい双眸。その掌に、偶ぐう然ぜんにもデリスと同じ猫の紋章を宿し、光の届かない壁かべ際ぎわで影のように気配もなく伏ふせている《シャドウパンサー》のクルードをパートナーにする彼の名は、ハンス・バンルード。

　普ふ段だんは近寄りがたいオーラを纏まとうハンスだが、顔が良いだけに燕尾服姿はかなり様になっていた。社交界に行けば、さぞ令れい嬢じよう達の視線を集めることだろう。燕尾服に着替えてもどこか田舎いなか臭くさいレインとは雲うん泥でいの差だ。

　しかめっ面つらを浮かべたレインが、蝶ネクタイを着けてもらい上じよう機き嫌げんなペムペムを引っ摑む。そのまま、レインはペムペムの抗こう議ぎの声を無視して、八つ当たりとばかりに相棒の柔やわらかな身体を引き伸ばした。

　スライムトレーナーであるレインは、思春期真っ盛さかりでありながら恋れん愛あいを半ば以上に諦あきらめていた。遺伝で紋もん章しようが発現する以上、人気の無いスライムの紋章は恋愛という土俵に上がることすら難しいのだ。

「ぴぎぴぎぴぎ。ぴぃ～っぎ！」

　我が慢まんの限界に達したペムペムが無理矢理その身体を引っこ抜き、お返しとばかりにレインの顔面へ体当たりを叩たたき込む。油断していたレインは、その衝しよう撃げきで面おも白しろいように仰のけ反った。

「何やってんだ、お前ら」

「──トレーニングだ。気にすんな」

「単たん細さい胞ぼう馬ば鹿かも遂ついにここまで来たか」

　相手にするのもバカバカしいとばかりに、ハンスが額に手を当てて呟つぶやく。

　ちょうどその時、更こう衣い室に使用人の一人が現れ、エントランスに来るよう二人に呼びかけた。馴なれない革かわ靴ぐつに四苦八苦しながら、レインがハンスと共に使用人の後を追いかける。

　自分の仕事へと戻もどる彼に一礼し、エントランスで待つこと数分。軽かろやかな足音がレインの耳に滑すべり込んできた。

　現れた人影に、レインだけでなくハンスまでもが息を吞のむ。

　腰こし帯おびに鍵かぎ束たばを下げる家政婦に連れられた二人のメイドが、レイン達の前で照れくさそうに微ほほ笑えんだ。

「えへへ。えっと、どうかな？」

　恥はずかしそうに後ろで手を組み、メイド服に着替えたキリがはにかんだ笑顔を浮かべて尋たずねる。髪の毛と同じ青色のワンピースに、真っ白なエプロン。明らかに新人さんという雰ふん囲い気きなのだが、それがかえって可愛かわいく見えてしまうのはキリの生まれ持った素質だろう。

「私の方もいかがでしょうか」

　キリに続き、リーナが普段はあまり表には出さない期待の音を舌に乗せながら尋ねる。リーナが着ているのは、ラベンダーを溶とかしたかのようなライラック色のワンピースだった。背筋をぴんと伸のばして真っ白なエプロンに身を包む姿は、キリとは違ちがってどこかこなれてた雰囲気がある。

　ただ、どちらも可愛いという点においては、些いささかも疑う余地がなかった。

「二人とも、すんげぇ似合ってるぞ！　本当のメイドみたいだ！」

「ほ、誉ほめすぎだよ～、レイン。それに、今は本当のメイドなんだから」

　肩に乗るルッツの羽をもじもじしながら摘つまむキリが、照れ臭くささを誤ご魔ま化かすようにレインに念を押す。そんなキリを満足そうに見守っていたリーナは、ふと思い出したように、だんまりを決め込むハンスの方へと目を向けた。
















「……ふん。上手うまく化けたな」

　無言で見み詰つめられたハンスが耐たえきれないように鼻を鳴らし、言葉少なく感想を述べる。

　リーナは、口の悪いハンスとは対照的に、リーナ達のメイド服姿を見て甘えるように喉のどを鳴らすクルードの鼻先を撫でながら困ったように呟いた。

「猫ちゃんも、クルードちゃんくらい素す直なおなら、頭を撫でてあげるんですけどね～」

「ちっ、だれがっ！　コラッ！　クルード！　さっさと戻ってこい！」

　荒あら々あらしく舌を打ち、ハンスがクルードを怒ど鳴なりつける。その怒鳴り声を、物音一つ立てずにハンスの隣となりに現れた家令が打ち消した。

「乱暴な言こと葉ば遣づかいはいけませんよ」

「んがっ!?」

　エントランスに響く老成された声と共に、何かがハンスの鼻はな頭がしらを直ちよく撃げきする。仰け反ったハンスは直すぐさま身を起こそうとしたが、なぜかその動きに普段のキレはなかった。

「ふぉあ？」

　気の抜ぬけた声が口から漏もれ、ハンスの身体からだが大きく傾かたむく。もたれかかってきた主あるじをクルードが慌あわてて支える一方、レインはハンスから飛び退のいた何かを反射的に受け止めた。

「なんだコイツ？」

「ぴぎ？」

　ペムペムがレインの掌てのひらを覗のぞき込む。果実酒の甘い香かおりが漏れ出した掌には、しかめっ面を浮かべた小人があぐらを搔かいていた。赤い帽ぼう子しに革かわのエプロン。靴くつに銀のバックルを付けた小人が、こっちを見るなとばかりに顔を背そむけながら手を振ふり払はらう。

「おや。酒蔵の守護妖よう精せい、《クルラホーン》を見るのは初めてかな？」

　落ち着いた声と共に、白手て袋ぶくろに包まれた掌が伸びてきた。家令が差し出した手に小人がひょいっと飛び移り、とととと、と器用に腕うでを駆かけ上がる。酒蔵の妖精は最後にチラリとレイン達を一瞥すると、白いハンカチを押し潰つぶして家令の胸ポケットへと飛び込んだ。

　キョトンとするレイン達に、家令は口くち髭ひげに隠かくれる口元を綻ほころばせる。

　家令はアルコールに当てられたハンスが落ち着くのを暫しばし待つと、まだ学生のレイン達に対しても敬意を持った口調で話し始めた。

「今回の課題は《教養》だと、私どもは説明されております。故ゆえに、その点は厳しく指導させていただきます。乱暴な言葉遣いは御ご法はつ度と。それと、スライムトレーナー君」

「は、はい！」

　突とつ然ぜん呼ばれたレインが、緊きん張ちようした面持ちで背筋を伸ばす。

　家令はレインに向けていた視線をメイド服姿のキリ達へ流した。

「紳しん士したるもの、言葉は女性を喜ばせるために最善最高のものを選せん択たくできなければなりません。素直な感想もよろしいですが、もう少し言葉の勉強もしておくように」

「あ……はい。努力、は、します……」

「うむ、よろしい。では、そろそろ仕事に移りましょう。家政婦。初うい々ういしいメイドさん達をお任せしますよ」

「畏かしこまりました」

　家令の言葉に、屋や敷しきのメイドを統とう括かつする家政婦が上品にお辞儀をし、キリ達を屋敷の奥へと案内する。

　その後ろ姿が途と切ぎれるのを見計らったように、家令の口が動いた。

「さて。こちら仕事だが。君には従僕フツトマンとして私について頂きましょう」

「俺が、従僕だと？」

　あからさまに顔を顰しかめるハンスに、家令が反論を許さない微笑みで頷うなずく。

「ええ。従僕の仕事は多た岐きにわたるので、体力がありそうな手元がほしかったのですよ。ついでに、君は中々に顔が良い。問題は、その横おう柄へいな態度と荒あらい言葉遣いですが……それは、おいおい直していきましょう。おいおい、ね」

　目を細めて語ご尾びを強める家令に、ハンスが珍めずらしく気け圧おされたように足を引く。屋敷の勤め人全すべてを統括する家令の迫はく力りよくには、ハンスといえど逆らえないものがあった。

　苦々しい表情を浮うかべ、ハンスが小さく顎あごを引く。

　続いて家令はレインに視線を流したが、その表情は少々困り顔だった。

「では、君の方なのだが。生あい憎にくと今は人手が足りてい──」

「おい！　家令！　ちょっと暇ひまな奴やつを貸してくれ！」

　家令の声を割って野太い声が轟とどろき、ペムペムが驚おどろいて飛び上がる。

　二の腕まで捲まくり上げた袖そでから太い腕を顕あらわにする庭師ガードナーが、右に大おお鋏ばさみを持った《リザードマン》、左に随ずい分ぶん若い庭師見習いを連れて現れた。

「おっ！　そいつがデリスの旦だん那なが言ってた学生か。ちょうどいい、俺にも一人貸せ！　なぁに、スライムトレーナーだろうがかまやぁしねぇよ！」

「ちょっと。トーマスさん!?」

　家令が頷く間もなく、のしのしと歩を進めたトーマスが剛ごう毅きな笑みを浮かべてレインの襟えり首くびを引っ摑つかむ。

「別に、いいだろ。そんなに時間は掛かからねぇからよ」

「ダメと言っても聞かないのでしょう。分かりました。彼はお任せします」

「えええ？　ちょっと、いいの──」

「よっしゃっ！　そうと決まればそんな服脱ぬいじまえ！　んな格好で庭仕事が出来るか！　タンタ！　小屋に連れてって作業着貸してやれ！」

「はーい。親方」

　レインから燕えん尾び服ふくを剝はぎ取ったトーマスが、螺ら旋せん状の角を生やしたウサギ《アルミラージ》を連れる庭師見習いのタンタにレインを押し付ける。

「おいっ！　俺の意見は無視かよ！」

　レインの抗議も空むなしく、結局小こ洒じや落れた燕尾服姿は、すぐに泥どろまみれのツナギに替かえられたのだった。
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　レインを待っていたのは、教養とは真逆の重労働だった。

「新入り。へっぴり腰ごしになってるんじゃねぇ！　しっかり持ち上げろ！」

「わかってるつ～っの！　ペムペム。お前も手伝え。【体当たり】！」

「ぴっぎぃ！」

　ペムペムの体当たりで勢い付いた丸太をレインが一気に持ち上げる。勢い余って足場を飛び越こえた丸太に、鋭するどい爪つめが翻ひるがえった。リザードマンの鋭い爪が一いつ閃せんし、丸太を一いつ瞬しゆんにして木材に変えていく。その木材を手にトーマスがトンカチを振るうと、壊こわれた風車が一時間と経たたずにに修しゆう繕ぜんされた。

「ふぅ～っ！　よーし、こんなもんだろう。お疲つかれさん。俺は注文しておいた苗なえ木ぎを見てくるから、てめぇーら、あとは好きにしてていいぞ」

　汗あせ一つかいていないトーマスがリザードマンを連れて門の方へと歩いて行く。その姿を見送ったレインは、もはや限界とばかりに倒たおれ込んだ。

「きぃっつ。普ふ段だんのトレーニングよりきついぞ。なぁ、ペムペム」

「ぴぎぃー」

　そよ風が吹ふく芝しば生ふの上でペムペムがレインと共に身体を弛し緩かんさせる。

　一方、まだまだ元気な様子のタンタは、人ひと懐なつっこい笑みを浮かべながらレインの隣にしゃがみ込んできた。

「お疲れさま～。中ちゆう途と半はん端ぱな時間になっちゃったけど、どうしようか？」

　タンタが小首を傾かしげて尋ねる。確かに昼食には早すぎた。

「ん～、そうだな～……。あ、他ほかの奴らってどこにいるか分かるか？」

「うん。分かるよ！　見に行こう！」

　任せてとばかりに胸を叩たたくタンタが、立ち上がるやいなや走り出す。レインが慌てて後を追うと、屋敷の離はなれに建てられたロッジが見えてきた。

　洗せん剤ざいの匂においがレインの鼻を掠かすめ、鼻歌が耳を撫なでる。タンタに手招きされレインが洗せん濯たく場を覗き込むと、数人の洗濯女中ランドリーメイド達の中に交じって、キリとルッツの姿があった。

「ルッツちゃんがいると洗せん濯たく物ものが早く乾かわいて助かるわ～」

「なになに、お安いご用じゃよ」

　頰ほおに手を当て微ほほ笑えむ中年の洗濯女中に、熱風を起こしシーツを乾かしていたルッツがまんざらでもない様子で嘴くちばしを揺ゆらす。そのすぐ隣では、鼻先にちょこんと泡あわを付けたキリが、先せん輩ぱいメイドと共に洗濯物を洗っていた。

「へ～、キリちゃんの夢はお父さんと同じ冒ぼう険けん家なんだ。また、大変な道を選んじゃうんだね」

「そうそう。そんな危ないことしないで、一いつ緒しよにここで働きましょうよ。旦那様達、すっごく優やさしいのよ」

「みんなありがと～。でもあたし、もっといろんな世界を見てみたいから！」

　浮かべた笑みに父の誇ほこりを乗せて、リーナが小さな胸を張る。その笑みに説得困難と悟さとったメイド達は、直ぐさま別の話題を持ち出した。

「ふ～ん。でもさ、女の一人旅は危ないでしょ。やっぱり男がいなくちゃ。格好良くて、なんでも言うことを聞いてくれて、その上優しかったら最高ね」

「そうそう。──で、キリちゃんにはそんな気になる子いないの？」

「ちょ、ちょちょ。いきなり何聞いてるんですか？」

「あ！　その反応はぁ～、いるのね。思い当たる子が！」

「えっ、ほんと!?　それは聞かないと。ほら、言っちゃいなさいよ。今なら全部水に流して忘れてあげるから～」

　取り囲む先輩メイド達、頰を真っ赤にしたキリが小さく唇くちびるを動かす。その声はメイド達の歓かん声せいに搔き消され、レインの耳には届かなかった。

「キリにも……やっぱりいるんだな。好きなやつ」

　これでもかと囃はやし立てるメイド達の声に、レインの胸が微かすかに痛む。

「いやいや。俺は、キリが誰だれを好きになっても祝福するぞ。うん！」

　毛の先ほども自分がその対象に入っているとは考えず、レインがキリに温かな眼まな差ざしを送り、タンタに次の場所へ案内してくれるように頼たのんだ。

　タンタが次にレインを案内したのは、背せ高たかい本ほん棚だながずらりと並ぶ蔵書室だった。しぃ～っと、タンタが指を立て、レインを部屋の奥へと案内する。不意に足を止めたタンタが指差す先には、机に座る少女と、小さな男の子を抱だいて微笑むリーナの姿があった。

「リーナ先生、できたよ～っ！」

　少女が満面の笑みを浮かべながら、リーナに向けてノートを見せる。リーナは優しく双そう眸ぼうを細めてノートを眺ながめると、少し厳しく目元を整えた。

「問３と問７が間ま違ちがってるわね」

「え～。うっそだぁ～」

「そう？　じゃあ、噓うそかどうか確かめてみなくちゃね」

　不満を漏らした少女に、リーナが軽くウインクする。負けず嫌ぎらいな笑みを浮かべた少女は、よーし、と再びノートに鉛えん筆ぴつを滑すべらせた。その少女を眺めながら、リーナが男の子の背を静かに撫でる。鉛筆の音に混じり、静かな寝ね息いきが蔵書室の静せい寂じやくに溶とけていく

　リーナの隣となりにいたフォーマルなドレスに身を包んだ女ガ家ヴ庭ア教ネ師スと、フリル多めのエプロンを身につけた子守女中ナースメイドは戦せん慄りつした面おも持もちで呟つぶやいた。

「お嬢じよう様さまが進んで勉強するなんて……」

「坊ぼつちゃまが奥様以外に抱かれて眠ねむるなんて……」

「「百年に一度の逸いつ材ざいだわ！」」

「大げさですよ。それに、この子達は素す直なおな方です」

　声を震ふるわせる二人に、リーナが何のことはないとばかり微笑む。

「リーナは相変わらずだな」

　レインが独りごちに呟く。日ひ頃ごろからボランティアで子供のお守もりをしているリーナに疲れはなく、むしろ子供達の相手を楽しんでいた。女家庭教師と子守女中が戦慄すら通り越し、羨せん望ぼうの眼差しをリーナに傾かたむける。

「あなた。ここで働く気はないの？」

「わたくしからも是ぜ非ひお願いします！」

「申し訳ございません。まだ学生の身の上なので」

　懇こん願がんする二人を、リーナが困った笑みを浮かべながらやんわりと断る。ちらりと、窓の外でその巨きよ体たいを揺らすドッコルの様子を確かく認にんしたレインは、小さく微び笑しようを零こぼすと、再びタンタに道案内を頼んだ。トコトコと野ウサギのようにかけていく背中を追いかけると、廊ろう下かに漂ただよう香こうばしい香かおりと共に、感心したような声がレインの耳を打つ。

「良い包丁捌さばきだな小こ僧ぞう。コックの方が向いているんじゃねぇか？」

「シェフ、ダメですよ。そいつ、ワイン蔵に入っただけで倒れるくらい下げ戸こらしいんで」

「うるせぇ！　ほらよ《生しよう姜が鳥どり》の下処理終わったぞ。次もってこい！」

「ハンス君、言こと葉ば遣づかい。コック手伝いの時も紳しん士し的な言葉遣いを忘れずにお願いしますよ。そんな口調ではせっかくの紅茶の風味が台無しです」

「っく……下処理終わりましたでございます」

　厨ちゆう房ぼうの片かた隅すみで紅茶を啜すする家令を睨にらみ付けたハンスが、ぎりりっと奥歯を鳴らし、無理矢理口調を敬語に変える。

　そんな苛いら立だつハンスの足あし下もとの影かげから、ソロリと黒い尾おが伸のびてきた。すでに捌き終わっている魚の切り身を目指し、音を立てずに黒い尾が揺れ動く。

　ドスッ、と包丁がまな板に突つき刺ささる音が厨房に響ひびいた。

「その尻尾しつぽ、千切りとみじん切りどっちがいい？」

　ドスの利きいた声で睨み付けるハンスに、棒のように固まったクルードの尾が慌あわてて影の中へと引っ込んでいく。

「はは。猫ねこ野や郎ろう達も相変わら──」

「ぴぎ？」

　唐とう突とつに言葉を切ったレインに、ペムペムが不思議そうな表情で主あるじの顔を覗のぞき込む。レインは、自分の気持ちを落ち着けるように相棒の頰を指先で擽くすぐりながら、少し寂さみしげに呟いた。

「もう少し、なんだな……」

「ぴ、ぴぎぃ……」

　レインの気持ちを読み取ったペムペムが、同じく寂しげな声を漏もらす。

　そう、もうすぐなのだ。

　この合同練習の終わりまで。

　長いと思っていた一年がもうすぐ終わる。合同訓練がなくなれば、国がバラバラのレイン達がこうして一堂に集まることは難しいだろう。

　元気だけが取り柄えのスライムコンビが、揃そろって顔を曇くもらせる。

　そんなレイン達を元気付けるように、顔を明るくさせたタンタがぐいぐいとレインの袖そでを引っ張った。

「ねぇねぇ、もうそろそろご飯の時間だよ！　僕達も食堂に行こうよ！」

「俺達もか？」

「うん。ご飯を食べるとき、家にいる人はできる限り食堂に集まるのがこの家のルールなんだ。旦だん那な様達のご飯の後はそのテーブルで僕達もご飯を食べていいんだよ！」

「ぴぎぃ！」

　誇らしげに自じ慢まんするタンタに、レインではなくペムペムが喝かつ采さいを上げる。

　相変わらず食い意地の張った相棒に苦笑しつつ、すっかり励はげまされたレインはお礼の代わりにタンタの頭をくしゃりと撫でると、食堂へ足を傾けた。
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　絵画でしか見たことのない長い机の上には、これまた絵画でしか見たことのない豪ごう華かな料理が並んでいた。絶ぜつ妙みようなレア加減に焼かれたローストビーフを口に運んだデリスがコック長を誉ほめ、禿とく頭とうのコック長が「火入れはこいつですよ」と隣にいたハンスの背を叩く。机を挟はさんで反対側では、リーナが子供達の食事の手伝い中だ。

　レインはキリと共に使用人に交じり壁かべ際ぎわに控ひかえていたが、その表情にはずっと疑問が張り付いていた。

　食しよく卓たくには一つだけ空席があった。

「ソロネは、まだ食事も無理そうか」

「ええ。奥方様はまだ調子が悪いご様子で」

　悲しげな眼差しを空席に流すデリスに、家令が沈ちん痛つうな面持ちで応こたえる。その時、顔を上げたデリスの視線が偶ぐう然ぜんレインの視線と絡からまった。

「ああ……やはり気になるかい？」

「え、あ……その、すみません」

　上手うまく誤ご魔ま化かすことが出来なかったレインが、直すぐさま頭を下げる。

「謝らなくて良いよ。そこは妻の席なのだが、最近調子が悪くてね。なかなか部屋から出てきてくれないんだよ」

　目を伏ふせるデリスに、隣にいたキリがつられて眉まゆ尻じりを下げる。今の話から推測するに、デリスの妻は何か病気でも患わずらっているのだろうか？

「ぼく、ママに会いたい」

「あたしもっ！」

　父に続き子供達が声を上げる。

　その瞬しゆん間かん、デリスは妙みよう案あんを思いついたとばかりに、大きく手を叩いた。

「そうだ。君達、ちょっと妻に会ってくれないか。もしかしたら、良い気分転てん換かんになるかもしれない！」

「「「「え？」」」」

　驚おどろきの声は、レイン達ではなく使用人達のものだった。彼らは、デリスの提案に戦おののきすら浮うかべている。

　意味が分からず、レイン達が顔を見合わせ困こん惑わくする。

　だが、両手を合わせて「頼むよ」と懇願するデリスの依い頼らいを無下に断ることは出来なかった。何より、子供達が父に倣ならって手を合わせ「お願いします」と頼んでいるのだ。断れるはずがない。

「とりあえず、会うだけなら」

　アイコンタクトでキリ達に確認を取ったレインが、代表でデリスに頷うなずく。

　その後、石像のように口を閉とざした使用人達と賄まかないを食べ終えたレイン達は、屋や敷しき二階の西側にある部屋へと通された。

「では、奥様をよろしくお願いします。──私は仕事がありますので、これで」

「え？　え？　ちょっと？」

　急いで女主人の部屋から立ち去る家令に、レイン達がますます怪け訝げんな表情を浮かべて顔を見合わせる。

「まずは会ってみて、だよな」

　おどけようとして失敗し、むしろ引き攣つった笑えみを浮かべたレインがゆっくりと真しん鍮ちゆう製のドアノブを捻ひねる。

　ドアが開くと、待ってましたとばかりに木製のテーブルが飛んできた。

「んななっ!?」

「あわわわわっ!?」

　突とつ如じよ飛来したテーブルに、レインとキリが悲鳴を上げる。一方、ハンスは冷静だった。双眸を細め、鋭するどい声で影の中にいるクルードに呼びかける。

「【シャドウウォール】！」

「ガァァアウ」

　荒あら々あらしい雄お叫たけびが響き、跳はね上がったハンスの影が盾たてとなってテーブルを弾はじき飛ばす。影が再びハンスの足下に戻もどると、嵐あらしが過ぎ去った後のような部屋──ではなく、今まさに嵐が吹ふき荒あれている部屋がレイン達の目に飛び込んできた。

「なんですかこれは？」

　リーナが口に手を当てて、飛び交かう調度品に目を丸くする。

　その声に応えるように、絶望を滲にじませた悲鳴が部屋の中に響いた。

「[image: ]ああああっもういやだーっ！」

　薄うす緑みどり色いろの長い髪かみを暴風に攫さらわれるままにした女性が、マットしかないベッドの上で両手足を投げ出しながら叫さけぶ。そのままゴロンと寝ね返がえりをうった女性の榛はしばみ色いろの瞳ひとみが、奇き跡せき的にもレイン達の姿を映した。

「────？」

「え？　何だって？」

　パクパクと何かを口走る女性に、声を拾えなかったレインが尋たずね返す。ああ、と手を打った女性は、今度は吹き荒れる風に向かって叫んだ。

「ティフォン。ちょっと風止めて」

　不思議と耳に残るその声に、暴れ回っていた旋つむじ風かぜがピタリと止やむ。同時に、風を生み出していた張本人、風の精せい霊れいの中でも上位種にあたる《シルフ》が女性の下もとへと舞まい降り、着き崩くずしたシャツから覗く胸むな元もとへと座り込んだ。

「え～っと。なに、あんたら。新入り？」

　風の紋もん章しようが刻まれた掌てのひらでぼさぼさになった髪を搔かき上げ、この屋敷の現当主──レイズの話が本当ならば──女主人のソロネが気さくな笑みを浮かべてレイン達に尋ねる。

　壮そう絶ぜつな初対面に面めん食くらうレインとは対照的に、リーナはなぜか感かん極きわまったように顔を強こわばらせていた。

「ま、まさか。ソロネ様。ソロネ様ですかっ!?」

「リーナちゃん、この人知ってるの？」

　キリがこてんと首を傾かしげて尋ねる。同じくレインやハンスも不思議そうにリーナの方を見たのだが、リーナはそんなレイン達こそ不思議でならないとばかりに目を見開いた。

「あなた達、『風かぜ姫ひめ』を知らないんですか！　風に愛された姫ウインドプリンセスのソロネと言えば、舞ぶ台たい女優から作詞作曲まで手がける歌手として有名じゃないですかっ!?」

「いや、俺舞台とか見ないし」

「あたしもそういうの詳くわしくないから」

　もの凄すごい剣けん幕まくで力説するリーナに、レインとキリが圧あつ倒とうされる。一方、リーナは脇わき目めも振ふらずにソロネへと駆かけ寄ると、熱い眼まな差ざしでその手を取った。

「ソロネ様。お会いできて光栄です！　ずっとずっとファンでした！」

「それは私の方が光栄だね。こんな可愛かわいいメイドちゃんにファンになってもらえるなんてさ」

　口元に明るい微び笑しようを浮かべ、ソロネがポンポンとリーナの頭に手を乗せる。リーナの顔が比ひ喩ゆではなく爆ばく発はつした。あわわ、と取り乱すリーナに苦笑を浮かべながら、ソロネが説明を求めるように首を巡めぐらせる。

　レインが合同訓練で屋敷の手伝いをさせて貰もらっていることを説明すると、思い出したようにソロネは納なつ得とくした。一応、話は聞いているようだ。

「お、お恥はずかしいところをお見せしました」

「いいっていいって。ていうか、私の方が恥ずかしいとこ見せてるでしょ」

　ようやく立ち直って頭を下げるリーナに、ソロネが肩かたを揺ゆらして笑いながら艶つややかな指先を滑すべらせる。確かに、散らかるというよりは破は壊かいと表現するに相応ふさわしいほど部屋は乱れ、よれたシャツにショートパンツというソロネの格かつ好こうはだらしないの一言に尽つきた。

　だが、その仕草の一つ一つは、思わず目で追ってしまいたくなるほど嫋しなやかだ。とても、二児の母とは思えないほど、あっけらかんと笑う彼女は少女のように輝かがやいて──

「ぃいっ!?」

　突とつ然ぜん悲鳴を零こぼしたレインが、その顔を顰しかめる。脇わき腹ばらに走った鋭い痛み。視線を下げると、小さな指先がこれでもかとレインの脇腹を抓つねっていた。

「なんだよ。キリ」

「べ・つ・に」

　小声で尋ねるレインに、キリがふて腐くされながら指を放す。肩ではルッツが忍しのび笑いを漏らし、ますますレインを困惑させる。

　そんな中、一人余よ裕ゆうのないリーナが真しん剣けんな面おも持もちで口を開いた。

「ソロネ様。調子が優すぐれないとお聞きしたのですが……」

「あ～、あははは。確かに……調子は悪い、のかな？」

　ソロネが曖あい昧まいな笑みを浮かべ、言葉を濁にごらせる。その言い方が、レインは妙みように引っかかった。てっきりソロネが病気で床とこに臥ふせていると思っていたが、目の前のソロネはどう見ても健康そうだ。

　気まずい沈ちん黙もくが部屋に満ちる。

　ソロネは観念したように口元を歪ゆがめると、自じ嘲ちようを浮かべ頭を搔いた。

「今ね、次の舞台の歌を作ってるんだけど。とてつもないスランプでさ」

「スランプですか？」

　リーナが意外そうに呟つぶやく。

「ソロネ様もスランプになることがあるんですか？」

「そりゃあるよ。私だって人間なんだからね。神様じゃないんだ。行き詰づまったら悩なやんで悩んでひねり出すしかないんだよ」

　ソロネが肩を竦すくめる。しかしその表情に一いつ切さいの悲観はない。端たん整せいな口元に浮かぶのは、そんな逆境すらも楽しもうとする強い笑みだ。

「んーと、話を戻すんだけど。次の舞台のテーマが初うい々ういしい青春ラブロマンスものでさ。私、旦だん那なとは恋れん愛あいしたけど、こんな性格だからイマイチイメージが摑つかめなくてね。ねぇねぇ、よかったら何か参考になる体験談があれば教えてよ」

　胸元に座るシルフの頭を撫なでながら、ソロネが困った笑みを浮かべて懇こん願がんする。だが、申し訳ないがレインはそういった経験が一切無かった。恋愛に興味が無さそうなハンスも首を横に振る。キリは指先を付き合わせ何か言いたそうだが、なかなか言葉になって出てこない。

「いいことを思いつきました！」

　突如声を上げたのはリーナだった。天てん啓けいを受けたかのようにパアァッと顔を輝かせたリーナは、自信満々にとんでもないことを言い出した。

「キリさん。レインさん。デートしてください！　お二人の初々しいデートをお見せして、ソロネ様のイマジネーションを高めるのです！」

「「え……、ええっ!?」」

　思わず叫んだレインとキリの声が、ソロネの部屋を飛び出して屋敷の中を駆け抜ぬけた。




　　　　＊




　麗うららかな風が眠ねむ気けを誘さそう昼下がり。

　クラーブルの大通りで商品を広げながらこっくりこっくりと船を漕こぐ露ろ天てん商しようを横目に、つなぎから再び制服に着き替がえたレインは首を傾げて呟いた。

「なんで、こうなってんだ？」

「ぴぎ？」

　レインの独り言とペムペムの不思議そうな声が、屋敷の方から吹いてきた風に攫われる。その風は、さらにレインの制服の裾すそを大きく揺らし──

　なびいた服の裾がキリの手に触ふれ、その白い喉のどを震ふるわせた。

「ひゃあぁッ!?」

「どうしたっ？　キリ？」

　悲鳴を上げて手を抱だき締しめるキリに、レインが何事かと身構える。

　キリは顔を真っ赤にすると、誤ご魔ま化かすように肩に乗っていたルッツを引き寄せて、ぎゅっと抱き締めた。

「な、なな、何でもないよ！　ちょっと、手を握にぎられたのかと思って……」

「は……はぁ？」

　ルッツの羽に口元を埋うずめながらモゴモゴと呟くキリに、語ご尾びが聞き取れなかったレインが再び首を傾げる。ほぼ同時に、なぜかルッツから刺さすような視線が飛んできた。

「なに睨にらんでるんだよ、ルッツ？」

「胸に手を当てて聞いてみよ！」

「んん？」

　刺とげ々とげしいルッツの批ひ難なんに、レインが首を傾げながら言われたとおり胸に手を当てて考えてみる。その瞬しゆん間かん、ルッツの双そう眸ぼうが摂せつ氏し数千度はくだらないであろう炎ほのおを宿して燃え上がった。

「うおおっ！　ルッツ、どうした？」

「ぴ、ぴぎぎぎ!?」

「説明が、必要かのう？」

　雛ひなを守る親鳥のような気き迫はくをぶつけてくるルッツに、レインが大量の冷ひや汗あせを流す。ヤバい。このままだと焼き殺される、と直感したレインはとにかく話題を逸そらすべく、未いまだにルッツの羽に口元を埋うずめるキリへ声を掛かけた。

「デートつっても、何すりゃいいんだろうな？　キリ、分かるか？」

「え　え？　ええ！　いきなり何!?」

　レインの質問に、キリがただでさえ赤らめていた顔をさらに朱あかくする。

　一方レインはルッツの機き嫌げんがなぜか直ったことに胸を撫で下ろすと、視線を突つき抜けるような青空に傾かたむけながら、思い出すように目を細めた。

「だってよぉ。よく分かんねぇけど、デートって一いつ緒しよに飯を食べたりすることだろ。そんなの、今まで何回もやってきたし。今さらなぁ」

　首の後ろで手を組みながら、レインが合同訓練の日々を振り返る。初めてレインがキリと出会ったとき、レインは屋台で購こう入にゆうした串くし肉にくを二人並んで食べ歩いたりしていたし、冬の雪原に行ったときは、二人で一枚の毛布に包くるまったこともあった。正直、恋愛感情は抜きとして考えるなら、レインとキリはデートに近いことを十分にしてきたことになる。

　そう考えると、こうして街を散策することがデートと呼べるのか難しい。仲の良い女子と二人で歩くことが全すべてデートではないだろうし、そこにはあくまで恋愛感情が必要だろう。

　レインがチラリと視線を後方へ傾ける。三さん軒げん後ろのアクセサリーショップの陰かげには、未だにメイド服姿のリーナと燕えん尾び服ふく姿のハンスが隠かくれ、二人を引き連れるソロネが難しい顔をしてメモ帳にペンを走らせていた。

　レインが真面目まじめに頭を悩ませる。恋愛関係にない自分達のデートが、本当にソロネの役に立つのだろうか？

　そんな完全に仕事のためにしかデートを考えていないレインに、キリは不満を顕あらわに頰ほおを膨ふくらませた。

「それは、そうだけど。いや、そうなんだけどぉ～」

　悔くやしそうに身体からだを揺らしながら、キリがチラチラとレインのことを盗ぬすみ見る。その口が「レインのにぶちん」と声を出さずに動いた、その時。

　一いち陣じんの風が二人の間をすり抜け、微かすかな声がレインの耳に滑り込んだ。

『手を握るのです』

「ん？」

「どうしたの、レイン？」

「ぴぎぴぎ？」

　怪け訝げんな声を上げたレインに、キリとペムペムが首を傾かしげる。

　そのほぼ同時に、また声を乗せた風がレインの耳じ朶だに滑り込んだ。

『手を握るのです！』

　耳を押さえたレインが、視線を風上へと走らせる。悪戯いたずらが成功したように楽しげに羽を揺らすシルフと、何やら熱の籠こもった笑えみを湛たたえるリーナの姿が飛び込んできた。

『私が最高のデートを演出します。さぁ、レインさん。手を握るのです！』

　リーナの唇くちびるが動き、シルフが指先で風を生み、囁ささやきがそよ風と共にレインの耳に滑り込む。どうやら、シルフの風の力を借りてリーナが声を届けているらしい。

　レインがキリの小さな手に目を向ける。直後、猛もう烈れつな羞しゆう恥ち心しんと罪悪感が湧わき上がった。

　──ダメだろう！　流石さすがに！

　再びリーナ達に目を向けたレインが、ペムペムを振り下ろさんばかりに首を横に振る。そんなレインに負けじと、リーナが首を横に振った。

『手を握ってください！　デートの時は男の子から手を繫つなぐものですよ！』

　耳に滑り込む風と声に、レインが、ダメだダメだ、と奥歯を嚙かみ締めながら再び首を横に振ふる。

　しかし、ここでレインが首を縦に振らざるを得ない事態が発生した。

『首を縦に振るのだよ。小間使いホールボーイ。それとも、首になりたいかね？』

　無む駄だに威い厳げんのある声が風に乗ってレインの耳に滑り込む。

　ソロネだ。

　ぐぬぬっとレインが唸うなる。今回の合同訓練で『解かい雇こ』は失格扱あつかいである。

　ぎゅっと目を瞑つぶったレインは、次の瞬しゆん間かん覚かく悟ごを決めた。

「キリ──手ぇ握るぞ！」

　拒きよ絶ぜつの答えが返ってくる前に、レインが小さな手を握り締める。その掌てのひらは、予想外というか、ペムペムのようにひんやりとしていて心地ここちよかった。

　──あ、これ。やべぇ……

　ドクンと心臓が大きく脈打つ。掌に流れる血潮が熱を持ち、レインが慌あわてて妹達の手を握っていたことを思い出して邪よこしまな気持ちを払ふつ拭しよくする。しかし、完全に煩ぼん悩のうを消す前に、水を浴びせられた子こ猫ねこのように小さく震えるキリの悲鳴がレインの耳を貫つらぬいた。

「レ、レレレレレ、レ、レイーン！　どうしたの、突然っ？」

「勘かん違ちがいすんなって。これはあくまでリーナた……『キリの手が可愛かわいくてつい』──って、はぁああ!?」

「レインっ!?……ぁ……きゅ～ん」

　自分の意志とは関係なく飛び出した台詞せりふにレインが慌てて口を手で塞ふさぎ、キリが目を回す。後ろの方では、リーナとソロネがキャーキャーと黄色い歓かん声せいを上げて盛り上がっていた。

　今のはソロネの舞ぶ台たいで主人公が言う台詞だ。ソロネのパートナーのシルフは声を届けるだけでなく、届けた声を強制的に喋しやべらせることも出来るらしい。【フェアリーミスチヴァス】。妖よう精せい達が悪戯で人々に口くち喧げん嘩かをさせるときに使う技わざだ。

　往来の人々から贈おくられる温かい祝福の眼まな差ざし。その温かさを巻き込んだ風に乗り、興奮に満ちた声がレインの耳に滑すべり込む。

『いいですよ、いいですよ、いいですよ！　レインさん！　ナイスです！　次はプレゼントですよ。プレゼントを贈られて喜ばない女子はいません。ここは一つ、素す敵てきな髪かみ飾かざりを』

『ちょっと待って、リーナ。そういうサプライズは終しゆう盤ばんに取っておくとして。デートと言えばカフェテリアでアレであれだろう。アレ！』

　興奮するリーナの声に、負けじと興奮したソロネの声が割り込む。一ひと際きわ強い風が吹ふき、レインとキリの身体をカフェテリアの中へと追いやった。注文を取りにやってきたウエイトレスが、何故なぜか注文を取らずに踵きびすを返す。

「すっげぇ～嫌いやな予感がする」

【契けい約やくの絆きずな】を発動せずともレインが危険を感知した数分後。遠えん隔かく注文により運ばれてきたのは、ふつふつと気き泡ほうが泡あわ立だち、真っ白のアイスクリームが載せられたメロンサイダーだった。

　再びレインの頰が引き攣つった。メロンサイダーに刺さるストローは一本だけ。ただ、その飲み口は二つある。チラリとレインが別の席に目を向けると、こちらは正しよう真しん正しよう銘めいのカップルが、コツンと額を合わせながらストローでジュースを吸い上げていた。

「まさか、アレをやれってんじゃ……」

　恥はずかしさのあまり怒いかりの片へん鱗りんをこめかみに浮うかべたレインが、いい加減にしろとリーナ達を睨み付ける。

　が……

「ねぇ、レイン。飲まないの？」

　耳に滑り込む熱っぽい声。レインが慌てて視線を前に戻もどすと、風邪かぜでも引いたように目を潤うるませるキリが、そっと片方のストローを啄ついばんでいた。

「キリ。お前、どうした？」

「なんかねえ。声がするの。レインと一緒にこれを飲めって」

　まるで何かの啓けい示じを受けたかのように、キリがぼぉーっとレインを見み詰つめている。ツインテールの耳の辺りが、何度も何度も揺ゆれていた。リーナ達が、今度はキリに指令を送っているらしい。しかも、一体何の恨うらみがあるのか、キリの肩かたに乗っていたルッツは、「さぁ、あとは若い二人に」とばかりにペムペムを鷲わし摑づかみにして隣となりの席へと移動していた。

『さぁ、レインさん！』

『飲みなさい。小間使いくん』

「ねぇ、レイン。飲もうよ」

「ああああっ！　もう、どうなっても知らねぇぞ！」

　半ばやけくそになりながら、レインがストローを咥くわえてこつんと額をキリの額にくっつける。

　そして、レインがジュースを吸うために胸に力を込こめた、次の瞬間。

「キリ。やっぱりそうだったのか！」

「「ハンス!?」」

　いつの間にか机の隣に立っていたハンスが、二人を現実へと引き戻した。

「よぉおっ！　さっすがハンス！　お前だけはまともだったんだな！」

　救いの狩かりゆう人どの登場に、レインが思わず涙なみだを流す。

「何泣いてんだ？　そんなもんで、俺が許すと思って……ヒック」

「ヒック？　って……ハンス？」

　なにやら様子のおかしいハンスに、レインの口の端はしが引きつる。異常な、そして危険な熱を持つ双そう眸ぼうと、鼻をくすぐる微かな酒気。全身で嫌な予感を感じ取ったレインがハンスに質問する。

「ハンス。ところでお前、なんで出てきたんだ？」

「ああぁん……ヒック？　そんなの……ヒック、決まってるだろう」

　千ち鳥どり足あしになりながら移動したハンスはキリの頭に優やさしく手を添そえると、その小さな頭を胸むな元もとに抱だき寄せ──

「コイツは俺の幼おさな馴な染じみだぞ。お前なんかに渡わたせるかぁあああー！」

　これでもかとばかりに叫さけんだ。

「はぁああああ!?」

「えぇええええ!?」

　レインとキリが揃そろってリーナの方へ視線を走らせる。リーナは素知らぬ顔で明後日あさつての方向に目を向けたが、その後ろではドッコルが空になった数本の酒さか瓶びんを片付けている真っ最中だ。

　頰をひくつかせながら、レインが舞台のストーリーを思い出す。

　それは、親友同士が幼馴染みを取り合い、甘酸っぱい三角関係の末に決けつ闘とうに至る物語だった。

「ちょ、ちょっと待てハンス。落ち着──『お前達が幼馴染みなのは分かってる。でも、俺はキリが好きになっちまったんだよ』──て、待て待て待て待て待てっ！」

「えっ……。レイン、今の──『やめて、二人とも。私のために争わないで！』──うわっ！　この台詞、一回言ってみたかった！」

「『俺達の友情も今日限りだ。俺は、お前に決闘を申し込む！』」

　普ふ段だんなら死んでも言わないであろう台詞を、ハンスが声高らかに宣言する。屋や敷しきで酒が弱いことが判明したハンスだが、まさかここまで乱れるとはレインにも予想外だ。

　だが、レインに考える時間は無かった。ハンスの影から飛び出したクルードが、強きよう靭じんな顎あごを開き、残像を残しながらレインに向けて飛び掛かかる。

「くっそ。マジかよ！　ペムペム、【体当たり】！」

「ぴぎぴぎ！　ぴっぎっー！」

　レインが転がるように椅い子すから飛び退のき、ペムペムがその身を青い砲ほう弾だんに変える。テーブルを傾かたむける勢いで打ち出された体当たりは、見事にクルードの側頭部を捉とらえた。

　──捉えたように見えた。

「ぴぎっ!?」

　直ちよく撃げきしたはずのペムペムが、クルードの身体からだをすり抜ぬける。一いち撃げき目は幻げん影えい、残した残像の方が本体だ。不敵な笑みを浮かべるハンスが腕うでを薙なぎ、先ほどよりも鋭えい利りなプレッシャーと共に今度こそクルードがレインに襲おそいかかる。

「こなくそ！」

　着地の姿勢が悪かったレインが、近くにあった椅子を蹴けり上げる。顔面へ蹴り出された椅子に、クルードは躊躇ためらいなくその爪つめを振り下ろした。紙くずのように切り裂さかれた椅子に、ウエイトレスが悲鳴を上げる。逃にげ惑まどうお客さんの間を『請せい求きゆう書しよはシャンス家に』という声が風に乗って吹き抜けたが、なんの気休めにもならなかった。

　椅子を粉ふん砕さいしたクルードが身を翻ひるがえし、一足飛びにレインへと迫せまる。その突とつ進しんを横から飛んできた椅子が邪じや魔まをした。ペムペムが次々に椅子に体当たりを繰くり出し、クルードの邪魔をする。そして、僅わずかにクルードが攻こう撃げきを焦あせった一いつ瞬しゆんの隙すきを突つき、飛び出したペムペムの体当たりが今度こそクルードの横っ腹に突き刺ささった。ここしかないという渾こん身しんの体当たり。だが、豹ひようの体たい軀くの前にスライムの身体は軽すぎた。クルードが軽く身を捩ひねるだけで、ペムペムは面おも白しろいようにはじき飛ばされる。

「なんだ、その攻撃は。舐なめてんのか、スライム野や郎ろう！　『やっぱり、お前にコイツは渡せない。俺がコイツを守る！』」

「『ハンス、やめて。レインが私を好きなんじゃないの。私が、私がレインを好きなの！』～～って、違ちがう違う！　レイン、今の違うからね！」

「傷つくからいちいち否定しないでくれっ！」

　全力で否定するキリに、テーブルの間を転げ回りながらペムペムと共にクルードの攻撃を回かい避ひするレインが声を張り上げる。

　慰なぐさめられて余計に辛つらそうな表情を浮かべるレインに、キリの顔が今までにないほど強こわばった。

「ち、違うの。そうじゃなくて。あたしね、あたし。本当に、本当にレインが──」

「『レイン。いつまで逃げ回っているつもりだ。お前のキリに対する気持ちはこんなものかっ！』」

　キリの声が、掌に刻まれた猫ねこの紋もん章しように灰色の燐りん光こうを纏まとわせたハンスの怒ど号ごうに吞のみ込まれる。【契約の絆】。パートナーと魔獣錬磨師モンスタートレーナーの魂たましいを繫つなげ、本気の戦せん闘とう態勢を取るハンスにレインの緊きん張ちよう感かんが跳はね上がる。

　ただ、跳ね上がったのは緊張だけではなかった。

「おもしれぇっ！」

　レインの頰ほおが吊つり上がる。合同訓練開始当初は何度か戦いを挑いどむことはあったが、ここ半年はハンスも丸くなり、最後の勝負も随ずい分ぶん前だ。

　レインとペムペムは、この合同練習を通して強くなった。

　確かめたい。酔よっているとはいえ、闘とう志しを剝むき出しにするハンスとクルードを相手にどこまでやれるか。

　それは、レインだけの気持ちではなかった。肩に乗り反はん撃げきの機を窺うかがうペムペムが、力強くレインに頷うなずき返す。

　その時、レインは今回の舞台で主人公が言う、ある台詞を思い出した。

　滾たぎる闘志をスライムの紋章に叩たたき付け、水色の燐光が迸ほとばしった拳こぶしをハンス目め掛がけて突き付ける。丁度良くその台詞を乗せて耳に滑り込んできた風に、レインは喉のどを震ふるわせた。

「『そこまで言うなら見せてやるよ。俺達の全身全ぜん霊れい全力全開を！　受けきれるもんならやってみやがれ！』」

「ぴっぎぃーっ！」

　レインとペムペムの咆ほう哮こうが、カフェテラスの床ゆかやテーブルを震わせる。その声に込められた熱い闘志に、集まってきた野や次じ馬うま達から歓かん声せいが上がった。最弱のスライムの紋章を抜きにしても、レインとペムペムの姿は見守る者の心を熱くした。

　カフェテリアに吹ふいていたそよ風が、レインの熱を受けて汗あせばむほどの熱風に変わる。その熱風に髪かみを揺らしたハンスは、そっと優しい手つきで、キリの身体を後ろに押しやった。

「『キリ、下がってろ。俺達は決着を付ける』」

「『もう、何を言っても無む駄だなんだね』」

　完全に役に入り込んでしまったキリが悲しげに目を伏ふせ、小さく頷き後ろに下がる。そこには、いつの間に移動したのか、リーナやドッコル、ソロネの姿があった。

　レインとハンスが、身み動じろぎもせずに向かい合う。そして、お互たがいの緊張が最高潮に達した、その刹せつ那な。

「クルード。【シャドウプロテクション】！」

「ペムペム。【体当たり】！」
















　二人の男は同時に叫び、青色の砲弾と化したペムペムと、影かげ色いろの装そう甲こうを纏まとったクルードが激げき突とつした。




　　　　＊




　駅と併へい設せつされたコンサートホールは、耳を割るようなスタンディングオベーションに包まれていた。圧あつ倒とう的な歌唱力で観客を魅み了りようしたソロネが、シルフと共に優ゆう雅がに腰こしを折る。

「はぁ……。さすがソロネ様。堪たん能のうしましたわ」

　特別に舞ぶ台たい袖そでに上げて貰もらったリーナが、メイド服の袖そでで目元を拭ぬぐいながら感かん嘆たんの吐と息いきを零こぼす。

　一方、そのすぐ後ろでは、燕えん尾び服ふくを着込んだレインとハンスが、この三日間で何百回と繰り返したやりとりを飽あきもせず繰り返していた。

「なんであそこでぶっ倒たおれるんだよ。このへべれけ猫ねこ野や郎ろう！　『キリ、下がってろ。俺達は決着を付ける』だぁ？　酒に酔いつぶれて俺の勝ちって何なんだよ!?」

「うるせぇ！　てめぇこそ、素面しらふでよくあんな恥はずかしい台詞せりふが言えたもんだな。『キリの手が可愛かわいくてつい』だぁ？　『俺はキリが好きになっちまったんだよ』だぁっ!?　てめぇ自分に酔ってるんじゃねぇのか!?　格好付けスライム野郎！」

「ねぇ、二人とも。もう、アレを思い出すのはやめようよ～」

　額と額をぶつけて睨にらみ合う二人に、顔を真っ赤にしてルッツの羽に顔を埋うずめるキリが懇こん願がんする。

　結局、昼下がりの決闘はハンスが酩めい酊ていにより倒れてしまったため、レインの不戦勝という形で幕を閉じた。もちろん二人は納なつ得とくしていなかったが、雇やとい主であるソロネから『私し闘とう禁止令』を出されてしまえば、少なからず今回の合同訓練中は手が出せない。その事を分かってか、ペムペムは舞台袖に用意されたお菓か子しをつまみ食い、クルードは女優さんに猫なで声を出して甘えまくっている始末だ。

　そんな状態でいつまでも喧けん嘩かが続くはずもなく、レインとハンスは申し合わせたように踵きびすを返す。ハンスは上じよう機き嫌げんで喉を鳴らすクルードを無理矢理自分の影の中に押し込め、レインはまだ食べ足りないとばかりにお菓子へ近寄るペムペムを抱だき上げる。

　舞ぶ台たいでは、アンコールを受けたソロネが再び歌を熱唱していた。当初のあま～いラブソングからコメディチックなものに替かわっていたが、ソロネの美声をもってすればどちらにしろ観客を魅了するには十分なのだろう。

　その歌声に耳を傾けながら、レインはふとあることを思いだし、そっとキリの隣となりに身を寄せた。

「キリ。……ちょっといいか？」

「ん？　どうしたのレイン？」

　不意に声を掛かけられたキリが、キョトンとした顔で聞き返す。

　レインは、本当に聞いて良いものかと一いつ瞬しゆん悩なやんだが、意を決して尋たずねた。

「その、よぉ。あの時、なんて言おうとしてたんだ」

「えっ？　何をって、何のこと？」

「惚とぼけるなよ。本当に、の後。なんて言おうとしてたんだ」

　微かすかな、淡あわい期待を込こめながら、レインがキリに尋ねる。万が一にも、億が一にも春が来たのではないかと、レインが真しん剣けんな眼まな差ざしをキリに傾ける。

　キリは考え込むように目を伏せ──ぺろっと舌を覗のぞかせて、悪戯いたずらが成功したかのように微ほほ笑えんだ。

「ふっふっふ。レイン、考えすぎだよ～。ああ言った方が盛り上がるでしょ～。あたしのお芝しば居いも、なかなか捨てたもんじゃないね」

「──え……あ、はは。あははは。だよな～、俺もそう思ったぜ」

　一瞬、声を詰つまらせたレインが、すぐにキリに合わせて笑い声を零す。いや、顔と声は笑っているが、その心は土ど砂しや降りの雨が降っていた。

　やはり、スライムトレーナーがモテるなんて、そんなうまい話があるはずがないだろう。

　そんなやるせない思いにギュッとペムペムを抱き締しめるレインが、キリの話を最後まで聞かずに踵を返す。

「そうそう。どうせ告白するなら、その……やっぱり、男の子からで、もっとロマンチックなところで……って、レイン!?　どこ行くのっ？」

「トレーニング、行ってくる。良いんだ、俺にはペムペムがいるから。全力全開、全身全霊を持ってコイツを最強にする。それが俺の生きる目標だ！」

「ちょ、ちょっと待ってよ。レイン～」

「キリよ。素す直なおが一番じゃぞ。素直が」

「ああんもう。ルッツ、ちょっと黙だまってて。待ってよ、レイン。ちょっと、話を聞いてよ！」

　キリが慌あわててレインを追いかける。

　この日の会話がレインの鈍どん感かんの決定打になったことをキリが知るのは、これからずっとずっと後のことだった。







　　　第六章　できそこないと物語の始まり




　第六の世界樹《ジュピター》。世界に九本のみ存在が確かく認にんされ、世界樹の名が冠かんせられる木々の中でもジュピターの巨きよ大だいさは群を抜ぬいていた。四方に伸のびる枝は数キロ先まで天を覆おおい、頂きは雲を突つき抜けている。逆に、一歩でも枝を踏ふみ外せば、遥か２００メートル先の地面まではノンストップだ。

　そんな巨大かつ超ちよう高地の世界樹の中を歩き回ること半日。高所恐きよう怖ふ症しようのスライムトレーナー、レイン・エルハルトの根こん性じように遂ついに限界が訪おとずれた。

「[image: ]ぁあっ！　もうだめだぁあ！」

「ぴぎっ!?　ぴぎ、ぴぎぎぎ！」

　膝ひざを折るレインに、肩かたに乗っていた相棒が慌てて飛び降り、弾だん力りよくのある身体からだで主あるじの身体を受け止める。

　ツヤツヤな水色の肌はだ。クリクリな愛あい嬌きようのある瞳ひとみ。独自の生態系が構成されたこの世界樹の中でも間ま違ちがいなく最弱であり、同時に全世界において最多の固有数を誇ほこるモンスター。

　スライム

　共に合同訓練を乗り越こえてきた相棒が、主を励はげますべくヒンヤリとした肌をレインの頰にすり寄せる。

「ぴぎ～、ぴぎぴぎ。ぴぎ～」

「あ～、きもちいぃ～。もうちょっと頼たのむ、ペムペム」

「ぴぎっ！」

　活力を取り戻もどすレインに、ペムペムが元気よく返事を返す。

「にしても。最後の最後で、なんて課題をふっかけてくんだよ」

　スライム式マッサージに癒いやされるレインが、今回の課題を思い返して苦々しく口元を歪ゆがめる。合同訓練最後の課題は、各世界樹に生息する伝説級の魔ま獣じゆうから戦利品を入手してくることだった。それぞれ最後の課題会場に到とう達たつした生徒達は、明かされた課題に例外なく悲鳴を上げていることだろう。

　第一の世界樹《ザ・サン》では炎ほのおの魔ま神じん《イフリート》の黒こく炎えん蠟ろうが、第三の世界樹《ヴィーナス》では《金石王ゴールデンゴーレム》の金きん鉱こう石せきが、そして第六の世界樹《ジュピター》では雷かみなりを纏った大鳥《サンダーバード》の雷らい羽うが達成課題となっていた。

　ただ、レインにとっては伝説級のサンダーバードとの発見戦せん闘とう云うん々ぬんよりも、この高所での探たん索さくが一番のハードルだった。ちらりと枝の端はしから地上を覗き見たレインが、気の遠くなるような高さに一いつ緒しよに覗き込んできたペムペム共々すくみ上がる。

　そんな情けないスライムコンビに、先を歩く少年は露ろ骨こつに顔を顰しかめながら振ふり返った。

「チッ。おいこら、さっさと立てスライム野や郎ろう。根性見せろ！」

　威い圧あつ的な声が世界樹の中で反はん響きようする。再び顔を顰めたレインが視線を持ち上げると、情なさけ容よう赦しやの無い視線が自分のことを睨んでいた。

　冷たさを感じる灰色の髪かみ。狩かりゆう人どを思わせる鋭えい利りな双そう眸ぼう。傍かたわらに漆しつ黒こくの豹ひよう、《シャドウパンサー》のクルードを連れ、その掌てのひらに猫ねこの紋もん章しようを刻む男子生徒、ハンス・バンルードがここぞとばかりに舌を打つ。

　一方、ペムペムに顎あごを乗せたレインは挑いどむような眼差しで切り返した。

「うっせぇ。誰だれだって苦手なもんがあるだろう！　ハンス、お前だってネズミが苦手じゃねぇかよ。猫のくせに。猫のくせに！」

「んなっ！　そ、それは仕方ねぇだろうが。人が丹たん精せい込めて作った弁当箱の中からいきなりでっけぇ《三みつ頭がしらねずみ》が飛び出てきたんだぞ。テメェにそんな経験があるのかよ、スライム野郎！」

「じゃあお前だって！　《道化雲クラウンクラウデイ》の悪戯に巻き込まれたことがあるのかよ!?　目が覚めたら雲の上だったんだぞ！　俺は！」

　高所のストレスでキレ気味だったレインと、コンプレックスを突かれたハンスが顔を真っ赤にして罵ののしり合う。

　かなり必死な様子で口くち喧げん嘩かを続けるレインとハンスに、二人と同じチームメイトであるツインテールの少女は、不満そうに頰ほおを膨ふくらませながら。大きな溜ため息いきを零した。

「あ～も～。また始まっちゃった」

「本当に、成長せんのおぬしらは」

　勿忘わすれな草ぐさを思わせる青色の髪。同い年のレインやハンスよりも子供っぽい大きな瞳。その掌に鳥の紋章を宿す少女、キリ・トレントレットが困ったように眉まゆ尻じりを下げ、主の小さな肩で羽を畳たたむ霊れい鳥ちよう、人語を操あやつる《フェニックス》の雛ひな、ルッツがやれやれと小さな嘴くちばしを横に振る。

　キリはわざとレイン達に聞こえるようにもう一度溜息を零すと、強めの口調で二人に声を掛けた。

「二人とも。最後の最後に喧嘩とか止やめようよ。協力しようって、ね」

「ハッ、笑わせるな。こんなスライム野郎が何の役に立つんだよ？」

「俺も、猫野郎の手を借りるのなんかゴメンだな」

　口元を歪めたハンスとレインが、息もぴったりにそっぽを向く。ますます剣けん吞のんになる雰ふん囲い気きにキリが唇くちびるを尖とがらせるが、絹のように柔やわらかな声がキリの口元を和やわらげた。

「まぁまぁ、お二方とも。少し落ち着きましょう。ちょうどお昼ですし、一いつ旦たん休きゆう憩けいにするのもいいんじゃないですか？」

「その飯を準備するのは俺なんだぞ？」

「はい。ハンスさんのお料理とても楽しみにしてますよ」

「──っけ！　調子の良い奴やつだ」

　手をパンと叩たたいて提案するリーナに、ハンスが怒ど気きを収めながら身を翻ひるがえす。そんなハンスに倣ならうように、レインも昂たかぶっていた闘気を引っ込めた。

　別に、レインもハンスも本気で衝しよう突とつしていたわけではない。合同訓練が始まった当初は、それこそことあるごとにぶつかっていたが、最近の衝突は一種の挨あい拶さつのようなものだ。

　まぁ、それをハンスに言ったところで、絶対に認めはしないだろうが……

「何ニヤニヤ笑ってやがるんだよ。スライム野郎。気持ち悪い」

「なんでもねぇ～よ。さーて、飯にしようぜ飯に。俺も、猫ねこ野や郎ろうの料理は本当にすげぇーと思ってからよ」

「たく。どいつもこいつも、口ばかり達者になりやがって。まぁ、いい。クルード！　飯にするぞ」

「がぁう」

　クルードが待ってましたとばかりに吠ほえ、前足で自分の影かげを踏み鳴らす。すると、クルードの影に波は紋もんが走り、膝を折ったハンスの腕うでが影の中へと沈しずみ込んだ。影に沈む腕が、ゆっくりと引き抜かれる。その掌には大ぶりのナイフが握にぎられていた。

　その動作を数回繰くり返し、ハンスが野外炊すい飯はんに必要な準備を整える。

「ほら、てめぇらも手伝いやがれ！　食わせてやんねぇぞ！」

「ぴぎ！　ぴぎゅぴぎゅぴぎゅ！」

「わかった、わかったよ！　手伝うから耳を嚙かむな！」

　本気でご飯抜きにしかねないハンスに、食い意地の張ったペムペムが慌ててレインを急せかしたてる。ガジガジと耳を嚙んでくる相棒に、レインは苦く笑しようを零こぼしながら簡易竈かまどの組み立てに取りかかった。

「ん？　猫野郎。それはなんなんだ？」

「こいつか？　こいつはトウモロコシを発はつ酵こうさせた生き地じだ」

「へ～……って、前もって準備してきたのかよ？」

「何驚おどろいてんだよ。飯の仕込みぐらい旅の前にしておくのが常識だろ」

　馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らしながら、ハンスが生地を細かく千ち切ぎり、薄うすく伸のばしていく。

　その数は、ちょうどレイン達とそれぞれのパートナー分あった。

「──だから、何ニヤニヤ笑ってやがんだよ！　スライム野郎！」

「だから何でもねぇって。なぁ、ペムペム？」

「ぴぎ？」

　レインに話を振られたペムペムが不思議そうに首を傾かしげる。その仕草に、ハンスはバカバカしいと肩を竦すくめ、再び意識を調理へと集中した。

　その姿を盗ぬすみ見ながら、レインが今一度ハンスと初めて出会ったときのことを思い出す。群れるのが嫌きらいと豪ごう語ごしていた男が旅の前から仲間の料理を準備するようになるとは、本当に人間変われば変わるものだ。

　今度は悟さとられないように笑えみを零しながら、竈を組み終えたレインがよしっと腰こしに手を当てて立ち上がる。

「キリ、ルッツ。火を頼めるか？」

「は～い。任せて～。行くよ、ルッツ」

「うむ」

　頷うなずいたルッツが小さく羽ばたき、組み上げた薪まきに火の粉を振りかけて火を起こす。

「ふん、まあまあだな」

　相変わらずの憎にくまれ口を叩きながら、ハンスが棒状に畳んだ生地を熱せられた竈の中に並べていく。乳白色だった生地に綺き麗れいな焼き色がつき、香こうばしい香かおりが辺りに漂ただよい始めた。

「おおぉ～」

「ぴぎぃ～」

　レインとペムペムがごくりと生なま唾つばを吞む。ハンスが作っているのは、チーズやトマト、ベーコンなどを生地の中に挟はさんで焼き上げる薄うす焼やきパン、トルティーヤだ。じんわりと時間を掛かけて焼かれた生地がふつふつと盛り上がり、焦こげ目を残して弾はじける。漂う香りにチーズの濃のう厚こうな匂においが混じり始めたところで、火傷やけどの心配が無いドッコルが高熱の鉄板ごと焼き上がった生地を取り出した。

「あちっ。あち、あちち！」

「ぴぎぎぎっ！」

　待ちきれずに手を伸ばしたレインとペムペムが、あっつあつのトルティーヤを何度も持ち替かえながら、火傷を覚かく悟ごで一気に齧かじり付く。途と端たん、芳ほう醇じゆんな香りを放つ焼きたての生地ととろりと溢あふれ出すチーズ、胡こ椒しようがピリリと効きいたかと思えば、ゴロリとサイコロ状に切られたベーコンの肉にく汁じゆうが口の中いっぱいにあふれ出た。

「はっほ、はほはほ。ん、っんぐ──う、ぅぅ、うんめぇえぇぇえ！」

「ぴぎぃぃいいい！」

　案の定口の中を火傷したレインとペムペムが、それ以上の喜びに声を上げて飛び上がる。そんな二人の後に続いてトルティーヤを頰ほお張ばったキリ達の頰が、一人残らず綻ほころんだ。

「おぉほいしぃ～。ハンス、すごい！　おんなじチームでよかった！」

「本当に美味おいしいですわ、猫さん。私も、猫さんとおんなじチームになれて良かったです」

「ふん。現金な女達だな」

　顔を背そむけながら小さく鼻を鳴らし、ハンスが自分の分のトルティーヤを一口齧る。その口元には、珍めずらしくはにかんだような笑みが浮うかんでいた。

「猫野郎！　こっちのこの具はなんなんだ!?　めっちゃうめぇぞ！」

「ん？　ああ、そいつはベーコンの代わりに《サクラダラ》の卵を塩しお漬づけにしたやつを入れてある。そいつも、チーズとの相あい性しようは抜ばつ群ぐんだろ」

　料理が誉ほめられて気を良くしたのか、ハンスがいつもは剣吞な双眸を得意げに細めながら、生地の中身を解説する。その説明に耳を傾かたむけながら、レインは口の中の旨うま味みを堪たん能のうした。仄ほのかな塩気がとろりとしたチーズの濃厚な味わいと絡からみ合い、舌全体を包み込む。肉を嚙み切るのとはまた別のその食感に、舌した鼓つづみを打つレインの頰がさらに一段と緩ゆるむ。

　じっくりと一口目を味わうレインだったが、その幸せな時間は悲痛な叫さけび声により唐とう突とつに幕を下ろした。

「あああああああ！」

「キリ!?」

　腰を浮かせたレインが慌あわてて振ふり向く。すると、レインの目に、魚卵チーズのトルティーヤを二本咥くわえたペムペムを涙なみだ目めで捕つかまえるキリの姿が飛び込んできた。

「ペムペム～！　それ、あたしの！」

「ぴぎぎ！」

「だめぇええ、ペムペム。食べちゃダメぇぇぇえ！」

「ぴゅぎゅ！　ぴぎゅむぎゅぎゅ、ぴっぎゅん！」

「ああああ！　全部、食べちゃった……。ハンスっ、もう一本焼いてよ！」

「残念だが材料切れだ。スライムなんて雑ざ魚こに取られるお前が悪い」

「がーん！」

　にべもなく断られたキリが、ショックのあまりへたり込む。その隙すきを突ついてそっと抜ぬけ出してきたペムペムを、レインは渾こん身しんの力で踏ふんづけた。

「ぴぎゃ！」

「キリ、その……大だい丈じよう夫ぶか？」

　悲鳴を上げて潰つぶれる相棒を無視して、レインがキリに声を掛ける。

　キリは世界樹の枝に「の」の字を書きながら、膝ひざを抱かかえて蹲うずくまっていた。

「キリ、ほんっとごめんな。後でペムペムにはいつもの一〇倍のトレーニングをやらせっから」

「ぅう～、あたしの。あたしのなのに……ぐすん」

「いや、悪かったって……。じゃあ、俺の分食べるか？　──食べかけで悪いけどよ」

　困り果てたレインがおずおずと一口齧った自分の分のトルティーヤを差し出す。

　俯うつむいていたキリの顔が弾かれたように持ち上がった。

「え、い、いいのっ!?」

「お、おう」

　ぐいっと小さな鼻先を寄せてくるキリに、レインが思わず鼻白む。正直、食べかけを渡わたすのはかなり気が引けていたのだが、キリはそんなレインの不安を吹ふき飛ばす勢いで、レインの手からトルティーヤを受け取った。

「い、いいんだよね。レイン。あたし、本当にこれ食──もらって、いいんだよね？」

「あ、ああ。それでペムペムのこと許してくれるんならな」

「ぴぎ……」

　そろりそろりとレインの頭に戻もどってきたペムペムが、反省した面おも持もちで頭を下げる。

　そんなペムペムに一いち瞥べつもくれることなく、キリはよほど魚卵のトルティーヤが嬉うれしかったのか、仄かに頰ほおを赤らめながら、おずおずといった様子で口を付けた。

「──ん、おいしぃ……」

「よかったのぉ、キリよ」

「な、なな、なんのことかなルッツ!?　あ、あたしは。別に、間接キスなんて全然、全く、これっぽっちも思ってないんだから！」

　なにやら温かな眼まな差ざしで頭を撫なでてくるルッツに、キリが顔を真っ赤にしながら誤ご魔ま化かすように残りのトルティーヤを口の中に放ほうり込む。

　その焦あせりっぷりにレインがぽかーんと口を開けていると、一人さっさと片付けを始めていたハンスが、「ん？」と怪け訝げんに眉まゆを寄せた。

「何をしてる？　クルード」

　何やら姿勢を低くして尻尾しつぽをくねらせるクルードに、ハンスが片付けの手を止める。

　その瞬しゆん間かん、後ろ脚あしで力強く世界樹の枝を蹴けったクルードが、黒い残像を残して葉っぱの密集した中へと飛び込んでいった。

「クルード!?」

　茂しげみに消えたクルードに、ハンスが僅わずかに声を上うわ擦ずらせる。その声にレイン達が振り向くと、葉の密集地帯に飛び込んでいったクルードが、何かを咥えて戻ってきた。

「ピ……ィ」

　恐きよう怖ふに震ふるえる声が、レイン達の耳を叩たたく。パチパチと静電気ほどの放電を繰り返す小鳥が、クルードの大きな口にしっかりと咥えられていた。

「おいおい。まさか、コイツが伝説の大鳥じゃないだろうな」

　あっさりと見つかってしまった伝説に、ハンスが口元を歪ゆがめながら指先で小鳥の小さな頭を小こ突づく。

「ピッ！　ピィピィ、ピィッ！」

　気安く触さわるなとばかりに静電気の放電を繰り返し、雷かみなり色いろの体毛に包まれたサンダーバードの雛ひなが懸けん命めいに嘴くちばしをハンスの指先に突き出す。そして、その小さな嘴が微かすかに指を掠かすめた、次の瞬間。

　ハンスの双そう眸ぼうが、狩かりゆう人どの輝かがやきを灯ともして吊つり上あがった。

「よし、さっさとコイツの羽を毟り取るぞ。肉は焼き鳥にしてやる」

「ピィッ!?」

　料理に使っていた大ぶりのナイフを再び取り出すハンスに、サンダーバードの雛がピタリと硬こう直ちよくする。

　怯おびえた瞳ひとみで震え始めるサンダーバードの雛に、鳥の紋もん章しようを宿し、ルッツをパートナーにするキリは慌ててクルードの口から小さな雷らい鳥ちようを奪うばい取った。

「もうっ！　ハンス、苛いじめちゃダメでしょ！　ノームの赤ちゃんにはあんなに優やさしかったのに！」

「ノームは食えないがそいつは食える」

「ハンスの基準はそこなの！」

　見み損そこなったとばかりに、キリが身を挺ていしてサンダーバードの雛を抱だきかかえる。ひょこっと、キリの胸むな元もとから顔だけを覗のぞかせる雛に、キリの肩かたに乗るルッツは茜あかね色いろの翼つばさをゆっくりと羽ばたかせながら、銅どう鈴りんのように厚く美しい声で囀さえずった。その美しい鳴き声に、サンダーバードの雛がたどたどしい鳴き声で答える。

「────ふむ。なるほど、母上に黙だまって巣穴から散歩に出たら、美味うまそうな匂いがしたのでこちらに寄ってきたっと。──ぬ、どうしたのじゃ。お主ら？」

　鳥語でサンダーバードの雛と意い思し疎そ通つうをしたルッツが、レイン達の視線に怪訝な顔をして小首を傾げる。

　そんなルッツに、レインは耳をポンポンポンと掌てのひらで叩きながら、未いまだに信じられないような表情で答えた。

「いや。今、今まで聞いた中で一番綺き麗れいな鳥の声が聞こえた気がして……。きっと、気のせいだろうな。うん」

「ルッツの声ってそんな綺麗だったんだ……。じゃあ、なんでいつもそんなジジくさい話し方してるの!?　もったいない！」

「大きなお世話じゃ！」

　目を丸くするキリに、ルッツが目尻を吊つり上げながら嘴を主あるじの耳に突き立てる。

「痛い痛い！　ルッツ、ごめんごめん」

　身を捩よじりながら慌てて謝るキリに、ルッツがふんっと鼻を鳴らしてようやく攻こう撃げきを止やめた。

「そんなに怒おこることないじゃん」

「照てれ隠かくしですよ、キリさん。──さてと。では、どうしましょうか？」

　ふてくされたキリの頭を優しく撫でて慰なぐさめたリーナが、今度はその視線をその場にいる全員に傾ける。

「一応、この可愛かわいい雛さんの羽を一枚頂ければ、最後の課題は達成ですが」

「そんなつまらねぇこと出来るかよ！」

　もともと、強つわ者ものとの戦いを熱望して合同訓練に参加したハンスが、棚たなからぼた餅もちとばかりに転がり込んだ課題達成に直すぐさま首を横に振る。

　もちろん、レインも同意見だ。

「俺も猫ねこ野や郎ろうに賛成だな。ともかく、このチビは巣に返してやろうぜ」

「あら、よろしいのですか。もしかしたら、雛さんが攫さらわれたと勘かん違ちがいして襲おそってくるかもしれませんよ？」

「そんときは、そんときだ」

　ニヤリと、レインの口元に好戦的な笑えみが浮かぶ。むしろ、その笑みは、容よう赦しやのない母鳥との対戦を望んでいる節さえあった。

　課題の達成条件は、あくまでサンダーバードの羽の入手だ。自然に抜け落ちた羽でも、サンダーバードの隙を突いて奪うでも、その手段は問われない。非効率の極きわみ、真っ向勝負の戦いで取ってくるのも、もちろんありだ。

　レインがスライムの紋章が刻まれた拳こぶしを、反対の手に打ち付ける。闘とう志し漲みなぎるその笑みは、ペムペムの顔にも浮かんでいた。どう考えても勝ち目などないだろうに、最弱のはずのスライムコンビの双眸には一いつ切さいの負い目が見られない。

　その笑みに当てられたように、キリが曖あい昧まいに微ほほ笑えみながらスッと肩の力を抜く。本来なら雛を親元に返して平和的に羽をもらえれば一番だろうが、どうしてもキリは楽しげに笑うレインを止めることが出来なかった。

　もどかしそうに指先でツインテールを弄いじるキリに、リーナがドッコルにトンと背中を預けながら微び笑しようを零こぼす。

「やっぱり。キリさんには幸せになって欲しいですよね」

　コンと、今度は頭をドッコルに預けたリーナが、小声でパートナーに囁ささやく。ボランティアで手伝いをさせて貰もらっている保育所の子供達に色んな冒ぼう険けん話ばなしを聞かせてあげられればと参加した合同訓練だったが、今のリーナにはもう一つの楽しみが生まれていた。

「決まりだな。おい、鳥。さっさと巣へ案内しろ」

　レインを小こ馬ば鹿かにすることなく、むしろ張り合うように肩を回したハンスがルッツに道案内を促うながす。

　そんなハンスに、ルッツはぐっと喉のど元もとにせり上がってきた皮肉を吞のみ込むと、片かた翼よくを世界樹の中でも一ひと際きわ枝の生おい茂っている方角へ傾かたむけた。

「向こうへ約１キロといったところじゃな」

　ルッツの指示に全員が頷うなずき、本来なら伝説級に遭そう遇ぐう困難なサンダーバードの巣へと足を傾ける。

　だが、巣まで残り１００メートルを切ったところで、想定外の事態がレイン達を迎むかえ入れた。

「なに、これ……」

　啞あ然ぜんとしたキリが声を零す。

　ドッコルの胴どう回まわりよりも太い世界樹の枝が、まるで谷が出来たかのように軒のき並なみ押し潰つぶされていた。葉の屋根に遮さえぎられていた太陽が、久しぶりにレイン達と顔を合わせる。

「ぴ、ぎ？」

「ペムペム？」

　身を乗り出して世界樹に出来た谷底を覗き込んでいたペムペムが、突とつ然ぜん身体からだを震わせる。

　最弱故ゆえに誰だれよりも危機に敏びん感かんなスライムは、襲いかかってくる圧力を誰よりも早く察知した。

「ぴぎーっ！」

「っ！　みんな、枝にしがみつけ！」

　ペムペムの警告に、レインが直ぐさま反応する。全員が足あし下もとの枝にしがみつくと同時に、十数メートル離はなれた世界樹の枝へ巨きよ大だいな何かが落ちてきた。へし折られる断だん末まつ魔まの声が世界樹に木こ霊だまし、剝はがれた葉が舞まい上がる。野生の魔獣が一目散にその場から離れる最さ中なか、レインは確かにソレを見た。

　禍まが々まがしいまだら模様に、撓しなる強きよう靭じんな筋肉。そして、一枚一枚がドッコルと変わらない巨大な鱗うろこ。

　ソレは巨大な蛇へびの胴どう体たいだった。

　ズルズルと全ぜん貌ぼうの分からない蛇の胴体が、レイン達が向かう先へと引き返していく。

　その冗じよう談だんのように巨大な尾おっぽが葉の奥に吞み込まれて、ようやくレイン達は我を取り戻もどした。

「今のなんだよっ！」

　息の仕方を忘れていたかのように呼吸を止めていたレインが、開口一番に叫さけぶ。その声に、ハンスが自分を叱しつ咤たするように頰を歪めた、その時。

「待って！　だめぇっ！」

　キリの叫び声が、静せい寂じやくに満たされた世界樹を貫つらぬいた。慌あわてて視線を走らせたレインが、キリの腕うでから羽ばたくサンダーバードの雛を捉とらえる。

「くっそ！　追うぞ！」

　嫌いやな予感に突つき動かされながら、クルードが切り倒たおした枝を足場に谷を越こえ、レイン達が雛の後を追いかける。

　世界樹の最さい奥おう。そこで目まの当たりにした光景に、レイン達は足を止めざるを得なかった。

　痛々しくへし折れた枝。荒あらされた巨大な鳥の巣。焼け焦こげた葉。

　大きく吹ふき抜ぬけた葉の天てん井じようから降り注ぐ陽光の中心で、眼めを焼くほどの雷らい光こうを纏まとう大鳥が、十文字に切り込みの入った瞳ひとみを持ち、辺り一帯の枝という枝に長い身体を絡からませる大だい蛇じやと相対していた。

「《ヨルムンガンド》だっ！」

　ハンスの上げた大蛇の名に、レイン達が戦せん慄りつする。ヨルムンガンドは神の眷けん属ぞくとも言われる蛇へび系魔獣の最強種だ。サンダーバードが伝説級の魔獣ならば、こちらは神話級の魔獣。とてもじゃないが、一いつ介かいの学生が相手に出来る魔獣ではない。

　レイン達の思考が、目の前の魔獣から迸ほとばしる威い圧あつ感かんに思わず停止する。

　直後、伝説と神話の戦いが始まった。

　まさに雷声。耳を劈つんざくような鳴き声を張り上げたサンダーバードが、大きく開かれた口こう腔こうから雷を大蛇に向けて解き放つ。空気を突き破り、雷は刹せつ那なの内に大蛇の頭部を直ちよく撃げきした。爆ばく音おんが辺りに轟とどろき、衝しよう撃げきがレイン達の肌はだを突き刺さす。伝説の雷鳥に容赦はない。左右に大きく伸のばした両りよう翼よくが、大量の雷を津つ波なみの如ごとく大蛇に向けて掃そう射しやした。稲いな妻ずまが途と絶だえることなく辺りを照らし、大蛇が取り付いていた一際太い枝が耐たえきれずにへし折れる。白はく煙えんを上げてゆっくりと傾く大蛇の巨きよ体たいに、サンダーバードは休むことなく追つい撃げきを加える。力強く羽ばたき飛ひ翔しようした巨体は、雷かみなりを纏まとった鋭するどい鉤かぎ爪づめを大蛇の太い胴体に突き立てた。

　何かを察知したサンダーバードが大きく羽ばたき、滑かつ空くうする巨体を翻ひるがえす。サンダーバードの目前に、ヨルムンガンドの巨大な尾が肉にく薄はくしていた。

　寸前で気配を察知したサンダーバードが攻撃を中断して旋せん回かいする。だが、一度の攻こう守しゆ交代は、二度とひっくり返ることはなかった。奇き襲しゆうを仕し掛かけた大蛇の尾が勢いを弱めることなく一直線に落下する。その尾に引かれ、辺りに巡めぐらされていた長い胴体が一気に締しめ上がった。囲われるサンダーバードの片翼と大蛇の胴体が触ふれ、その鱗に雷らい羽うが締しめ取られる。体勢を崩くずしたサンダーバードが雷らい撃げきの鉤爪を蛇の胴体に突き立てるが、肉に食い込み身体の中に流された雷撃は蛇の動作を鈍にぶらせるには至らなかった。身体を締め上げられるサンダーバードが身を捩り、最後の抵てい抗こうとばかりに全すべての雷羽を震しん動どうさせる。耳の痛い雷音が断続し、雷鳥の身体が白光に包まれた。凄すさまじいエネルーが世界樹そのものを震ふるわせる決死の一いち撃げき。電でん撃げきが効かぬとも、衝撃は大蛇の身体を粉々に吹き飛ばすだろう。

　だが、その反はん撃げきは不発に終わった。暗あん紫し色しよくの液体が突とつ如じよサンダーバードに降りかかる。その瞬しゆん間かん、一気にサンダーバードを包み込んでいた白光が収束した。じゅぅぅっと音を立てて、サンダーバードの胸むな元もとが焼け爛ただれる。それは、あらゆるモンスターの動きを止める猛もう毒どくだ。

　その時、苦しげに悶もだえる親を助けるため、小さな翼が大蛇へと立ち向かった。

「ピィー！」

　親のピンチに、レイン達をこの場に導き、今まで枝の陰かげに隠れていた雛ひな鳥どりがヨルムンガンドへと飛び出す。

　一方、ヨルムンガンドは立ち向かってくる雛を腹の足しにならないと判断したのか、相手にするのも億おつ劫くうだと言わんばかりに、鋭い牙きばから猛毒を一気に雛に向けて吐はき出した。成熟したサンダーバードの自由すら奪うばう猛毒。一いつ滴てきでも触れれば、か弱い雛は間ま違ちがいなく絶命するだろう。

　そして、あわや暗紫色の毒液が雛の命を奪おうとした、その時。

「ぴぎぎぎぎっ！」

「ピィ!?」

　幾いくつもの枝を踏ふみ台だいに跳ちよう躍やくしたペムペムが、その身に雛の小さな身体を吞み込んだ。

「【分ぶん裂れつ】【膨ぼう張ちよう】だ！」

「ぴぎっ！」

　レインの声にペムペムが即そく座ざに分裂し。分裂体を膨張させる。降りかかる毒液を受けた分裂体は次の瞬しゆん間かん脆もろくも弾はじけたが、その隙すきを突いて雛を救助したペムペムは、脇わき目めもふらずにレインの肩かたへと後退した。

「ぴぃ～っぎゅう！」

「ペムペム～。この子を助けてくれありがと～」

　安あん堵どの表情を浮うかべたキリが、ペムペムから受け取った雛をすぐさま腰こしのポーチに避ひ難なんさせる。

　そんなキリをドッコルに庇かばわせ、リーナは緊きん張ちようした面おも持もちで呟つぶやいた。

「さて、どうしましょうか。これじゃあ、お母さんと戦えそうにないですね」

「何言ってやがる。もっと、手て応ごたえのありそうなヤツがいるじゃねぇか！」

　ハンスが猫ねこの紋もん章しように灰色の燐りん光こうを纏わせる。モンスターとトレーナーの魂たましいを繫つなぎ、お互たがいの能力を引き上げる技ぎ巧こう【契けい約やくの絆きずな】。クルードもまた、ヨルムンガンドの弱点を探そうと、その視線を走らせていた。

　相手がどんな獲え物ものであれ、ハンスとクルードに撤てつ退たいの二文字はない。

　そんな狩かりゆ人うど達に負けじと、レインもまた掌てのひらに刻まれたスライムの紋章に水色の燐光を纏わせた。

「そいつの母ちゃんを助ける。だろ、キリ」

「うん！　ありがとう、レイン！」

　言わずとも意を汲くんでくれたレインに、キリが力強い笑みを浮かべて頷く。

　その笑みを吹き飛ばすように、大蛇の尾がレイン達に突っ込んできた。

　その規格外の攻こう撃げきをハンスとリーナが素す早ばやく対応する。

「【シャドウハンマー】！」

「【ギガントリフレクト】！」

　主あるじ達の指示に、クルードとドッコルが直すぐさま応える。クルードの雄お叫たけびに世界樹の影が応え、折り重なった影が巨大な鉄てつ槌ついとなり大蛇の尾を殴なぐりつける。そのタイミングに合わせて、磁力の反発を利用したドッコルが、強力なタックルを仕掛けた。二つの衝撃に、大蛇の尾が僅わずかに狙ねらいを外す。絶ぜつ妙みように力を受け流す角度で弾いていなければ、影の鉄槌は砕くだかれ、ドッコルは遥か彼方かなたへと飛ばされていただろう。

「今度は俺達が行くぜ、ペムペム。【体当たり】！」

「ルッツ、あたし達も。【ファイヤーバリスタ】！」

　初撃を弾いた隙を突き、レインとキリが攻撃を仕掛ける。茜あかね色いろの炎ほのおを練り合わせ生み出したルッツの矢や弾だまが、世界樹の葉を撫なで焼きながらヨルムンガンドへ迫せまる。だが、その強力な炎の矢弾は、ヨルムンガンドが無造作に持ち上げた胴体に阻はばまれた。炎が焦こがしたのはその鱗の数枚のみ。ダメージというダメージは与あたえていない。それは、矢弾に隠かくれて接近していたペムペムも同じこと。なんとかサンダーバードを助けようと絡みつく胴体に体当たりを仕掛けたが、渾こん身しんの体当たりは大蛇の胴体をピクリとも動かせなかった。

　もう一度とばかりに飛び退のくペムペムの傍かたわらを、黒い疾しつ風ぷうが駆かけ抜ける。影の装そう甲こうを身に纏まとい二回りも大きくなったクルードが狙うは、ヨルムンガンドの首根だ。鱗を纏っていない柔やわらかな部分に向けてクルードが漆しつ黒こくの爪つめを振り下ろす。

　その爪は、確かにヨルムンガンドの首を切り裂さいた。漆黒の爪が陽光を受けて輝かがやき、その後を大蛇の首根から噴ふき出した鮮せん血けつが追いかける。

　噴き出した鮮血が、突き上げてくる何かにぶつかり弾けた。

「クルード！」

　ハンスの声が世界樹を駆け抜け、続けて鈍にぶい衝しよう突とつ音が響ひびく。自身の鮮血ごと、大蛇の尾はクルードの身体を突き上げていた。口の端はしから血を滴したたらせたクルードがなんとか身を捻ねじり、尾の攻撃から離り脱だつする。

　世界樹の枝に着地するクルードを確認しながら、レインは傍らのハンスに声をかけた。

「大だい丈じよう夫ぶか!?　猫ねこ野や郎ろう！」

「誰に向かって心配してやがる。スライム野郎！」

　血を吐き捨て、ハンスが血の零こぼれた口元を袖そでで拭ぬぐいながらレインを睨にらみ付ける。【契約の絆】を発動した状態ではモンスターのダメージが【魔獣錬磨師モンスタートレーナー】に還かん元げんされるが、ハンスとクルードはまだまだやれそうだ。強気な笑えみを絶やさないハンスに釣つられ、レインが負けじと口元を吊つり上げる。

　だが、競きそい合う二人とは対照的に、リーナの表情は険しかった。

「盛り上がるのは頼たのもしいですが、戦せん況きようはしっかりと分ぶん析せきしてください。決定打がないのは不味まずいです」

「こっちの攻撃、全然効いてないよ！」

　首根を斬り付けられても怯ひるむどころか即座に反撃するヨルムンガンドに、キリが今にも飛び出そうとポーチの中で暴れる雛を押さえながら顔を曇くもらせる。ヨルムンガンドが力の大半をサンダーバードを押さえることに使っているおかげでなんとか戦えているが、このままでは雛の親が捕ほ食しよくされるのは時間の問題だ。

　手て詰づまりの状じよう況きように、レインとハンスが苦々しく唸うなる。

　その瞬間、緊きん張ちよう感かんとはほど遠い、自信に溢あふれた笑い声がレイン達の鼓こ膜まくを打ち鳴らした。

「オーッホッホッホッホッホ。お困りのようですわねっ！」

「おい……面めん倒どうくさいのが来たぞ」

　げんなりと口元を歪ゆがめたハンスが声の方へと目を向ける。50メートルほど離はなれた枝の先で、その少女は口元に手の甲こうを添そえながら哄こう笑しようしていた。

「リーナさんと愉ゆ快かいな仲間達の皆みなさん！　私が来たからには、もう大丈夫ですわよ！」

「ちょっと、リーダー。なにやってるの!?　私達は羽を拾えたんだから、こんなやっかい事に首を突つっ込まなくても良いでしょ！」

「なりませんわっ、リリアーナさん！　引いてはいけません！　今日こそはリーナさんのチームより大きな功績をあげるんです！　でなくては、私は何のためにこの合同訓練に参加したのですか！」

　チームメイトの制止を振り切り、その掌に天使の紋章を刻む少女、ハート形の弓矢を携たずさえる《キューピッド》のピローネをパートナーとするマルチェが、不安定な枝の上でプルプルと脚あしを震ふるわせる白はく像ぞうから身を乗り出す。

　そんなマルチェに、リーナがひどく焦あせりながら声を張り上げた。

「マルチェさん。下がってください！　危ないですよ！」

「ほら、リーダー。ああ言ってるんだし、下手へたな手は出さないで帰るよ。わがまま言うなら、強制的に連れて行くから。フォーフォン！」

「パ、パオーン」

　主の頼みに、《ホワイトエレファント》のフォーフォンが長い鼻をマルチェの細い腰に巻き付ける。だが、レインと同じく高所が苦手なのか、その力は弱かった。腰に鼻を巻き付けられながら、マルチェが天使の紋章に妙みように力強いピンク色の燐光を纏まとわせる。

「さぁ、ピローネ。リーナさん……と、あのスライムトレーナーさんをお助けするのです。【ワイズ・ラブアロー】」

　マルチェが声高らかに攻撃を指示し、ピローネが忠実にもその指令を実行する。ハート形の鏃やじりを一気に三本矢に番つがえたピローネは、辺りの枝に向けて矢を解き放った。愛の矢を受けた枝が脈動し、ヨルムンガンドに絡からみついて締め上げる。

「オーッホッホッホ。どうですか、ピローネの愛は！　愛は力ですのよ！」

　徐じよ々じよに、だが確実にヨルムンガンドの胴どう体たいを束そく縛ばくする世界樹の枝に、マルチェが得意げに胸を張る。

　だが、その顔に浮かんだ笑みは、長くは続かなかった。

　メキッと不ふ吉きつな音が辺りに響く。大だい蛇じやの胴どうが大きく撓しなり、絡みついていた枝が木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいされた。木もく片へんとピローネの矢が吹ふき飛び、その破片がレイン達に降りかかる。

「な、なな！　そんなの卑ひ怯きようですわ！　抗こう議ぎします！」

　大きく腕うでを振り上げながら、マルチェが感情のないヨルムンガンドの瞳ひとみに向けて声を張り上げる。ほぼ同時に、マルチェ達の乗っていた枝が大きく傾かたむいた。ヨルムンガンドに絡みついた枝の一本が、マルチェ達の枝から分かれたものだったのだ。

「パ、パオォオオオ!?」

「え……ひゃあああああああ！」

「マルチェさん！」

　重力に引かれて落下するマルチェ達に、リーナの顔が蒼そう白はくになる。だが、運の良いことに、彼女達の下には別の太い枝が伸のびていた。運良くその枝に引っかかる姿を確かく認にんし、リーナはホッと胸を撫で下ろす。

　その瞬しゆん間かん、リーナの中で何かが閃ひらめいた。

「そうです！　そうですよ！」

「リーナちゃん？」

　突とつ然ぜん声を上げたリーナに、頭に降りかかった枝や矢の欠片かけらを払はらっていたキリがキョトンと目を丸くする。

　そんなキリの手を、リーナは声に熱を込こめながら握にぎり締しめた。

「キリさん。ルッツさん。あなた方がたがいれば、あの大蛇さんに勝てます！」

「え、ど、どういうこ──」

「倒たおせないなら！　ご退席願えばいいんですよ！」

「え……ああ！」

　リーナの言葉の意味を理解したキリが、その手を強く握り返す。

　もちろん、キリだけでなくレインも、そしてハンスもその言葉の意味を理解していた。

「なるほどな！　さっすがリーナ！」

「頭の出来がスライム野郎とは大おお違ちがいだな」

　レインが指を打ち鳴らし、ハンスが憎にくまれ口を叩たたきながら鼻を鳴らす。

　そう。

　倒せなくていい。

　この場から、あの蛇へびがいなくなればいいのだ。

　首筋にヨルムンガンドが次の攻撃に移る殺気をビンビン感じながら、レインが素早くキリとルッツに確認する。

「キリ、ルッツ。どれだけで準備できる!?」

「二分。ううん、ここら辺全部なら三分は欲ほしい！」

「三分だな。わかった。んじゃあ──行くか！」

　握り締めた拳こぶしから燐光が溢れ出るほど【契けい約やくの絆きずな】を昂たかぶらせ、レインが横よこ薙なぎに振ふるわれた尾おを睨み付ける。

　迫せまり来る尾を見定め、レインは素早くキリの身体を抱かかえ上げた。

「レイン!?」

「キリは力を溜ためるのに集中しろ。大丈夫だ、俺とペムペムならどれだけでも逃にげ切れる。リーナ、猫野郎も頼むぞ！」

「ええ、よろこんで！」

「……しゃーねーな」

　リーナが今までで一番良い笑顔を見せ、ハンスが呆あきれ気味に、だがどこか楽しげに口元を吊り上げる。

　そして、レインは首筋を駆け抜ぬける悪お寒かんに全神経を集中した。

「キリ、しっかり捕つかまってろよ！　頼むぞ、ペムペム！」

「う、うん！」

「ぴぎーっ！」

　頷うなずくキリと声を張り上げるペムペムを視界の端はしに捉とらえながら、レインは本能に任せて枝を蹴けった。枝と枝の大きな窪くぼみでしゃがみ込み、常識外れな尾の一いち撃げきを辛かろうじて躱かわしきる。そして、その窪み目め掛がけて打ち出された毒液を、レインは視界に捉えるよりも早く後ろに飛んで回かい避ひした。波打つ胴が枝を揺ゆらす前に幅はば太ぶとの枝に飛び移り、空から振ぶりに終わる攻撃をレインが不敵な笑みをもって受け流す。キリを抱えていながら、その動きには一いつ切さいの無む駄だも、躊ちゆう躇ちよもなかった。

【契約の絆】はパートナーの力をトレーナーに還元する。レインがペムペムから受け取った力は最弱故ゆえの危機察知能力の高さと逃げ足の速さだ。大おお雑ざつ把ぱな攻こう撃げきでは、いくらキリを抱えていたとしても、レインを捉えることはできやしない。

　その事を初めの数撃で確認したレインは、不敵な笑みをさらに濃こくしながら、肩かたに乗るペムペムに頷きかけた。

「ペムペムこっちは大丈夫だ！　お前は、行け！」

「ぴぎぃーっ！」

　渾身の気合いを纏いながらペムペムがレインの肩から飛び降り、ヨルムンガンドへとその身を打ち出す。青い砲ほう弾だんと化したペムペムは、手近の枝を踏ふみ台だいに、目に映る大蛇の胴へ当たれば幸いと体当たりを繰くり返した。硬かたい鱗うろこに跳はね返されるのも気にせず、体当たりを繰り返しながら徐々にその狙ねらいを頭部へと近づける。

　跳ね回るペムペムに向けて鬱うつ陶とうしげに目を細めたヨルムンガンドの視界を、黒い影かげが走り抜ける。それは、先ほどよりもさらに強きよう靭じんな影の装甲を纏まとったクルードだ。視覚では捉えられない動きに、ヨルムンガンドは感覚器官の優ゆう劣れつを切り替かえた。ピット気管。温度によりクルードの動きを知覚したヨルムンガンドが、その進む先を先読みし、自分の身体に掛かかることも厭いとわず毒液をまき散らす。

　ドロリと、毒液を受けたクルードが溶かされる。だが、次の瞬間、それは質量のない影へと姿を変えた。

　ヨルムンガンドの目に僅わずかに動どう揺ようが走り、ピット気管が消えたクルードの位置を探さぐり当てる。クルードはヨルムンガンドの巻き付く木の枝から遥か下方でその四し肢しを世界樹の枝に突き立てていた。

「【シャドウエリア】」

　安全地帯を確保しつつ、ハンスが叫さけぶ。その声に、世界樹の影が一いつ斉せいにヨルムンガンドに巻き付いてきた。影がサンダーバードを避さけながら大蛇の巨きよ体たいを包み込む。

　だが、神の眷けん属ぞくは一ひと筋すじ縄なわではいかなかった。ヨルムンガンドの身体が、激しく震え始め、超ちよう振しん動どうが影の拘こう束そくを力任せに引き剝はがす。

　その時、ヨルムンガンドの頭部が大きく横に吹き飛んだ。限界まで反発の力を押し止とどめ、針の穴を通すコントロールで打ち出されたドッコルの拳が正確に大蛇の側頭部を打ち抜く。小さな脳が揺れ、頭ず蓋がい骨こつの中で幾いく回かいもの衝しよう突とつを繰り返す。

　その一撃は確かにヨルムンガンドにダメージを与あたえたが、同時に激しい怒いかりを引きずり出した。

　ヨルムンガンドの双そう眸ぼうに狂きよう気きが宿り、神しん罰ばつの一撃を与えんと尾を天高く振り上げる。

　だが、ヨルムンガンドが世界樹を穿うがつよりも早く、キリの準備が完かん了りようした。

「決めてやれ。キリ、ルッツ！」

「うん！　お願いね、ルッツ。【ファイヤーサークル】！」

「この翼つばさに賭かけて焼き払ってくれよう！」

　ルッツが両りよう翼よくを限界まで広げ、三つに伸びる尾に茜あかね色いろの炎ほのおを燃え上がらせる。その尾の炎に呼応するように茜色の翼がその色を濃くし、強力な炎が円を描えがくように茜色の炎が世界樹の中を駆かけ抜けた。

「鳥！　十二時の方角と八時の方角の枝を重点的に燃やせ！」

　ハンスの声が世界樹に木こ霊だまし、その指示をルッツが忠実に実行する。メキメキと音を立てる世界樹の枝に、今まさに尾を振り下ろそうとしていたヨルムンガンドの巨体が大きく沈しずんだ。

「デカいことが強いとは限らないよな！」

　レインがここぞとばかりに口の端はしを吊つり上げる。デカければそれだけ体重が重い。そして、いくら世界樹といえど、燃えて炭化してしまえば、支えられる重量に限界が来る。しかも、クルードに影を通して太い枝を探らせていたハンスの指示があれば、大蛇の巻き付く枝を重点的に落とすのは造作もない。

　マルチェ達が重力の腕に摑つかまれたのと同じくヨルムンガンドが落下する。その超重量は、いくら世界樹の枝でも受け止めきれるものではない。

　堪たまらず、ヨルムンガンドがサンダーバードの拘束を解く。毒に冒おかされ締め続けられても、そこは伝説の魔獣。雷らい光こうを纏った翼が風を捉とらえ、落下から逃のがれる。

　一方、余よ裕ゆうが出来たヨルムンガンドは、その尾っぽの先を世界樹の枝に何重にも絡ませた。伸びきる身体に、世界樹の底から顔を覗のぞかせたヨルムンガンドが、僅かにその口元を緩ゆるめる。

　大蛇は思いもしなかった。

　尾を絡めた枝の一本に、世界樹の生命力にも負けないエネルギーの奔ほん流りゆうが生まれていることに。
















「ぴぎぃいいいいいいいいいいいい！」

　世界樹全域に響ひびけと、ペムペムがその喉のどを震ふるわせる。赤く染まる身体からだからは、蒸気のようなオーラが迸ほとばしっていた。

　モンスターはある一定の壁かべを越こえたとき、【昇しよう華か】という奇き跡せきを起こす。全すべての傷を癒いやし、一時ではあるが能力を撥はね上げたペムペムがゆっくりと揺れる大蛇の頭部を睨にらみ付ける。

　昇華は挑いどむ壁が強大であればあるほど到とう達たつしやすくなる。

　それが、最弱のスライムと、神話級のヨルムンガンドならば尚なお更さらだ。

「今は俺達だけじゃ勝てないけど、いつかまたやろうな」

　屈くつ託たくのない笑えみを浮うかべ、レインがヨルムンガンドへと拳を突つきつける。

　その声を引き連れて、ペムペムは渾こん身しんの体当たりをヨルムンガンドに向けて打ち落とした。

　頭部に直ちよく撃げきする最弱の砲弾に、大だい蛇じやの尾の力が緩む。

　落ちてゆく巨体を見送りながら、レインは次は神話級でなく、神そのものを討とう伐ばつすることに夢を馳はせた。
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　合同訓練全課程の修しゆう了りようを祝して、その夜は大陸最大の王都《カスピア》で盛せい大だいなパーティーが開かれていた。一年間を通して苦楽を共にした仲間達と過ごす最後の夜。チームメイトと語り明かす者。大きな成果を上げたと有名人と少しでも知り合いになろうとする者。その過ごし方は様々だ。

　レインは、ペムペムと一いつ緒しよにピザを齧かじりながら人ひと気けのないバルコニーで吹ふき抜ける風に頰ほおを冷やしていた。

「強くなったな、ペムペム」

「ぴぎ」

　視線を優美な王都の夜景に傾けるレインが零こぼすように呟つぶやく。

　レインの頭に乗るペムペムは、その囁ささやきに調子に乗るわけでもなく、ただただ小さく頷いた。

　退学を逃れるために仕方なく参加した合同訓練だったが、そのかっこ悪い始まりとは裏腹に、レインとペムペムはとてつもなく大きな力を手にした。

　スライムの逃げ足と危機察知の本領。【契約の絆】による魔獣錬磨師モンスタートレーナーへの還かん元げん。そしてなにより、真の強者と戦うことによる【昇華】の連続発動。

　感かん極きわまったレインが、思わず目め頭がしらを押さえる。

　強くなれると信じていた。

　ペムペムとなら、強くなれると信じていた。

　スライムトレーナーとスライムは弱くないと信じてきた。

「は！　ざまぁみろ！　スライムを舐なめんなよ、こんちくしょう！」

「ぴぎぃ！」

　誰だれに向けるわけでもなく、レインとペムペムが夜空に向かって叫ぶ。

　その時、小さな足音が背中を叩たたいた。

「レイン、こんなところにいたんだ」

「キリ!?」

　後ろで手を組みながら近づいてくるキリに、レインが自分の言っていたことを思い出し思わず顔を赤らめる。

　だが、キリはそのことには一切触ふれずにレインの横に並ぶと、なぜかレインの視線を避けるようにルッツの羽を弄いじり始めた。無言のキリに、レインがどうしたものかと話題を探す。

「えっと、リーナはどうしたんだ？　一緒だったろ？」

「マルチェちゃんに捕まっちゃった。あと、ハンスはレインのことを馬ば鹿かにしてる子達に手当たり次し第だいに喧けん嘩か吹ふっかけてるよ」

　口早に説明するキリに、レインが怪け訝げんな顔を浮かべて頰を搔かく。

　その時、手すりにもたれながら妙みように熱っぽい眼ま差なざしで見つめてくるキリの双眸がレインの心を鷲わし摑づかみにした。

「キ──」

「レイン、あのさ。あたし、中等部を卒業したら進学しないで世界を回るつもりなの。もともと、その予行練習のつもりで参加した合同訓練だったしね」

　レインの言葉を遮さえぎって話すキリに、耳を傾けていたレインが黙だまって頷うなずく。別に、中等部を出て自立することは珍めずらしい話じゃない。レインも、中高合同校の《ベギオム》でなければ、進学せずに実家の農場を継ついでい──

「レイン。あたしね、レインが好きなの」

「ああ……[image: ]あっ!?」

　レインの心臓が跳ね上がった。

「キリ!?　何を!?」

「お願い、レイン。卒業したら、あたしと一緒に世界を回って！」

　声を大きくしたキリが、レインの胸に倒たおれ込む。大きく揺ゆれたツインテールがレインの手でゆっくりと滑すべる。

　レインは、訳が分からなかった。いや、キリの言葉の意味は分かったが、その理由が分からなかった。一体、キリはどうして、スライムトレーナーの自分なんかに……

　とそこまで考えたレインの目に、あるものが滑り込んできた。

「なんだ、そういうことか……」

「レイン？」

　ゆっくりと肩かたを押し返すレインに、キリが顔を強こわばらせる。そんなキリに優やさしく微ほほ笑えみながら、レインはスッと持ち上げた指先でキリのポーチに刺ささっていた、ハート形の矢を引き抜ぬいた。

　矢を見たキリが、キョトンと瞬まばたきを繰くり返す。

　レインは安心したように大きな溜ため息いきを零こぼしながら、微笑んだ。

「これが原因だ。マルチェのとこのピローネの矢だな。たぶん、ヨルムンガンドが枝ごと吹き飛ばしたときのが刺さってたんだろ。あ～、びっくりした。たく、最後の最後まで人ひと騒さわがせなヤツだな」
















　ここにはいないマルチェに毒づきながら、レインが手すりの向こうへと矢を放ほうり投げる。そう、全てはあの矢が原因なのだ。でなければ、全紋もん章しよう中もっとも恋れん愛あい対象としてみられないスライムの紋章の持ち主が、キリみたいな可愛かわいい子に告白されるなんて、間ま違ちがいがないと起きるはずがない。

　そう納なつ得とくするレインとは対照的に、闇やみ夜よに消えて矢を見送ったキリは顔を真っ赤にしながら両手を振ふり回した。

「え、レイン。違う、違うよ！」

「分かってる分かってる。俺はなにも聞いてないから安心しろ」

　大げさに肩を竦すくめながら、レインが大だい丈じよう夫ぶだとキリの肩を叩く。いくら愛情を数十倍に膨ふくらませるエンジェルの矢が刺さっていたとはいえ、スライムトレーナーに告白したなんて恥はずかしいことを言いふらす気は一いつ切さいない。

　しかし、レインの言葉が信しん頼らいできないのか、キリは納得出来なそうに大きくその頰を膨らませた。

「違うのに。うぅ～。違うのにぃ～」

「元気を出すのじゃ、キリ。これで今こん生じようの別れでもないだろう」

「おい。どうしたんだよ、キリ。泣くことないだろう、泣くこと」

「ぴぎぴぎ」

　手すりに乗せた腕うでに顔を埋うずめてすすり泣くキリを、レインがルッツの手を借りながら慰なぐさめる。実はピローネの矢はサンダーバードの雛ひなから抜けた羽に刺さっていたことなど、レインは知る由よしもない。

　機き嫌げんを直してくれないキリに、レインがお手上げとばかりに頭を搔く。

　その時、小さな溜息と共に二人分の足音がバルコニーに響いた。

「まったく。そういうときはそっと肩を抱だき締しめるものですよ。レインさん」

「スライム野や郎ろうにそんな度胸があるかよ。押し倒しちまえばいいんだよ。まどろっこしい」

「リーナ、ハンス。ちょうど良いところに来た！」

　良いタイミングで現れた仲間達に、レインが最後のお願いとばかりに助けを求める。そんなレインに、リーナとハンスは顔を見合わせると、驚おどろくべきことに二人揃そろって笑い始めた。

　リーナはともかく口を大きく開けて哄こう笑しようするハンスに、レインだけでなくペムペムが目を丸くする。

　ひとしきり笑ったハンスは、涙なみだまで浮かべた目元を指先で擦こすりながら腕をレインの肩に回すと、これまた今までに見せたことのないような親しげな笑みを口元に湛たたえながら呟いた。

「おい、スライム野郎。認めたくはねぇが、これだけは認めてやる。てめぇは、世界一の馬ば鹿か野や郎ろうだ」

「なっ！　なんだよ、いきなり!?」

「自分の胸に聞いてみろ！」

　ドスッと、ハンスが固めた拳こぶしをレインの胸に押し付ける。

　その時、困こん惑わくしきりのレインの耳を、いつの間にか少し離はなれたところに移動したキリとリーナの声が掠かすめた。

「キリさん。ここは一度距きよ離りを空けましょう。そして、うんと女を磨みがいて、次はレインさんから告白させてやりましょう」

「うん。リーナちゃん。あたし頑がん張ばるよ」

「なんだ、なんの話をしてんだ？」

　距離があってよく聞き取れない二人の声に、レインが首を捻ひねって振り返る。そんなレインに、キリは何か吹っ切れたような笑みを浮かべると、いつものように元気の良い声を張り上げた。

「なんでもな～いよ！　それより、レイン。皆みんなで写真撮とろうよ。さっき、写真屋さんを見つけたから！」

「いや、俺は写真とか苦手で……」

「そうですね。最後ですし、皆で撮りましょう。行きましょう、ドッコル」

「まぁ、今日だけは付き合ってやるよ。なぁ、クルード」

　リーナとハンスが、各おの々おののパートナーを連れてキリの後を追いかける。

「え、ちょっと待ってくれよ！」

「ぴぎぴぎ！」

　その後をレインとペムペムは慌あわてて追いかけた。
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　キリ達との最後の合同訓練から一ヶ月後。

　無事高等部に進学したレインは、進学式を終えると同時にトレーニング場に向けて走り出していた。

「しゃあ！　今日から高等部のトレーニング場が使えるぞ。鍛きたえてやるから覚かく悟ごしろよ、ペムペム！」

「ぴぎっ！」

　レインの足あし下もとを飛び跳はねるペムペムが、気合いたっぷりに大きく身体からだを弾はずませる。

　空は快晴。風はそよ風。これ以上ない絶好のトレーニング日和びより。

　そして、一秒も待ちきれないレインが近道しようと校舎の裏側へと進路を変へん更こうした、まさにその時。

「「「「ぎゃあああああ!?」」」」

「な、なんだ!?」

「ぴぎ？」

　突とつ如じよ響ひびき渡わたった悲鳴が、レインの鼓こ膜まくを震ふるわせた。思わず足を止めたレインの前方から、黒くろ焦こげになった学生とモンスター達が何かから逃にげるように駆かけてくる。

「だから止やめとけって言ったんだよ！」

「お前だって賛成しただろ。全員で掛かかれば勝てるって！」

「だいたい誰だよ!?　勝てばアイツを恋こい人びとに出来るなんて言い始めた──また来たぞ！」

　レインとすれ違い様に再び男子生徒達が絶ぜつ叫きようする。その意味をレインは即そく座ざに理解した。螺ら旋せんを描えがく紅ぐ蓮れんの炎ほのおが、大気を吞み込みながら一直線に駆け抜けて来たのだ。

「うおおお!?」

「ぴぎぎ!?」

　悲鳴を上げながら、レインがペムペムと共に転がるようにその場から飛び退のく。螺旋の炎はそのまま逃げ惑まどう男子生徒達の直前の地面に突つき刺さり、立ち上る爆炎と爆ばく風ふうで彼らの身体を吹ふき飛ばす。

「なんなんだよ、一体？」

　真新しい高等部用の制服に付いた土を払はらい落としながら、レインがゆっくりと立ち上がる。

　そんなレインの耳を、ひどく苛いら立だった、しかしどこまでも響ひびきそうな凜りんとした声が貫つらぬいた。

「っち、ひとり仕留め損そこなったのか」

「え？」

　声の方をレインが振り向くと、鮮あざやかな紅くれないのドラゴンを引き連れる少女が、灼しやく熱ねつの如ごとき憤ふん怒ぬを身に纏まとってレインのことを睨にらみ付けていた。

　長い三つ編みに結ゆわれた鮮やかな朱しゆ色いろの髪かみ。吞み込まれそうな深い煉れん瓦が色いろの双そう眸ぼう。

　見間違うはずがない。

　そこに立っていたのは、一年前、レインとペムペムが手も足も出ずに完敗したドラゴントレーナー、エルニア・Ｆ・ミレーネブルクだった。

　だが、驚いているのはレインの方だけだ。

　エルニアはレインに対してなんの感かん慨がいも抱いだかないと言わんばかりに、【契けい約やくの絆きずな】が発動した腕を持ち上げる。

「どこの誰だれかは知らぬが。この私に勝負を挑いどむとは身の程ほど知らずも良いところだ。二度と変な考えが浮うかばないように、その骨身に私と、我がパートナー、キールの力を刻み込んでくれる！」

　エルニアが声を張り上げる。その言葉でレインは理解した。エルニアは覚えていないのだ。一年前、自分が完かん膚ぷなきまでに倒たおしたレインのことを。

　その時だ。エルニアの不思議そうな声がレインの鼓膜を叩たたいたのは。

「何を、笑っているのだ？　気でも違えたか？」

「ん？　俺、今笑ってるのか？」

　レインがスライムの紋章が刻まれた掌てのひらで、自分の顔を撫なでる。

　確かに、レインは笑っていた。

　自分を圧あつ倒とうした強敵を前に、レインは自然と笑みを浮かべていた。

　すぅ～っと、レインが息をする。そして、目の前の相手を改めて見定める。

　やはり、笑いは収まらなかった。

　アイスワイバーン。ヨルムンガンド。

　果てしない強敵との戦いが、レインに凄すさまじい自信を身につけさせた。

　だからこそ、思う。

　あらためて、思う。

　目の前のドラゴンを倒したいと！

　目の前のドラゴンに勝ちたいと！

「忘れてるなら、思い出させてやろうぜ。知らないなら、教えてやろうぜ。俺達の名前をよ。スライムとスライムトレーナーの強さをよ。なぁ、ペムペム！」

「ぴぎぃー！」

　レインに応こたえてペムペムが吼ほえる。

　スライムとスライムトレーナーのもう一つの物語が、今、始まった。







　　　エピローグ




「……で、これがそん時の写真てわけだ。どうだ、浮いた話どころか、小こっ恥ぱずかしい話だろ。あの頃ころは今以上にてんでダメダメだったからな。なぁ、ペムペム」

「ぴぎぴぎ」

　苦く笑しようを浮かべるレインに、ペムペムが「でも、今は違ちがう」と言わんばかりに力強く身体を弾ませる。そんな頼たのもしい相棒に頷うなずき返しながら、レインは話を聞いて静まり返るエルニア達に「あれ？」と不思議そうな声を漏もらした。

「どうしたんだ、お前ら。変な顔して」

「ぴぎ？」

　キョトンと目を丸くしたレインが、ペムペムと共に尋たずねる。その声は、がらんとした教室で空むなしく反はん響きようした。どうやら、ほとんどの生徒はレインとペムペムの汗あせと涙の成長期を与よ太た話ばなしと判断して早々に帰ってしまったらしい。

　そして、最後まで残ってレインの話を聞いてくれていた仲間達の最初の一言が。

「いや……。君の唐とう変へん木ぼくが筋金入りなのだと思うと頭痛がしてきてね」

　これだった。

「なんだよいきなり？」

　こめかみに指を添そえるガゼットに、レインがなんで批ひ難なんされるのか分からず眉まゆを顰ひそめる。レイン自身、かなり無茶苦茶な一年を送ってきたことには自覚があるが、馬ば鹿かと言われるならともかく唐変木とはどういうことだろうか？

　自分の語った合同訓練のことを今一度思い出し、やはり思い当たる節がないレインが難しそうに唇くちびるを歪ゆがめながら大きく首を傾かしげる。

　その時、なにやら納なつ得とくいっていない様子でむぅっと唇を尖とがらせたアリカが、まだまだ安心できないとばかりに大きくその身を乗り出してきた。

「じゃあ、本当にただの友達なんだね。ね！」

「友達って言うか、同じチームで頑張った戦友って感じかな。こいつらは」

　アリカの質問に答えながら、レインが改めて懐なつかしむように目を細める。

　そんなレインを真ま似ねるように、今度はガゼットが眼鏡めがねの奥の双眸を細めた。

「そっか、この子だったんだね。アイスワイバーンの時に君と一緒にいたのは」

「ああ、そうだよ。つーか、あん時は本当にガゼットのせいでえらい目にあったよな。ほんとに死ぬかと思ったぞ」

「ぴぎぴぎっ！」

「それは悪かったって。でも、裏を返せば僕達のおかげで君の必勝法の肝きもに気がつけたんだし、むしろ感謝してもいいんじゃないかな？」

「さすがマスター。よく口が回る」

　サラリと責任を回かい避ひするガゼットにピックの冷ややかな視線が突き刺ささる。その皮肉をガゼットは絵に描いた微び笑しようでやんわりと受け流しながら、静かに指先で眼鏡を押し上げ、尊敬の念を織り交ぜた真面目まじめな声で呟つぶやいた。

「まぁ、それも。地道な努力と苦境に負けないど根こん性じようの賜たまものなんだろうけどね」

「ん？　何か言ったか、ガゼット？」

「何でもないよ。レイン」

　微笑みを浮かべてはぐらかすガゼットに、レインが頭の上に？マークが浮かぶ。

　だが、その？マークは、突とつ然ぜん「あ！」と叫さけんだアリカの声に吹き飛ばされた。

「そういえばレイン君。この前、私が《勇ゆう狼ろう丸がん》を作ろうとしてたときに足りない材料を知り合いのハンターから取り寄せてくれたよね。それって、もしかして……」

「そ、ハンスに頼んだんだよ」

「やっぱり！」

「ねぇねぇアリカ、婿むこ様。《勇狼丸》、て？」

　納得し合う二人に、話を聞いていたジナがこてんと小首を傾げる。

　アリカは見せた方が早いと思ったのか、自分のポーチから髪色と同じ薄うす黄色のお団だん子ごを取り出して、ジナの前に差し出した。

「これが《勇狼丸》だよ、ジナちゃん。えっと……《狂きよう狼ろう丸がん》っていうモンスター用のドーピングフードがあるのは知ってるよね？」

　アリカの言葉に、あまり感情を表に出さないジナが「むぅ」っと口を尖らせる。レインも極力顔には出さないように務めてはいたが、それでも口の端はしが歪むのは抑おさえきれなかった。以前、《狂狼丸》を使った先せん輩ぱいにレイン達は手痛い目に遭あわされたことがあったのだ。無理もない。

　穏おだやかでない表情を浮かべるレインとジナに、その先輩を尊敬していたアリカが悲しげに眉を下げる。

　だが、アリカは眉に浮かんだ悲しみを、誇ほこらしげな笑えみで塗ぬり替かえた。

「でねでね。お母さんにそのことを話したら、《狂狼丸》よりもこの子達に負担が少ないモンスターフードをいくつか教えてもらったの！」

　声を弾ませながら母の話をするアリカが、その時の喜びを思い出すようにレオンの頭を抱だき締しめる。

　大輪の花が咲さくようなその笑顔は、レインの胸に溜たまっていたもやっとした気持ちを吹き飛ばした。気持ちを切り替えたレインが、アリカの話を引き継つぐ形で口を開く。

「でも、そのレシピ──ていうか、材料がまた凄すごくてな。《狒ひ狒ひ王おう鳥どり》の砂すな肝ぎもに《ボルケーノベア》の熊くまの胆い。《ブリザード蛍ほたる》の蛍ほたる火びに《ストレングス茸だけ》まで入ってたんだぞ」

「それはまた、入手困難な素材のオンパレードだね」

　列挙された素材の数々に、ガゼットが頰ほおを引き攣つらせながらずり落ちた眼鏡を整える。

　完全に引き気味なガゼットに、レインは「そうだろ」と頷いた。

「もう学生が用意できるレベルを三さん段だん跳とびぐらいで超こえてるよな」

「だね。マロさんには頼んでみたのかい？」

　ガゼットが寮りようの厨ちゆう房ぼうで食材の仕入れを一手に引き受けている料理長の名前を出す。

　予想していた質問に、レインはアリカと顔を見合わせると。微び妙みような笑みを浮かべながら大げさに肩かたを竦すくめた。

「『アリカの制服を十着売りに出して良いなら揃そろえてあげる』って言ってたな」

「冗じよう談だんだと思うよ、あれは。うん。さすがに、ね」

　本気で計算をし始めたマロの姿を思い出したのか、氷ひよう狼ろうのレオンを従えるだけあって寒さには強いはずのアリカが寒気を感じたように身み震ぶるいする。

　たぶんアレは冗談じゃなかった、と声に出さずに呟きながら、レインは再び口を開いた。

「それで、ダメ元半分にハンスにレシピにあった素材の一覧を送ってみたんだよ。そしたら、あの猫ねこ野や郎ろう。手紙送った三日後にはレシピに書いてあった素材を全部まとめて送ってきやがった。『こんな雑ざ魚こぐらいで頼たよるな。スライム野や郎ろう』って手紙と一いつ緒しよにな」

「あの時は食堂のおばちゃん達もびっくりしてたよね。マロさんなんか、仕入れの専属の契約を結びたいとまで言ってたし」

「だな」

　苦笑を浮うかべるアリカに、レインが悔くやしさと信しん頼らいを織り交ぜた微妙な笑みを浮かべながら頷く。口には出さないが、ハンスの手紙には『この貸しは、俺達に勝負で勝ったらちゃらにしてやる』とも書き添えられていた。

　思わず、レインの口元に好戦的な笑みが浮かぶ。ハンスとクルードと最後に勝負をしたのは、もうかなり昔の話だ。レインとペムペムも強くなったが、もちろんハンスとクルードも錬れん磨まを怠おこたってはいないだろう。今、闘たたかったら、果たして勝つのはレインかハンスか。その勝負に思いを馳はせるだけで、レインの身体からだが奮い立ち、知らず知らずのうちに握にぎった拳こぶしの隙すき間まから【契けい約やくの絆きずな】の燐りん光こうが零こぼれ出す。

　そのレインの袖そでを、不意になぜかソワソワと肩を揺ゆらすジナが引っ張った。

「婿様婿様。思い出し、た。私、保母さんと磁石マン知って、る！」

「ジナ？　えっと……保母さんってのはリーナのこと、だよな？　お前、あいつらに会ったことがあるのか」

「うん。あ、る！」

　ドッコルに対して磁石マンという、相変わらず独特なネーミングセンスを発揮するジナに苦笑を零しながら、レインは思い出したようにポンと手を叩いた。

「そういえば、ジナはいくつも学校転校してる時期があったんだよな。じゃあ、そこであいつらにあったのか？」

「当た、り」

「ええっ？　じゃあ、ジナちゃんはセンリット女学園に入学したことがあるの!?」

　ジナの告白に、口に手を当てたアリカが思わず声を上げる。リーナの通っていたセンリット女学園は超ちようが三つ付くほどのお嬢じよう様さま学校であり、その清せい楚そな制服といえば大陸中の女子の憧あこがれの的だ。

「いいなぁ～。私もあの制服着てみたいよ～」

「ぶい」

　心底羨うらやましそうな声を零しながらアリカがジナの肩にもたれかかる。そんなアリカにジナは得意げにピースサインをして応こたえたが、そこにレインの「待った」が掛かかった。

「いや、待て待て待て。ジナ、どうやってあの学校に入学したんだ。すっげー試験厳しいって話だろ」

「あ、そういえばそうだよね」

　その言葉に、アリカが目を瞬しばたたかせる。レインの言ったように、センリット女学園の入学試験における難易度は並なみ大たい抵ていのものではなく、その競争率たるや神の紋もん章しようを授さずかるよりも入学が難しいという噂うわさもあるくらいだ。

　注目するレインとアリカの視線に、ジナは片手で抱かかえていたルルを頭に乗せながら、反対の手でもピースサインを作った。

「制服作りは大得、意！」

「忍しのび込んだんじゃねぇかよ！」

　臆おく面めんもなく答えるジナに、レインが思わず頭を抱えて大きな溜息を零す。センリット女学園は関係者以外の立ち入りに対してとてつもなく厳しいと評判だ。常に乙女おとめの守護者である《ユニコーン》が学校の周りを取り囲んでいるので男は近付くことすら出来ず、女性だったとしても百の目を持つ巨きよ人じん門番《アルゴス》の目を欺あざむくことは難しい。

　そんな厳重な乙女の園そのに易やす々やすと潜もぐり込むとは……

「ジナ、お前って本当に怖こわい物知らずだよな」

「レインといい、ジナさんといい。スライムトレーナーって本当に常識が通じないんだね」

　レインがしみじみと頷き、二人のスライムトレーナーを見比べていたガゼットがやれやれとばかりに肩を竦める。

　そんな二人を余所よそに、ジナはかなり上じよう機き嫌げんに声を弾はずませながら話を再開した。

「学校の中の教会で保母さんが子供達と遊ん、でた。それで、私とルルも一緒に遊んだの。保母さんは子供達にスライムを馬鹿にしちゃダメって言ってくれたから、凄く嬉うれしかったの！」

「きゅっぴぃ！」

　ジナが珍めずらしく饒じよう舌ぜつに当時のことを説明し、ルルが大きく飛び跳はねる。普ふ段だんは口数の少ないジナが、これだけ一いつ遍ぺんに話すことは珍しい。よほど、リーナが子供達にスライムの紋章を馬ば鹿かにしないように教えていたことが嬉しかったのだろう。

　にこっと口元に三日月を浮かべながらルルを抱き締めるジナに、レインも自分のことのように口元に笑みを浮かべながら、一つだけ気になっていたことを質問した。

「なぁ、ジナ。一つ聞いて良いか。その時も、ジナは強い奴やつに勝負を挑いどんだりしてたのか？」

「して、た。クルクルピンクとも勝負し、た。でも、保母さんと磁石マンが一番強かっ、た」

　うんうん、と腕うでを組みながら頷うなずくジナに、レインは「やっぱり」と納なつ得とくした笑みを浮かべて頰を搔かく。ある合同訓練の時に、レインはいつも以上に機き嫌げんの良いリーナから『強い奴に喧けん嘩かを売る面おも白しろい転校生がいる』という話を聞かされたことがあったが、それはどうやらジナのことだったらしい。

「以外と世の中狭せまいもんだな」

　中等部の時の仲間達と今の仲間達の意外な接点を発見し、レインが胸にほっこりとした温かさを感じながら首の後ろで腕を組む。

　そして、そろそろペムペムのトレーニングに向かうかと、レインが帰り支度じたくを整えようとした、その時。

「ずるい。ずるいぞ……」

　それまで一人黙だまって写真を見み詰つめていたエルニアの、震ふるえる声が教室の中に染しみ込んだ。

「エルニア？」

　辛かろうじて耳を掠かすめたその声に、レインが席に向けていた足を止めて振ふり返る。

　その瞬しゆん間かん、写真から顔を上げたエルニアの、強い憧れに満ちた視線がレインの双そう眸ぼうを貫つらぬいた。煉れん瓦が色いろの瞳ひとみに込こめられた迫はく力りよくに、レインが思わず仰のけ反りながら目を丸くする。

　一方、エルニアは戸と惑まどうレインにつかつかと歩み寄ると、ドラゴンの紋章が刻まれた手で、絶対に逃にがさないと言わんばかりにスライムの紋章が刻まれた手を握り締めた。

「行くぞ。レイン・エルハルト！　もたもたするな！」

「ちょ、ちょっと待てよ。行くって、一体どこに行くんだよ!?」

「そんなものは決まっている！　我々も写真を撮とりに行くのだ！」

「って、今からかよ？」

　まるでこれから神でも討とう伐ばつに行きそうな勢いで写真を撮るのだと豪ごう語ごするエルニアに、レインが二の句を継げられずに保護者兼けんエルニア語翻ほん訳やく係であるキールへと目を走らせる。

　キールは鷹おう揚ように頷くと、鋭するどい牙きばの並んだ口の端を吊つり上げた。

（ふむ、写真か。どうせなら凜り々りしく撮ってもらいたいものだな）

「お前も撮る気まんまんかよ!?」

　なぜかノリよく応える人間くさいドラゴンに、レインが力の限りの突つっ込みを入れる。一方、中々歩き出さないレインに対し、エルニアはさらなる強行に打って出た。掌てのひらから肘ひじ、二の腕へとエルニアの手が滑すべり、最後にはその身体ごと、まるで写真の中のキリと張り合うようにぎゅっとレインの腕にしがみつく。

　間近に迫せまったエルニアの顔に、制服越ごしに伝わってくる体温に、腕を包み込む温ぬくもりに、レインが思わず息を止める。

　微かすかに鼻び孔こうを擽くすぐった甘い香かおりでようやく呼吸を止めていたことに気が付いたレインは、思考を半ばまで浸しん食しよくしていた戸惑いごと、胸に溜まった息を吐はき出した。

「エルニア。どうしたんだよ、いきなり。別に、写真ならまた今度でも」

「いや、ダメだ！　今でなくてはダメだ！　私は、私はまだ貴様と写真を撮ったことがないんだぞ！　不公平だ！　私も、貴様と一緒に写真を撮りたい！」

　力の限り、声の限り、エルニアがレインに訴うつたえる。

　そのあまりの剣けん幕まくにレインが困こん惑わくしていると、そのどこまでもまっすぐな瞳が突とつ如じよとして陰かげった。

「──なんだ、もしかして貴様は私と写真を……撮りたくないのか？」

　契約を解除されたモンスターのように急にしおらしくなって不安げに顔を持ち上げるエルニアに、頰ほおに急激な熱を感じたレインが慌あわてて顔を背そむける。

　エルニアの突とつ然ぜんのわがままはいつものこと。こんなときは決けつ闘とうでレインがそのわがままを吞むかどうかを決めるのだが、どうにも、今のレインの頭にその発想は浮かばなかった。いや、むしろ今のエルニアなら一緒に写真を撮りたいという気持ちさえ湧わいてきた。

　気を紛まぎらわすように空いた腕でペムペムの身体を抱だき締しめながら、レインが明後日あさつての方向に視線を向けつつ頷く。

「ま、まぁ。写真ぐらいなら……」

「本当か！　噓うそじゃないな！」

　顔を背けたまま頷くレインに、エルニアがつま先立ちになりながら再度確かく認にんを取る。

　そして、レインが改めて頷こうとした、その時──

「よーし。じゃあ、決まりだね。でも、せっかく写真を撮るなら街に行ってしっかり撮ってもらおうよ。その方が、おめかしも出来るしさ。もちろん、皆みんなでね」

「なっ!?」

　ここぞとばかりに「皆で」と言う部分を強調しながら提案するガゼットに、エルニアの顔が強こわばった。

「な、何を言っている。ガゼット・ガールバレス！　私は、レイン・エルハルトと二人で写真をだな──」

「明日ちょうど休、み。皆で撮、る！」

「ジナ・レームライト!?」

「朱あか髪がみ。抜ぬけ駆がけさせ、ない」

「んぐ！」

　続けて声を上げたジナに、反論しようとしたエルニアが喉のどまで出かかってきた言葉を無理矢理嚥えん下かする。

　エルニアの視線の先には、胸の前で両手を合わせ、今までにない強い眼まな差ざしを浮かべるアリカがいた。

「エルちゃん。私も一いつ緒しよに写真撮りたいよ。皆で撮ろうよ、ねっ！」

「アリカ。いや、確かにその通りなのだが……」

　強い意志を込めた声で懇こん願がんするアリカに、エルニアの声が急速にその勢いを失っていく。

　良心の呵か責しやく。理性と欲よつ求きゆうとの葛かつ藤とう。

　今にも崩くずれ落ちそうになるエルニアに、忠実なるパートナーのキールはそっと身を寄せながら最後の審しん判ぱんを下した。

（今日は主あるじの負けだ。受け入れろ）

「ぐぬ。裏切り者」

　もしかしたら一緒に説得してくれるかもと、キールに大きな期待を寄せていたエルニアが萎しおれた声を絞しぼり出す。

　全員の視線を一身に浴びたエルニアは、遂ついに敗北を受け入れた。

「わかった。写真は全員で撮ろう」

「やったー！　さすがエルちゃん！」

　ゆっくりと頷いたエルニアに、レオンと一緒に駆かけ寄ったアリカがその身体からだを抱き締める。その後に続いたジナがよしよしとエルニアの頭を撫なでるが、円満解決に思われた話し合いには次の瞬間エルニアが放った一言により、再び暗あん礁しように乗り上げた。

「だが、レイン・エルハルトの隣となりは恋こい人びとである私がもらうぞ。これだけは譲ゆずれん！」

「却、下。婿むこ様の隣は、私！　朱髪は写真の外でい、い」

「それでは私が写真に写れないではないか！」

「残念。気が付かれ、た」

「騙だませると本気で思っていたのか!?　ええい。絶対にレイン・エルハルトの隣は譲らんぞ。納得できないというなら、今ここで私と勝負だ！」

「望むとこ、ろ！」

「ちょっと。エルニアさん、ジナさ──」

「エルちゃん、ジナちゃん！　喧嘩はダメ！　ちゃんと、誰だれがレイン君の隣に写るか皆で話し合おうよ！」

　止めに入ろうとしたガゼットを引き戻もどし、アリカが今にもバトルを始めそうになっているエルニアとジナの間に飛び込んでいく。

　そんな今の仲間達を見守りながら、レインはエルニアが机の上に置いていった写真を手に取り、楽しげに呟つぶやいた。

「こいつらのこと、いつかちゃんとキリ達にも紹しよう介かいしたいな。きっと皆仲良くなれるって。なぁ、お前もそう思うだろ。ペムペム」

「ぴぎぃーっ！」

　今日一番の声で応こたえるペムペムに、レインが顔に浮うかんだ笑えみを深くする。

　それから数日後。

　レインの勉強用の机の上には、今と昔、かけがえのない仲間達が写った写真が二枚仲良く飾かざられていた。



















　　　あとがき




『クロニクル』

　日本語にすると年代記・編年記という意味になります。そう考えると、毎日付けている日記は、その人の一番身近なクロニクルになるかもしれませんね。

　これを機に作者も日記を付けようとか思ったのですが、やっぱり止やめました。

　だって、きっと彼らのクロニクルには敵いませんから。

　最弱がそれでも勝つための術すべを編み出した年代記。

『できそこないの魔獣錬磨師モンスタートレーナー　スライム・クロニクル』でした。




　今回は本編をお休みして、ドラゴンマガジンで連れん載さいしていた主人公ズの過去編短編集を出させていただきました。いや～、またまたキャラクターが増えましたね～。魔獣錬磨師モンスタートレーナー一人につき増える相棒のモンスター。もう、ここまで来たら、一番キャラクターが多いライトノベルを目指すしかありません！（また無茶な宣言を……）

　名実ともに学年最下位のレインとペムペム。元気っ娘こキリとお目付役のルッツ。ツンデレ狩かりゆう人どコンビのハンスとクルード。お姉様リーナと仕事人ドッコル。彼らの一年を通した共同訓練は楽しんで頂けましたか？　あとがき先読む派の方にはネタバレになりますが、所々に本編のキャラ達も出てきます。本編との繫つながりも楽しんでもらえれば嬉うれしいです。

　あと、短編のもう一つの読み所といえば各話に出てくる料理ですね。このシーンを書くのはやはり空腹時。セルフ飯テロは危険ですね。何度コンビニに行こうとしたか……

　また、今回も関係者の皆みな様さまには大変お世話になりました。

　本編の主要キャラに勝るとも劣おとらない魅み力りよく的なキャラクターを描えがいてくださった狐こ印いん様。コミカライズ版で勢いのあるバトルシーンを書き上げてくださったＹＵＩ様。いつもいつも遅ち筆ひつな作者に根気強く付き合ってくださった担当のＳ様。目を覆おおいたくなるような文章を丁てい寧ねいにチェックしてくださった校正様。突とつ然ぜんやってくるＮ川氏。作者の清せい涼りよう剤ざいとなっているにゃんこ、わんこ、甥おいっ子こ君。

　そして、本編だけでなく、短編集にも手を伸のばしてくださった読者の皆様。

　いつもいつも、作者を支えてくださって本当にありがとうございます。

　日記は書かなくなりましたが、皆様のおかげで書き上げられた小説一つ一つが、作者にとってのクロニクルです。


二〇一七年一月　見波タクミ
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プロローグ　　　　　　　　　　　　　　書き下ろし

一章　できそこないとサラマンダー　　　ドラゴンマガジン２０１６年５月号

二章　できそこないとウンディーネ　　　ドラゴンマガジン２０１６年７月号

三章　できそこないと迷子のノーム　　　ドラゴンマガジン２０１６年９月号

四章　できそこないとジャックフロスト　ドラゴンマガジン２０１６年11月号

五章　できそこないと愛のシルフ　　　　ドラゴンマガジン２０１７年１月号

六章　できそこないと物語のはじまり　　ドラゴンマガジン２０１７年３月号

エピローグ　　　　　　　　　　　　　　書き下ろし




　一章から六章のドラゴンマガジン掲載分、加筆・修正を加え収録








見波タクミ

●みなみたくみ



第27回ファンタジア大賞金賞受賞『できそこないの魔獣錬磨師』でデビュー。先日某ステーキ屋で５ポンドステーキに挑戦してきました。１ポンドが約４５０グラムなので５ポンドというと約２，２５０グラム。湯気を上げて現れたるは肉の山。さぁ、勝負と「いただきます！」。肉VS作者。仁義なき勝負の結果は……ものの見事に完敗でした！
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